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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ




　フィオーネ・ペイルブルーは大だい魔ま法ほう使つかいだ。

　世界で唯ゆい一いつの真銀級ランク・ミスリルであるパーティ、〝紅い戦団レツド・バトリオン〟に所属している。

　フィオーネは青い髪かみと赤い瞳ひとみを持ち、街では誰だれもが振ふり返るような美少女だ。

　パーティ内ではフィオと呼ばれているが、冒ぼう険けん者の間では〝氷ひよう壁へきの魔ま女じよ〟という異名もある。

　氷系の魔法を得意とするから──という意味合いもあるものの、実際のところフィオに魔法の得意不得意はない。

　美少女であるフィオに近づこうとする不ふ埒らちな男どもに向ける目があまりに冷たいためについた異名だ。

「うーん……」

　男たちを震ふるえ上がらせ、時にはご褒ほう美びと悦よろこばせたその目は今、フィオ自身の部屋に向けられている。

　中央大陸最大の国家、エンフィス帝てい国こくの首都ベラル。

　その街外れの丘おかに、紅い戦団のアジトである屋や敷しきが建っている。

　紅い戦団は、南の街でのつかの間のバカンスを終え、アジトに戻もどってきたばかりだ。

　ただし、かつてないほどの大きな問題を抱かかえて──

「ここがわたしの部屋なの？」

「……ああ、そうだよ」

　部屋にある本ほん棚だなを見つめたままの質問に、ナギは頷うなずきつつ答えた。

　ナギ・スレインリードは紅い戦団のリーダーである。

　フィオの部屋に入ることはめったにないので、少しばかり緊きん張ちようしていたりもするが──

　今はそれどころではない。

「やっぱり思い出せないか……」

　ナギは、がっくりと肩かたを落とす。

　フィオには、かつて二つの呪いがかかっていた。

　モンスターを引き寄せてしまう呪のろいと、使用した魔法の一部が跳はね返ってきてしまう呪いの二つだ。

　それらの呪いは最さい高こう峰ほうのクエスト〝グランドクエスト〟のクリア報ほう酬しゆうを使用することで解くことができたが──

　二つ目のグランドクエスト〝死デせツるド海リをイ征シくツ船プ〟をクリアして、ほとんど間を置かずに、三つ目の呪いが発動してしまった。

　記き憶おく喪そう失しつ──

　言葉や常識などは覚えているが、個人的な思い出はほとんどなにも記憶していない。

　慣れ親しんだ自室のことまで忘れてしまっているようだ。

「それにしても汚きたないお部屋だね……ここ、本当にわたしの部屋？」

「……魔法使いの部屋はだいたいこんなもんらしいぞ」

　フィオが眺ながめている本棚は乱雑に本が詰つめ込まれていて、さらに部屋の床ゆかにまで大量に本が積み上がっている。

　ほとんどが魔法に関する書物だ。

　魔法もまたスキルの一種、扱あつかい方次し第だいで威い力りよくや効果に違ちがいが出てくる。

　魔法使いたちは常に研究を欠かさず、フィオの部屋のように本を積み上げていくことになるのだ。

「そうか、職業のせいなんだね。わたしがだらしないわけじゃないんだね」

「た、たぶん……」

　フィオは決して整理整せい頓とんが好きというわけではないのだが。

　そんなことも忘れてしまっているのか、忘れたことにしているのか。

「えーと……これが、わたしのベッド？」

「…………っ」

　突とつ然ぜん、フィオが飛び込むようにしてベッドに寝ねそべった。

　短いスカートの裾すそが揺ゆれ、寝転ぶと同時に大きくめくれ上がった。うつぶせに寝ているので、本人はあられもない姿になっていることに気づいていないらしい。

「わたしの匂におい……なのかな？」

　フィオは枕まくらに顔を埋うずめるようにして、匂いを嗅かいでいる。

「あああ、このまま眠ねむっちゃいそう……」

「って、フィオ。ここで寝られても──」

「うわああああ、バラキッソスの『三さん元げん素そ概がい論ろん』じゃないですかあ！　こんな稀き覯こう本ぼんが無造作に床の上に！　床ぁの上にぃ！」

「……うるさいぞ、そこ」

　ナギは、部屋の床を這はい回って本を漁あさっている珍ちん妙みような生き物に声をかける。

　うさぎのような耳に、肩や胸の谷間が剝むき出しになった服装、さらに網あみタイツ──

　要するにバニーガールの格好をした美女だった。

　美女の名前は、リッテ・ワイズ。

　職業は賢けん者じや。紅い戦団のメンバーではないが、つい先日、ナギたちがバカンスに出かけたアティシャの街で知り合った冒険者だ。

　世界に十数人しかいない〝女神契約者ヴイーナス・サーバー〟であり、〝検索インデツクス〟という能力で未知の情報を調べることができる。

　記憶喪失を治す手がかりが摑つかめるかもしれないので、強引に紅い戦団のアジトまで連れてきたのだが──さっきからフィオの蔵書を見ては、いちいち狂きよう喜きしている。

　知識を武器とする賢者だけあって、本にはおおいに興味があるらしい。

「その本、どっかの高難度ダンジョンで手に入れたやつだけど、フィオが鍋なべ敷しきに使ってたぞ」

「なっ、なぁべしきぃ!?　なぁんてもったいないことをするんですかあ！」

　リッテは稀覯本とやらを我が子のように胸に抱え込んだ。

　どうやら、フィオの本の扱い方には問題があるらしい。

　ナギもあまり物にこだわらないタチなので、リッテの心情のほうが理解不能だが。

「本を漁るのもいいけど、頼たのんだ仕事のほうもちゃんとやってくれよ」

「あっ、そうでしたあ。いえ、調べてはいるんですよお」

　リッテのそばに、一冊の本がふわふわと浮うかんでいる。

　女め神がみとの契けい約やくでリッテが手に入れた能力──それが具現化したものがこの本なのだ。

　リッテが思い浮かべたキーワードをもとに、彼女自身も知らない情報が、この本に次々と表示されてくるらしい。

「ただ……めぼしい情報はまったく出てきませんねえ……記憶喪失の治ち療りよう方法も、それに三つ目のグランドクエストの情報も」

「やっぱりそうか。くそっ……」

　フィオの記憶喪失は──記憶に干かん渉しようする魔法や薬などでは治せない可能性が高い。

　それでも、一いち縷るの望みをかけて治療法を探してもらっているのだが──やはり、難しいようだ。

　もっとも確実な治療方法は、三つ目のグランドクエストをクリアして、その成功報酬である〝支配と願いの魔晶石セイクリツド・クリスタル〟に願いをかけて、呪いを消してもらうことだ。

「二つ目のグランドクエストはリッテの能力で見つかったのに……なんで三つ目は見つからないんだよ！」

「私に訊きかれてもぉ……ですが、数百年も実在すら疑われてきたクエストですから、その情報を見つけることもクエストの一部なのでは。だから、一度使った方法では二度は見つけられないとかあ……」

「……なるほど、その可能性は高いな」

　ナギは、寝転んだままのフィオを見つめながら答える。

　グランドクエスト自体、二つクリアした今でもわからないことが多い。

　そのグランドクエストのクリア報酬でなければ解けない呪いが次々にかかるとは、フィオの状じよう況きようはなんて厄やつ介かいなのだろう。

「いや、でも手がかりがなにもない以上、リッテの能力が頼たよりだ。引き続き、検索を続けてくれ」

「はあい。まあ、放ほうっておいても本が情報を集めてくれますからあ。いい感じの情報を見つけたらお知らせしますう。あ、それと……」

「わかってるよ。ちゃんと報酬は用意するから」

　リッテはほとんど拉ら致ち同然でアジトに連れてきた。

　ただし、紅い戦団が所蔵する稀少な本を報酬とする約束になっている。

「わーあ！　こんな無造作に置かれてる本だけでも凄すごいのに……ああ、報酬が楽しみすぎてヨダレが出そうですよう！」

　リッテは嬉うれしそうにフィオの蔵書を次々と手に取っていく。

　紅い戦団は、冒険で手に入れた稀少アイテムのうち、自分たちで使用できそうなものや換かん金きんが難しいものは大型の金庫にしまってある。

　その中に所蔵している何冊かの稀覯本は、収マ集ニ家アにとっては家を買えるくらいの金をつぎこんでも惜おしくないとか。

　もちろん、ナギもフィオの呪いを解くためなら稀覯本などまったく惜しくない。

「……ナギ君は寝ないの？」

「は？」

　フィオが身体からだをなかば起こして、ナギのほうを向いていた。

　それから、ベッドをぽんぽんと手で叩たたく。

「このベッド、けっこういいやつだよ。寝ね心ごこ地ちいいし、君も寝たら？」

「ああ、そりゃフィオのベッドは家が買えるくらいの特注品を俺が勝手に注文──って、そうじゃなくて！　なんで添そい寝なんだ!?」

「わたしとナギ君って──そういう関係じゃないの？」

「どういう関係だ!?」

　フィオは本気で理解できないらしく、可愛かわいく小首を傾かしげている。

「でも、わたしたちって毎日一いつ緒しよにいて、ほとんど一年中旅してて、ごはんも寝るときも一緒で、しかも同じお屋敷で暮らしてるんだよね……？」

「……うん、それはそう。それはそうなんだが」

　まったくもってフィオの言うとおりだった。

　パーティを組んで三年もの間、それだけ密接な時間を過ごしてきて告白の一つもできなかった俺っていったい。

　ナギは今さらながら、自分のヘタレさに愕がく然ぜんとしてしまう。

「いや、ずっとそうだったけど、この前やっと──」

「この前……なに？」

「…………」

　そう、自他共に認めるヘタレでも、フィオに告白はできたのだ。

　グランドクエストのボス戦の最中という込こみ入った状況で、かなり勢い任せではあったが、誤解も聞き間違いもあり得ないくらいはっきりと、ナギはフィオへの想おもいを口に出した。

　しかし──記憶喪失のせいで、その告白もなかったことに。

　正直、少しほっとしているところもあるにはあるのだが。

「あああっ、どうすりゃいいんだ、俺は！」

「……ナギ君って情じよう緒ちよ不安定なんだね。やっぱり寝よう。一度寝れば、頭もすっきりするよ」

　フィオは、再びぽんぽんとベッドを叩く。

　添い寝──ああ、もちろんしたいとも！　今すぐフィオのベッドに潜もぐり込んで、寝るだけじゃなくていろいろしたいとも！

　ナギはそう叫さけびたかったが、もちろんそんなわけにはいかない。

　フィオはどうも、記憶を失ってから、微び妙みように行動がおかしい。

　記憶喪失が判明する直前にはナギに抱だきついてきたし、添い寝を要求してくるのも、以前のフィオならあり得ないことだ。

　フィオの記憶がないのをいいことに、添い寝とかそんな楽しすぎることはなんというか──ダメだろう。

「いいか、フィオ。記憶がないからわからないみたいだけど──」

　ナギは、がっちりとフィオの肩かたを摑んで言う。

「女の子なんだから、自分を大事にするんだ」

「わたし記憶ないけど、ナギ君が凄く月並みなことを言ってるのはわかっちゃうかな……あと、別にナギ君じゃなきゃわたしもこんなこと言わないよ……？」

「…………っ！」

　ベッドの上でそんなこと言わないでほしい。

　いや、場所がどこだろうと破は壊かい力のありすぎる台詞せりふだが。

　やはり、フィオはどこかおかしい。

　妙みように──ナギに懐いている。

　記き憶おくがなくなっても、性格はさほど変化はないようだが、その一点だけがはっきりと以前と違ちがっているのだ。

「うおおおおおおおおおおおおっ、ダメだ！　ちょっと剣けんを振ふってくる！　リッテ、フィオのことを頼む！」

「はうう……これは、エラパスの『魔ま法ほう教きよう理りと術じゆつ式しき』！　これ、前から読みたかったんですよおお！」

「…………」

　あまり役に立ちそうにないが、この際人を選んでいられない。

　ナギは腰こしに差した剣の柄つかをぐっと握にぎり締しめて、フィオの部屋から走り出た。

　本当に剣を振ってくるつもりだった。

　これ以上、フィオの魅み力りよく的なお誘さそいを聞いていたら、あっさり乗っかってしまいそうだ。

　ナギは最強の冒ぼう険けん者にしてこの世で唯ゆい一いつ、すべてのスキルを操あやつるグランドマスター。

　それでもまだ、十八歳の少年、思春期全開なのだ。

　いけないとわかっていても、甘かん美びな誘ゆう惑わくには抗あらがいがたいものがある。

　今にも暴走してしまいそうな自分を、フィオの前でこれ以上抑おさえられる自信はまったくなかった。



















　　　１　愛と哀かなしみの記き憶おく喪そう失しつ




「はー、やっぱり我が家が一番ですわね」

　旅から戻もどったときの常じよう套とう句くをつぶやいたのは、レイアだった。

　派手な長い金きん髪ぱつに派手なドレス、盗とう賊ぞくというイメージを破ることに全力を注いだかのような格好の少女だ。

　レイアは紅い戦団レツド・バトリオンの屋や敷しきの居間で、ソファに深く腰こし掛かけてくつろいでいる。

「別べつ荘そうのキッチンもよかったですけど、やはり自宅が一番使いやすいですね。今日のお茶はアティシャで買ってきた高級茶葉ですよ」

　ソファのそばで嬉しそうにお茶を淹いれているのは、冒険メイドのルティだ。

　長い黒くろ髪かみを三つ編みにして、メイド服を着ている。

　この屋敷は百人以上が住めるほど広く、維い持じが大変なのだが、このルティが性格はともかくメイドとして有能なので一人で切り盛りできているのだ。

「ご主人様もどうぞ。お茶菓が子しもありますし、ついでにメイドも召めし上がりますか？」

「……悪いが、おまえのメイドジョークに付き合う余よ裕ゆうはない」

　ナギは、レイアの向かい側のソファに座っている。

　ルティはナギと同郷の幼なじみなので、特に彼女に対しては遠えん慮りよがない。

「あら、ご主人様ったら冷たい。ああ、冷たいといえば──」

「ふー、いい汗あせをかいた。やはり、使い慣れた稽けい古こ場ばが一番だな」

　ミフユが、にこにこ笑いながら居間に入ってきた。

　長い黒髪を高い位置で結ゆい上げ、着物姿にニホントウを差したサムライ。

　凜りんとした美少年で、その肌はだはわずかに上気していて、男なのに妙な色気がある。

　ミフユは度を超こした剣けん術じゆつバカで、暇ひまさえあれば剣を振っている。

　庭の一部を整備して、いつの間にか稽古場をつくっていたほどだ。

「ミフユ様、冷たい飲み物もありますよ。井い戸どでじっくり冷やした果実水です」

「ああ、ルティ殿どのは気が利きくな。ありがたくいただく。はー、しかし暑いな」

　ミフユは、着物の前を開けて、ぱたぱたと手で扇あおいでいる。

　普ふ段だん、肌を見られるのを嫌いやがるくせに、たまに無防備になるのだ。

「あはは、暑いのはミフィだけだってー。よし、ミフィ、たまにはあたしとガチで斬きり合ってみるか！　先にハラワタぶちまけたほうが負けな！」

「ぶちまけたら死ぬだろ！　もっと穏おだやかにやれ、穏やかに！」

　ナギは思わず突つっ込んでしまう。

　ミフユにとんでもないお誘いをかけたのは神官のエイリスだ。

　銀ぎん髪ぱつツインテールで、小こ柄がらな身体。十四歳らしいが、もっと幼く見える。

　実は、ナギと契けい約やくを結んでいる〝剣の女め神がみ〟の分ワケ御ミ霊タマだということが判明したばかりだ。

　その事実を知っているのはパーティではナギだけで、エイリス自身も他ほかのメンバーには内ない緒しよにしている。

　このイカレた性格のバーサーカー神官が神だというのは信じがたいが、残念ながら本当のことらしい。

　ただ、ナギも他の仲間たちには話していない。

　深い理由はないが、エイリスはあくまで紅い戦団の神官としてここにいる。

　パーティの一員として楽しそうに笑っているエイリスを見ていると、神だの分御霊だの、どうでもいいと思えてくるからだ。

　正直、ナギは女神の分身だというエイリスには訊ききたいことが山ほどある。

　それでも、彼女の秘密をバラそうとは少しも思わない。

　パーティというのは、微び妙みようなバランスで成立しているのだ。

　エイリスに限らないが、仲間の正体や過去など、知らないほうがよかったりする。

「ふーん……」

　部屋の隅すみっこに椅い子すを置いて、仲間たちの会話を聞いていたフィオが、ぽつりとつぶやいた。

「……みんな変わってるね。冒険者のパーティってどこもこんなものなの？　それとも、ここがおかしいの？」

「ここがおかしいんですよ、フィオ様」

「即そく答とうかよ！」

　にっこり笑いながら答えたルティに、ナギは鋭するどいツッコミを入れる。

「そんなことよりフィオ様もお茶をどうぞ。記憶があろうとなかろうと、ティータイムは楽しめますよ」

「あろうとなかろうとって……かなり重要なとこだろ、そこ」

「そっかあ……重要だよね。あ、このお茶美お味いしい。アルティ……さん」

「ルティちゃんでいいですよ、前はそう呼んでましたし。ミフユ様はミフユ君、エイリス様はエイリスちゃん、ご主人様はナギ君……はもうその呼び方なんですね。ああ、そこの金髪さんはレイラティア・リア・ドゥ・フランカ様で」

「なんでわたくしだけフルネームですの!?　というか、よく覚えてましたわね！」

　レイアがソファから立ち上がってわめき出す。

　この派手すぎる女盗賊の〝レイア〟という名前は通つう称しようだ。

　レイアがパーティに参加して約三年、本名をパーティの仲間にも隠かくしていたのだが、二つ目のグランドクエストのボスとの戦いの最中に明らかになった。

　フランカ──中央大陸の南西部にある王国と同じ名前で、レイアが隠したがっているようなので、ナギは聞かなかったことにしていた。

「はっはっはー、レイっちの過去を暴あばこうなんて野や暮ぼは言わんだろ、ルーたんも！　面おも白しろがってるだけだってば！」

「……そちらのほうがタチが悪いですわ。えー、フィオさんのことでしたね。わたくしのこともレイア、でいいですわよ。仲間ですからね、特別にそう呼ぶことを許しますわ」

　レイアは偉えらそうに言い、豪ごう華かな金髪をさっと後ろに払はらった。

「じゃあレイアちゃん、わたしの靴くつを磨みがいて」

「使用人扱あつかいは許してませんわよ!?」

「うん、冗じよう談だんだよ」

「…………フィオさん、本当に記憶ないんですの？　前とあまり変わらないような」

　微び笑しようするフィオに、レイアが呆あきれた目を向けている。

　ナギもそうだとは思っていた。記憶がなくても、性格にさほど変化はない。

　記憶喪失が発覚してからまだ三日ほどだ。

　今のフィオから見れば、ナギたちは初対面の相手のはずなのに、距きよ離りを置いたりする様子もほとんどない。

「まあ、僕なんかはフィオ殿とのお付き合いは浅いが、もう何年も一いつ緒しよに冒険してたような気がしてる。フィオ殿に限らず、紅い戦団は馴な染じみやすいパーティなのかもな」

　ミフユが納なつ得とくしたように頷うなずいている。

　このサムライがパーティに加わったのは割と最近だ。

　以前、エリーゼという神官がいて、彼女がパーティを抜ぬけたあと、戦力を補うために加入してもらったのだ。

「あたしなんかは新参者だから、まだまだ遠慮しちゃうけどなー。あ、ルーたん、お茶おかわりね。ちょっと甘めにしてくれ」

「…………」

　一番の新顔が、一番偉そうにふんぞり返っている。

　この幼女神官の正体が神ならそれも頷ける──というか、単なるエイリスの素すの性格というだけだろうが。

「わたし、ここが自分の居場所だっていうのはわかる。居い心ごこ地ちもいいしね」

「ええ、記き憶おくなんかなくてもそれほど困りませんわ。もちろん遠慮する必要もありませんし。靴は磨いて差し上げませんが！」

「モンスターの大群を引き寄せたり、地形を変えちゃうくらいの魔ま法ほうが跳はね返ってくるよりずっとマシとも言えますからね。フィオ様が馴染めたのなら、なおさらです」

「リッテ殿も頑がん張ばってくれているのだから、記憶もそのうち戻せるだろう。あとは、魔法が今までどおり使えるかどうかか……」

「あー、魔法とかスキルとかは身体からだで覚えてるからなー。たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、そのうち竜りゆうとかぶち殺しに行って、試ためしてみるか！」

「あのな、エイリス……竜殺しは冒険者の憧あこがれだぞ。適当に試しで行くなよ、試しで」

　やはり、もっとものんきなのはエイリスだ。

　ナギはツッコミを入れつつも、仲間たちが動どう揺ようしていないことに安心する。

　これでパーティがガタガタになってしまったら、目も当てられない。

「ですが、ご主人様。急ぐ必要はないでしょうけど、フィオ様をこのままにしておくわけにもいかないでしょう。そのリッテ様の情報検けん索さくのほうはどうなんです？」

「かなり広こう範はん囲いに検索をかけてるみたいだけど、まだめぼしい情報はないみたいだな」

　検索は自動で進めているので、リッテ本人はフィオの蔵書を漁あさって奇き声せいを上げているだけだが。

「うーん、でしたら私もできることはやっておきましょうか。アテもありますし」

「ルティが？　あー、でもおまえにも頼たのんでおこうか」

　紅い戦団でもっとも社交的なのはルティだろう。

　買い物などで街に出る機会も多いし、顔も広い。

　街の商店の店主たちや冒ぼう険けん者ギルドのお偉いさん、さらにはベラルの帝てい城じようの重臣とも付き合いがあるらしい。どんな人脈だ。

　普ふ通つうのパーティでは情報を探さぐるのは盗賊の仕事なのだが、紅い戦団の盗賊といえば庶しよ民みんとの会話には問題があるアレなので、ルティが一番頼たよりになる。

「はいはい、お任せください。暗あん躍やくは得意ですから」

「暗躍が得意なメイドって……」

　別に、ナギは暗躍してくれとは頼んでいないのに。

「ご主人様のためならなんでもやるのがメイドですよ♪　ご主人様がフィオ様の記憶を戻もどすことをお望みでしたら、そのお心のままに」

「……よろしく」

　できるだけ、穏おん当とうな手段で情報を集めてくれることを望みたいところだ。

「…………ナギ君とルティちゃんってアレな関係なの？」

「えっ」

　ぼそりとフィオがつぶやき、ナギは慌あわてて彼女のほうを向く。

「えーと、フィオ？　アレというと……？」

「わたしは乙女おとめだからはっきり言わなかったけど、要するに……抱だいてるの？」

「抱いてねぇーっ！」

　記憶がないとはいえ、なんてことを言い出すのか。

「ご主人様はレベル高いので、高度なおあずけプレイを仕し掛かけてきてるんですよ」

「ルティも適当なこと言うな！　つーか、フィオ、言葉の選び方も忘れてるのか!?」

　抱いてるのか、などとフィオの台詞せりふとは思えない。

　紅い戦団の魔法使いは、性的な話にはもうちょっと苦手意識があったはず。

「そ、そうなの。わたしってば堅かたい女……？」

「うん、どちらかというとそうかな……」

「そ、それだと……添そい寝ねは、添い寝はダメだったの？」

「ダ、ダメってことはないけど、フィオらしくないというか……」

　ナギのほうがあたふたしてしまう。

　もちろん、フィオに添い寝をしてもらいたいか、してもらいたくないかで言えば、選せん択たくの余地なしで添い寝しまくりたいので、惜おしい気もしてしまう。

「……添い寝とか、聞き捨てならない単語が聞こえてきますわ」

「いやー、フィオるんってば記憶をなくしたのと引き替かえに、大だい胆たんになったなー」

「ど、どういうことなんだ。記憶喪そう失しつになって、性格が大胆になるなんて、僕の故郷では聞いたこともないぞ」

「わたくしの故郷でも聞いたことありませんわよ。フィオさん、記憶がなくなったフリをしてナギさんに迫せまるおつもりでは……？」

　仲間たちが、なにやら剣けん吞のんな雰ふん囲い気きになりつつあるが、ナギは気づいていない。

「んー、たぶんだけどなー。なあ、ルーたん、フィオるんって、昔からモンスター引き寄せ体質のせいでまともにクエストもできなかったんだよな？」

「ええ、私と初めて会ったときは、三年以上かかってやっと初級クエストをクリアできるようになったってところでしたね」

　ナギとフィオが紅い戦団の創設メンバーだ。

　その後ほどなく、ルティがパーティに加入している。

「ただ、ご主人様は既すでにグランドマスターでしたから。ご主人様がフィオ様をサポートして、フィオ様も急速に成長し始めたって感じでした」

「やっぱりなー。フィオるんって、実はナギナギに引け目があったんじゃないか？」

「引け目……？　どういうことだ、エイリス殿どの？」

　ミフユが首を傾かしげる。男らしさのかけらもない可愛かわいらしい仕草だった。

「ナギナギのおかげで、一人前の冒険者になれたんだ。フィオるんにとっちゃ、ナギナギは恩人で、そりゃ遠えん慮りよもしちゃうってもんだろう」

「……つまり、記憶を失ってナギさんへの遠慮がなくなったから……ああして、変に大胆になってしまっているというのですか？」

　レイアが疑わしい目をエイリスに向けている。

「そうでも考えないと、フィオるんの豹ひよう変へんは説明がつかないぞ」

「豹変というほど変わってるわけでもないと思いますけど、遠慮がなくなるのはいいことですね。ご主人様も私に遠慮なく猛たけりきった欲よく望ぼうをぶつけてくれていいんですが」

「ルティさん、その付け足しはいりますの!?　いえ、そんなことはどうでもいいんですが、フィオさんがそんな状態だと歯止めが利きかなくなるのでは……！」

「む、むむむ、ゆゆしき事態だな……ど、どうしよう？　とりあえずナギ殿を斬きるか？」

「いやー、これは面白くなってきたなー、ルーたん」

「パーティの関係にも変化は必要ですからね、エイリス様」

　なにやら、パーティの仲間たちの話が妙みような方向に転がり出している。

　しかし、ナギの頭は添い寝のことでいっぱいで、やはり気づくことはなかった。







　夜もすっかり更ふけて──

　ナギは、まったく眠ねむれずにいた。

　どんな状じよう況きようでも寝られるときに寝ておく、というのが冒険者の鉄則だ。

　だが、思春期の情動の前にはそんな鉄則も意味を持たなくなる。

「うーむ……」

　ナギは、ちらりと横を見る。

「まさか、本当に添い寝しに来るとは……」

「寝るだけだもの」

　フィオは、けろりとした顔で言う。

　記憶をなくしたフィオは、言ったことは実行する性格らしい。

「ダメってことはないって言ったよ、ナギ君。それにパーティなら野宿したとき、すぐ隣となりで寝たりもするでしょ。それと同じだよ」

「そ、そうなんだけどさ」

　あまりにフィオがあっさりしているものだから、ついナギも部屋に招き入れて、ベッドに入るまでツッコミも入れられなかった。

「本当にわたしがナギ君への遠慮がなくなってるのか、試してみたかったし」

「た、試しで添い寝なんてしなくても……」

「それより、ナギ君は寝ないの？」

「もうちょっと起きてるつもりだけど、その……なんというか」

　ナギは、ふいっとフィオから目を逸そらす。

　寝ね間ま着きなのだろうが、フィオは肌はだが透すけてしまいそうな薄うすいキャミソール一枚だけだ。

　胸の谷間もくっきり見えるし、丈たけは短くて、脚あしの付け根あたりまでしか隠かくせてないので、真っ白な太ももがあらわになっている。

「ナギ君？　わたしの目を見て話して？　目を合わせるのが苦手なら、ちょっと視線を下げたっていいよ？」

「視線を下げるほうがマズイというか、なんでそんなグイグイ来るんだよ！」

　フィオは、じーっとその赤い目を向けてきている。

　視線を下げたら、淡あわいランプの光に照らされた危険な谷間や太ももが、ほのかな色気を醸かもし出していて、夜中に部屋で二人きりという状況が怪あやしい雰囲気を加速させてしまう。

　ナギはわけのわからんことを考えつつ、こみ上げてくる危険な衝しよう動どうを必死で抑おさえ込む。

「なんだかナギ君が引いてるみたいだから……引かれると逆に攻せめたくなるというか」

「……フィオ、本当にちょっと性格変わってないか」

　記憶がなくなっているだけでなく、やはりナギに対してだけは態度がおかしい。

　フィオと接近できるのは嬉うれしいが、ナギにはどうにも違い和わ感かんがある。

「添い寝だけならまだしも、その格好はちょっと……野宿のときはいつもの服だろ」

「でもこれ、寝間着だよ。一いつ緒しよに暮らしてるなら、普通に見てもおかしくないよね？」

　なんだかいちいち、フィオのほうが理り屈くつが通っている。

　確かに、ナギも以前にちらりとフィオの寝間着姿は見たことがある。

　もちろん、今みたいに至近距きよ離りでがっつり見ているわけではないが。

「まあ、無人島で見た全ぜん裸らに比べればおとなしいもんだけど……」

「全裸っ!?」

　突とつ然ぜん、フィオがひっくり返った声を出してベッドの上で身体を起こす。

　フィオは軽く屈かがんだ体勢になっているので、胸の谷間が危険な領域まで見えている！

「ぜ、全裸って……わ、わたし、ナギ君に全裸を見せたことあるのっ!?」

「寝間着のときと全然テンション違ちがうな！」

「だ、だって……ぜぜぜぜぜぜぜ、全裸……！」

「誤解しないでくれ！　俺が覗のぞいたんじゃなくて、フィオが見せてくれたというか！」

「そのほうがまずいよ！　前のわたしは頭おかしかったの!?」

　まったくもってそのとおりで、確かにまずかった。

　二つ目のグランドクエスト〝死デせツるド海リをイ征シくツ船プ〟のボス戦ののち、ナギはフィオと一緒に無人島に流れ着いた。

　そこでフィオはなにを思ったのか、風ふ呂ろをつくり、一糸まとわぬ姿でナギの背中を流すと言い出したのだ。

「わ、わたしってナギ君に裸はだかを見せたことあるんだ……あう、あう、ああああああ……」

「そ、それは事情があってだな……って、フィオ！　魔ま力りよく、魔力が！」

「あ、溢あふれちゃう……と、止められない……！」

　ベッドの上に座ったままのフィオの身体からだから、強きよう烈れつな魔力の波動が放たれている。

「あ、ああん……あっ、ダメぇ……ダメ……んんん……！」
















　しかも悩なやましい声まで漏もれてきた。

　フィオの魔力の暴走はよくあることで──その際、なぜか彼女は異様に色っぽくなる。

「ま、待て、フィオ！　このままじゃまずい！　せめて外で！」

「む、無理……こんなに高まっちゃったら……外は無理……こ、このまま中で……！」

「…………」

　なんだかいかがわしく聞こえるのは俺がおかしいのだろうか。

　そんなことで困っている暇ひまもなく──フィオの魔力の波動は、ナギが踏ふん張らなければ吹ふき飛びそうなほど高まってしまう。

「ご、ごめん……ナギ君、もう、もう……もうダメぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　フィオの全身から放たれた魔力が、凄すさまじい熱と光に変へん換かんされ──

　その熱でフィオのキャミソールが焼け焦こげて、さらに肌があらわになっていく。

　ナギは魔法の暴走よりも、フィオのあられもない姿に目を奪うばわれてしまう。

　いやー、命よりも女の子のエロい姿のほうが気になるとか、俺もだいぶキてるな！

　などとどうでもいいことを思いつつ、ナギの目の前の視界が真っ白に染まっていく。







「……なにをしとるんじゃ、そなたらは？」

　昼下がり、紅い戦団の屋や敷しき、その庭──

　レイアが趣しゆ味みで選んだ華か麗れいな花と、ルティが育てているハーブや野菜が植えられた庭に、白い髪かみに着物姿の幼女が現れた。

　いや、見た目は十歳くらいだが、正確には幼女ではない。

　冒ぼう険けん者ギルドの団長であり、年ねん齢れい不ふ詳しよう。

　現役だった頃ころは最強の冒険者とも言われ、伝説となったほどの人物だ。

「うん、まあ……野営生活は冒険者の基本だろ」

　ナギは、その伝説級の幼女もどきから目を逸らしながら答えた。

　庭には人数分のテントが立てられ、ナギはそれらのそばに置かれた椅い子すに座っている。

「野営は別にかまわんが、自宅でテント立てる者も珍めずらしいのう。しかしまあ……派手にやったものじゃ」

　団長は、屋敷のほうに目を向けた。

　百人が暮らせる巨きよ大だいな家が、半分近く吹き飛んでしまっている。

　言うまでもなく、暴走したフィオの爆ばく発はつ魔法が原因だ。

「まったく……今度ばかりはさすがに死ぬかと思いましたわ」

　ナギのそばに置かれたデッキチェアに優ゆう雅がに寝ね転ころんでいるのはレイアだ。

「夜中にいきなり大爆発ですからね。お屋敷の周囲には魔法を防ぐ結界がありますけど、今後は内部からの攻こう撃げきにも備えが必要ですね」

　ルティはくすくすと笑いながら、庭につくったカマドでお茶の用意をしている。

　フィオの魔法で屋敷が半はん壊かいしてしまったため、紅い戦団はこうして屋敷の庭で野営生活をしているのだ。

　無事な部屋もあるが、屋敷自体がかなり傷いたんでしまっている。

　とりあえず大工に見てもらったが、最低限の補修が終わるまでは屋敷に入らないほうが無難らしい。

「というか、そなたらよく無事じゃったの。さすがは紅い戦団というところか」

「はっはっは、普ふ通つうは死ぬけどな。全員揃そろって、爆発に巻き込まれる直前にフィオるんの魔力に気づいたんだよ」

「まあ、そなたらはフィオ殿の暴走にも慣れておるしな。無む駄だに機き敏びんじゃの」

　見た目が幼女のエイリスと団長が和なごやかに話している。

　ナギは、エイリスと団長が話しているのを見るのは初めてだった。

　そういえば、エイリスを紹しよう介かいしてくれたのは団長だったが、元から面識があるらしい。

　女め神がみの分御霊と面識がある──というのも凄すごい話だ。

「団長ってエイリスと同じくらい謎なぞだよな……」

「ん？　ナギ殿よ、年上のお姉さんには謎はつきものじゃよ？　謎めいたお姉さんに憧あこがれるのは仕方ないが、そんな犯おかすような視線を向けてくるな。さすがに照れる」

「ナ、ナナナナナ、ナギ君って……そ、そういう趣味なの？」

「ちっ、違う！　年上なんてレベルじゃないだろ！　つーかフィオ、聞いてたのか！」

　フィオが自分のテントから顔を出して、がくがくと震ふるえていた。

　彼女は屋敷を吹き飛ばした反省と称しようして、テントに引きこもっていたはずなのだが。

「まさか、ナギ君が老ろう婆ば趣しゆ味みだなんて……」

「おい、そこ。記き憶おくがないからと好き放題に言うな。誰だれが老婆じゃ、誰が」

　団長がじろりとフィオを睨にらんでいる。

　以前から、フィオはどうも団長に対してはトゲがある感じだった。

　記憶をなくした今でも、なにか思うところがあるのか、団長への態度は同じらしい。

「……ん？　団長もフィオの記憶がないこと知ってたのか？」

「わらわは冒険者ギルドの団長じゃ。最強パーティの動向くらいは把は握あくしておる。そなたらがまた面おも白しろいことになっとると聞いて、様子を見にきたんじゃ」

　そう言うと、団長はフィオの顔を覗き込んだ。

「ふむ、まだ記憶は戻もどっておらんのだな。ただ、この惨さん状じようを見る限り、フィオ殿どのの魔法は以前と変わらんのか」

「……そうらしい」

　屋敷を吹っ飛ばした魔法は意識して放ったものではないとはいえ、魔法の心得がない者にはこれだけの威い力りよくは出せない。

　一応、屋敷が半壊したあとでフィオにはあらためて試ためしてもらったが、魔法は忘れていないようだった。

　詠えい唱しようもよどみなく、魔力の制せい御ぎよも以前となにも変わらなかった。

「ある意味、戦せん闘とうに関しては今が一番いいくらいかもな」

　ナギは、思わず苦く笑しようしてしまう。

　フィオの以前の呪のろい、モンスター引き寄せと魔法反射はどちらも戦闘に支障が出るたぐいだった。

　しかし、記憶がなくとも魔法が普通に使えるなら、戦闘での問題はぐっと少ない。

「……でもわたしがこんな、文字どおりの爆発物だったなんて。実は誰か、死んだ仲間とかいないの……？」

「いない、いない。見ろ、昨夜あれだけの大爆発が起きたのにみんなピンピンしてるじゃないか。リッテだって結界張って逃のがれた──というか、屋根もなくなった部屋に籠こもって本を漁あさってるくらい元気だぞ」

「そっか。よかった……死んだ仲間はいないんだ」

　フィオは微び笑しようして、トコトコと歩き、ナギのそばにすとんと座った。

　近い、近い！　あと、いい匂においする！　なんで自然にこんな接近するんだ!?

　ナギはたちまちドキドキが止まらなくなってしまう。

「……フィオ殿は記憶がないだけでなく、妙みようなところが変わったようじゃの」

「ここが落ち着くの。よくわからないけど、ナギ君の隣となりにいると安心できちゃうんだよ」

「ほう……フィオ殿もえらく素す直なおになったものじゃな」

　団長は、なにやらニヤニヤしている。

　ふと、ナギは急に背中がぞくりとした。これは殺気──？




「……みなさん、グランドクエストに挑ちよう戦せんしますわよ！」




「は？　なんだレイア、いきなり？」

　殺気の主は、盗とう賊ぞくだったらしい。その殺気はなぜかナギに向けられている。

「お黙だまりなさい、ナギさん」

　いつも以上に偉えらそうに胸を張っているレイアが、ナギをぎらりと輝かがやく目で睨み、豪ごう華かな金きん髪ぱつをさっと優雅に後ろに払はらった。

「全力を挙げて、三つ目のグランドクエストの情報を見つけ出しましょう。確か、数日は眠ねむらなくてもいいポーションがありましたわよね。あれをリッテさんに飲ませて不ふ眠みん不ふ休きゆうで頑がん張ばっていただきましょう。副作用で数日は１から10まで数えることもできないアホの子になるそうですが、まあかまいませんわ」

　誇ほこり高すぎる女盗賊の目が完全に据すわっている。

「……そうだな。僕も賛成だ」

　実はさっきからそこにいて、無言で素す振ぶりをしていたミフユがつぶやくように言った。

「二度続けて、グランドクエストのボスへの〝最後の一撃ラスト・アタツク〟はナギ殿にかっさらわれた。攻撃特化のサムライとして恥はずべきところ。ナギ殿のお役に立てないのも悔し──いや、そんなことはどうでもいいが、恥の上塗りはできない」

「ま、待て、ミフユ！　腹を切るのは──」

「切るとしても、グランドクエストをクリアしてフィオ殿の呪いを解いてからだ」

　隙すきあらば腹を切ろうとするミフユらしくもない発言だった。

　ミフユも、目がぎらりと怪あやしい光を放っている。

「ふーん……うんうん、そうですね。グランドクエスト、挑戦したいです、ご主人様」

　ルティまで、ナギとその隣に寄り添そうフィオをちらっと見てからそんなことを言い出した。

「どうしたんだ？　おまえら、グランドクエストはあまりやる気なかったじゃないか」

〝生きた古城オートキヤツスル〟〝死デせツるド海リをイ征シくツ船プ〟、二つのグランドクエストへの挑戦前、レイアやミフユは積極的に賛成していなかった。

　ルティは〝ご主人様に従う〟という普ふ段だんのスタンスどおりだったが、もしかすると彼女も望んでいるわけではなかったのかも。

「わたくしたちは最強の紅い戦団。最高難易度のグランドクエストをクリアできるのは、わたくしたちを措いて他ほかにいませんわ。三つ目──いいえ、すべてのグランドクエストをクリアして、伝説になるのですわ！」

「でーんせつ、でーんせつっ、でーんせつっ！　でぇーんせつっ!!」

　レイアの宣言に、ルティとミフユが唱和する。このノリはなんなのか。

「……おまえら、俺が伝説を目指すって言ったら呆あきれてなかったか？」

「やかましいですわよ。ナギさんが言うのとわたくしが言うのでは、重みが違ちがいますわ。わたくしが言えば、そうなるのです！」

「おまえは王様か!?」

　レイアはそれに近い身分だという疑いが多分にあるのだが。

「とにかく、このままナギさんとフィオさんにイチャイチャイチャイチャされては、わたくしたちの心が病やんでしまう──いえ、そんなことはいいんです！　目の前に最高のクエストがある！　それに挑いどまずしてどうするのです！」

「似たようなこと、俺が言ったよな！　というか、なんなんだその唐とう突とつな心変わりは！」

「嫌いやだとおっしゃるなら力ずくでもですわ。ミフユさん、お願いできますかしら？」

「ちょうどいい、一度ナギ殿とは斬きり合ってみたかった。なに、ケガをしてもエイリス殿がいる。多少血を見ても問題はないだろう」

「……って、なんで仲間同士で戦う展開になってるんだよ！　意味わからん！」

「問答無用！　まことの武士は、理由があれば仲間だろうと真っ二つ！」

「適当にでっちあげてるだろ、ミフユ！」

　ナギのツッコミを無視して、ミフユは素早く踏ふみ込んで抜ぬき打ちを放ってきた。

　ナギはとっさに鞘さやごとの剣けんで受け止め、甲かん高だかい音と激しい火花が散った。

　防ぼう御ぎよしなかったら胴どうが真っ二つ──ヤバすぎるほどガチの一撃だった。

「さすがだ、ナギ殿。遠えん慮りよはいらないようだな。ならば、シントウ飛ひ剣けん流りゆう──」

「それはやめろ！　本気で死ぬ！」

　ナギは、闘気を練り上げて奥おう義ぎを繰くり出そうとしていたミフユの剣を弾はじく。

「ちっ、ならば──」

　と、ミフユは次々と斬ざん撃げきを放ってきて、ナギは防戦一方に追い込まれてしまう。

「うーむ、ちょっと妙じゃの？」

「妙なんてレベルじゃないよ……ナギ君、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「いや、そういうことではなくての。あのサムライを相手に剣で戦える冒ぼう険けん者などまずおらんじゃろう。グランドマスター殿はさすが……なのじゃが、あんなものなのか？」

「あんなものって。わたしから見ても、ナギ君は凄いけど」

「凄いは凄いが、グランドマスターは伝説の職業。グランドクエストと並んで、冒険者にとっては実在すら疑うほどの雲の上の存在じゃ。わらわですら、あの少年以外にグランドマスターにたどり着いた者は見たことがない。じゃが、うーん……」

　なにやら、フィオと団長がよくわからない話をしている。

　ナギはミフユにケガさせないようにスキルの使用は控ひかえているが、攻こう撃げき力や俊しゆん敏びん性などを強化する常時発動タイプのスキルはもちろん今も発動中だ。

　だからこそ、地上最強の剣士をなんとか相手にできているのだ。

　団長ほどの猛も者さなら、それくらいのことはわかりきっているはずなのに。

「ああっ、これ以上はヤバい……！　おまえ、だんだん本気になってるだろ！」

　さすがにミフユも殺やる気ではなかっただろうが、少しずつ手加減がなくなっている。

　せっかくフィオといい感じになっているのに、仲間にやられて命を散らしたくない。

「うおおおっ！」

　ナギはとっさに剣を捨て、頭をかち割る勢いで振ふり下ろされたミフユの刀を両手のひらで挟はさんで受け止める。

　サムライのスキル〝白シラ刃ハ取ドり〟だ。

「み、見事……！　剣聖の域に達さなければ使えないという白刃取りをよくぞ！　あああ、ナギ殿はやはり凄すごい……もっと斬り合いたくなってきた……！」

「えぇー」

　ナギは、げんなりしてしまう。

　どうも、妙みよう技ぎを披ひ露ろうしたのはこのサムライ少年には逆効果だったらしい。

　さて、これ以上アホな戦いを続けないためには──

「待て！　これ以上俺を攻撃すると──フィオが暴走するぞ！」

「…………っ！」

　ミフユの動きがぴたりと止まる。

　やはり、思ったとおり！　暴走したフィオの魔ま法ほうを何度もくらってきた仲間だからこそ、この言葉が一番効果がある！　フィオが俺に懐いている今は、特にヤバそうだしな！

　ナギは、にやりと笑ってみせた。

「……なんだろう、気のせいかな。わたしが凄くバカにされてるような」

「とんでもありません」

　なぜか、ナギは敬語で答えてしまう。もちろん笑え顔がおは消している。

「って、ナギ君！　血、血が！　血が出てる！」

「へ？　ああ、本当だ」

　ナギはまだ白刃取りをしたままで、ミフユの刀を挟んだ手から血が一筋垂れてきている。

「うわああっ、すまないナギ殿どの！　た、たぶんさっきのナギ殿の言葉で動どう揺ようして変に力が入ったせいだ！」

「つーか、おまえ普ふ通つうに俺を斬ろうとしてたけどな」

　ナギは刀から手を離はなし、傷を確かめる。傷口自体は小さいが、割と深い。

「刀の斬れ味がよすぎたせい。触さわっただけでも斬れるレベルの剣は、なかなかない……」

「んん？」

　いつの間にか、ナギがケガした左手を誰だれかが手に取っていた。

　しげしげと、血が溢あふれてくる傷口を眺ながめている。

「ふふふ、リーダーの傷……久しぶり。やっぱり、血の鮮あざやかな赤といい、脂あぶらの向こうの肉の色合いといい、リーダーは千人に一人の絶ぜつ妙みようさ……」

　ナギは、ぎょっとして──自分の左手を握にぎっている人物を見つめる。

　その人物を、ナギはよく──本当によく知っていた。

「エ、エリーゼ！　エリーゼ・エベックか!?」

「うるさい、リーダー。もっと傷口をよく見せて……ふふふふ……」

　そう、うっとりした目で血が流れ出る傷口を眺めている少女はエリーゼ・エベック。

　数ヶ月前に紅い戦団を抜けた、かつての仲間であり、凄すご腕うでの神官だった少女だ。

　なぜ、彼女がこんなところに──




























　　　２　元もと鞘さや未満の聖職者




「エリーゼ・エベック。十八歳、神官。よろ……」

「ミフユ・シントウだ。お見知りおき願う」

　冒険者ギルド中央本部の酒場──

　久しぶりに訪ねてきた仲間と屋外で話し込むのもどうだろう、ということで紅い戦団レツド・バトリオンは場所を移動した。

　団長が気を利きかせて、酒場を貸し切りにしてくれた。

　その団長は、久々の再会は水いらずがいいだろうと自分の執しつ務む室に戻もどっている。

　紅い戦団と、パーティを離り脱だつした仲間と再会のまっただ中。

　実は初対面のミフユとエリーゼが握あく手しゆを交かわしている。

　エリーゼが紅い戦団から離脱したあと、戦力を補うためにパーティに加入したのがミフユなのだ。

　回復が専門の神官の代わりに攻撃力重視のサムライを入れるという発想は、かなりどうかしているが、紅い戦団は最初からどうかしているので、少し問題が増える程度だった。

　ナギは、エリーゼの姿をじっと眺める。

　赤毛で、肩かたにかかる程度の髪かみ。

　ぼーっとした印象を受けるが、よく見ると整った顔。

　服装は以前と少し違っている。紅い戦団にいた頃ころは、今のエイリスと似たような法衣を着ていた。神官は、だいたい同じような服を着るので当然だ。

　だが、今のエリーゼの赤を基調とした法衣は妙に派手な上に、肩や大きな胸の谷間、腹部まであらわだ。スカート丈たけは長いが、スリットが入っていて脚あしも見えている。

　冒険者の女性は動きやすさも考えて、肌はだ色いろの多い服装の者も多い。

　しかし、冒険から離れたあとで肌色が増えるのはなぜだろうか？

「…………リーダー、どうかした？　その傷、まだ痛む……？」

「い、いや。もう全然。ありがとうな」

　さっきのてのひらの傷は、エリーゼがじーっと傷口を観察したのちに回復魔法で治ち療りようしてもらった。

　エリーゼに回復してもらうのは久しぶりだったが、相変わらずの凄腕で、瞬まばたきする間に傷が跡あと形かたもなく消えていた。

「できれば、すぐに治してほしかったけどな……」

「それは無理な相談というもの……ボクに多くを期待してはならない……」

「……そうだったな」

　エリーゼは、相当な変わり者だ。女性で〝ボク〟という一いち人にん称しようも珍めずらしい。

　なにより、〝えぐられた傷口を見るのが好き〟という理由で神官になったというとんでもない少女だ。

　治ち癒ゆを専門とする神官は、もっとも他人の傷を見る機会が多いとはいえ、どれだけ心に闇やみを抱かかえているのか。

「俺の傷はいいんだけど。大丈夫なのか、その服？」

「ほぇ？　リーダー、これが気になるの……？」

　エリーゼはわざわざ立ち上がって、くるりと一回転する。長いスカートがひらりとひるがえり、ただでさえあらわになっていた脚がさらに露ろ出しゆつしてしまう。

「いい、いい！　見せなくていい！　いいから座ってろ！」

「はーい、リーダー……」

　服を見せびらかしたかったのか、エリーゼは残念そうだ。

「ご主人様、エリーゼ様は神しん殿でんでは看板娘むすめ扱あつかいらしいです。あの可愛かわいい衣い装しようも人気をより集めるためのものだとか」

「あんな露ろ出しゆつ度ど高い衣装で人気が集まる神殿っていったい……」

　ルティが耳打ちしてきた話に、ナギは呆あきれてしまう。

「えーと、あの、ナギ君？」

　当然のようにナギの隣となりに座っていたフィオが、小声でささやいてくる。

「このエリーゼって人は……紅い戦団の仲間だった人、なんだよね？」

「ああ、もう何ヶ月前になるのかな。神殿付きの神官になるんで、パーティを卒業したんだよ。正直、重要な戦力だったけど、エリーゼの場合は両親も神官で、いつかは神殿に入らなきゃいけない約束になってたんだ」

「ああ、そうなんだね。冒険は……いつか終わるものだものね」

「…………っ」

　ナギは、ドキッとしてしまう。

　フィオと二人で流れ着いた無人島でも、フィオは似たようなことを言っていた。

　冒険は、いつか必ず終わると。

　いや、フィオの記き憶おくが戻ったわけでも、深い意味があるわけでもないだろう。

　今は──突とつ然ぜん現れた、かつての仲間との再会を喜ばなければ。

「本当は、ボクは神殿なんか入りたくなかった……リーダーたちとの冒険をもっと続けたかった……」

「そ、そうなのか。抜ぬけた当時はそんなこと言ってなかったけど……」

「リーダーもみんなも、いっぱいケガしてくれるから。あれだけ惨むごたらしい傷口を見せてくれるパーティもそうないのに……」

「いきなり本音爆ばく発はつだな、エリーゼ！」

　とはいえ、エリーゼは紅い戦団を抜けるときは愚ぐ痴ちの一つも言わなかった。

　心に闇を抱えた少女でも、仲間に気を遣つかったりはするらしい。

「今さらだけど、今さらだから言えるっていうか……新しいメンバーが二人も入って、リーダーもお嬢じようもメイドちゃんも、それにせんせーも新しい仲間と冒ぼう険けんしてるんだしね……そっちの子が、ボクの後あと釜がまの神官？」

「うーい、エイリス・ウォードだ！　可愛いだけじゃないんだぜ！」

　エイリスが座ったまま変なポーズを決めて、挨あい拶さつする。

「…………じーっ」

「ん？　あたしが可愛いからって、そんなにじっと見つめなくても。それとも、エリりんはそういう趣しゆ味みの子かな？」

「エリりん……」

　エリーゼは、くいっと首を傾かしげた。そんな呼ばれ方をしたのは初めてなのだろう。

　もっとも、人への呼こ称しようが独特なのはエリーゼも同じ。

　ナギはリーダー、レイアはお嬢、ルティはメイドちゃん、フィオはせんせーと呼ばれている。

　フィオはパーティの参さん謀ぼうで、一番賢かしこそうだからそんな呼び方をしているとか。

「まあ、いい……えーと、めが──じゃない、分ワケ御ミ──じゃない、ちびっ子ちゃんでいいよね……？」

「う、おおお？」

　エイリスが珍しく気け圧おされているようだ。

　ナギもちょっと驚おどろいている。今、女め神がみとか分ワケ御ミ霊タマとか言いかけたような。

　もしかして、エリーゼはエイリスの正体に気づいている？

　そういえば、グランドクエストのボスたちもエイリスの正体を察していたようだった。

　見る者が見れば、エイリスからなにかを感じ取れるのかもしれない。神聖なオーラとか。

　残念ながら、ナギにはエイリスから神聖なものは微み塵じんも感じられないけれど。

「ち、ちびっ子ちゃんでいいぞ。そ、そうだ、ミフィのことは腹切り君で！」

「なんで急に僕に振ふるんだ！　腹切りは武士の誉ほまれ、あだ名などに使うのは──」

「再び、じーっ」

　エリーゼは、今度はミフユに視線を注いでいる。

「なるほど……じゃあ、腹切りちゃんで」

「腹切り君！　腹切り君でいい！」

　武士の誉れはどこへ？

　ミフユは、なにやらずいぶん慌あわてている。エリーゼがまたなにか見抜いたようだ。

「そ、そんなことよりエリーゼ殿！　我々に用があったのでは!?」

「あ、そうだった……」

　エリーゼは、ぽんと手を打ち合わせる。

「でもまさか、久しぶりに仲間に会ってみれば、まさかリーダーと新入りの子が血で血を洗う殺し合いをしてるなんて……」

「いや、俺たちは殺し合ってたわけじゃないぞ」

「まあ、ボクから見れば、紅い戦団がまだ全ぜん滅めつしていないなんて……まさに戦せん慄りつ」

「戦慄!?」

　ナギは、もう何度目かわからないが、ぎょっとしてしまう。

「実はうちの神殿でみんなの葬そう儀ぎを上げるべく、厳おごそかに準備を進めていたのに……」

「そりゃどうも！」

　このエリーゼも紅い戦団のクセモノたちに負けないおかしな少女だったが、神殿に入っても変わりないようだ。

「というか、また話が逸それてるぞ。まさか、俺たちの葬儀の話で来たんじゃないだろ？」

「うい、そうだった。実はボク、パーティを抜けたあともメイドちゃんとは手紙のやり取りをしてて……」

「ああ、連れん絡らくを取り合ってたんだな。さすが腹黒シスターズ……」

「はらぐろ……？」

「いいや、なんでもない」

　ナギは慌てて首を振った。

　ルティは言うまでもないが、エリーゼも普ふ段だんからろくでもないことを考えているように見える。

　なので、ナギは密ひそかにこのメイドと神官のコンビを〝腹黒シスターズ〟と呼んでいた。

「まあ、エリーゼとルティは前から仲良かったもんなあ」

「そう、ボクたち仲良し。いぇーい……」

「いぇー」

　エリーゼとルティは、両手を合わせてにっこり笑ってる。

　微笑ほほえましいが、二人の恐おそろしさを知っているナギにはちょっぴり怖こわくもあったりする。

　二人で手を組んでなにかやらかしそう、みたいな。

「だから、パーティの事情はわかってる。昨日、メイドちゃんから急ぎの手紙を受け取って、せんせーの記憶喪そう失しつの件も聞いたの……」

「…………っ！　エリーゼさん、もしかして治し方に心当たりがありますの!?」

　レイアが、がたっと椅い子すから立ち上がっていた。

　他ほかの仲間たちも、エリーゼを真しん剣けんに見つめている。

「そうか、エリーゼ殿どのは〝大神殿〟にお勤めだと聞いた」

　ミフユが、はっとして言った。

　エリーゼの入った神殿は首都ベラルから徒歩で三日ほどの街にある。

　長い歴史を持ち、常に巡じゆん礼れいの信者が絶えず、世間では〝大神殿〟と通つう称しようされている。

「この中央大陸で最古にして最大の神殿なら、僕たちでも知らないような情報が……？」

「え？　ああ、大神殿はあまり関係ない……ボク、真ま面じ目めに仕事してないし……」

「仕事しろよ、神官なんだから」

　ナギは、エリーゼの性格をよく知っているが、あまり変わりないようだ。

　パーティにいた頃ころも、ぼーっとしていて、いるのかいないのかわからなかった。

　回復役の仕事は傷口を観察するクセさえ除けば、きちんとこなしていたが。

「ただ……アブソルート・スキルのことでちょっと……」

「アブソルート・スキル？」

　ナギは、首を傾げる。

　アブソルート・スキルとは各職業を極きわめ尽つくした者だけが使える、最強のスキルだ。

　紅い戦団ではレイアが〝秘法の略奪者スキル・スナツチヤー〟というアブソルート・スキルを習得している。

　敵のスキルを盗ぬすみ取って発動を阻そ止しし、その上でしばらくそのスキルを使えなくしてしまうという、反則級のスキルだ。

　紅い戦団では、フィオとルティもアブソルート・スキルを使えるし、ナギはまだ実際に見たことはないが、ミフユも身につけている。エイリスはまだ謎。

　ナギ自身はといえば──そもそもグランドマスターにアブソルート・スキルが使えるのかすら知らない。

「そういや、さっき団長がなんか言ってたな……」

「おー、ナギナギがグランドマスターの力を使いこなしてないんじゃないか説だな！」

　エイリスも団長の話を聞いていたらしい。

　ナギとミフユのしょうもないケンカを見物していた団長は、ナギの戦せん闘とう力に疑問を持ったそうだ。

　グランドマスターとは、もっと〝圧あつ倒とう的な存在〟であるはずだと。

　そう言われても、ナギは自分が既すでに充じゆう分ぶんすぎるくらいに強いと思っているのだが。

「グランドマスターには、とある別名もあったらしいの。グランドマスターが持つ力が元ネタだとか。それがアブソルート・スキルなのかもしれぬ。えー、確か──」

　団長はそうも言っていた。

　なんと呼ばれていたのかは、すっかり忘れたらしい。

　こういう忘れっぽさを見ると、団長が年寄りというのも頷うなずける。

「ほわ、グランドマスターのアブソルート・スキル。それは興味深い……暴走して味方にダメージを与あたえるようなものならとても素す敵てき……」

「いや、俺は別にどうでも……って、また話が逸れてる！　つーか、俺が逸らしたのか。ああ、悪い、エリーゼ。話を続けてくれ」

「要するに、ボクのアブソルート・スキルでせんせーの記憶を戻もどす手助けができるかもしれないってこと……できなくても怒おこらないで？」

「いや、感動するとこだろ。ルティの手紙を受け取って、すぐに来てくれたんだよな」

　とにかく──ルティが言っていた〝アテ〟はエリーゼのことだったらしい。

「それで、エリーゼのアブソルート・スキルって？」

「大だい神しん殿でんでの修しゆ行ぎようで身につけた……というか、もの凄すごい厳しい修行をやらされて、なんか身についたというか。冒険は楽しかったのに修行は楽しくなくて……ああ、それも今はいいか。まあ、簡単に言うと……ボクの身体からだに〝女神を降臨させる〟スキルなの……」

「女神を……!?」

　ナギだけでなく、全員が驚きの声を上げる。

　おまけに、女神の分身であるはずのエイリスまでその大きな目をさらに見開いている。

　女神を降臨させる──そんな力は聞いたことがない。

　神殿の神官は、女神の祝福を冒険者に与えてくれるが──別に女神そのものが彼らの身体に宿っているわけではない。

「任意の女神を降臨させられる──つまり、グランドクエストのことを知っている女神も降臨させられる……かな」

「かな、って。それは凄いけど、グランドクエストに詳くわしい女神が誰だれかなんて──」

　と言いながら、ナギはちらりとエイリスを見る。

　しかし、エイリスはぶんぶんと首を横に振った。

　彼女ならば心当たりがあるかもしれないと思ったが、ダメらしい。

「それは、大だい丈じよう夫ぶ。女神の中の女神、〝聖ユ女ー神ノ〟ならきっと……」

　エリーゼの言葉に、ナギは──紅い戦団の仲間たちは顔を見合わせた。

　女神の中の女神──〝聖女神〟。

　初めて聞くはずのその名に、ナギはなぜか心がざわつき──それは、仲間たちも同じらしかった。







　エリーゼは、大神殿には黙だまって抜ぬけ出してきたらしい。

　話を終えると、いかにも渋しぶ々しぶといった様子で帰っていった。

　神殿に仕える神官たちは厳しく管理された生活を送っていて、基本的には外出にも許可が必要なのだ。

　エリーゼを見送ってから、紅い戦団の面々もアジトの屋や敷しきへと戻ってきた。

　正確には庭のテントに、だが。

　日が暮れて、ルティがつくった夕食を美お味いしく食べてから──

　たき火を囲んでパーティ全員が集まり、まずはレイアが口火を切った。

「エリーゼさんの提案──お断りする理由はありませんわね！」

「ええ、メイドである私はお嬢じよう様さまに従うだけですよ」

「おい、俺がご主人様って設定はどこ行った？」

　ナギがじろりと睨にらんでも、ルティは知らん顔だ。

　さすが腹黒メイドの異名は伊だ達てじゃない。

「……で、フィオはどう思ってるんだ？」

「んー」

　当然のようにナギの隣となりに座っているフィオが、小さく唸うなった。

「エリーゼちゃんがわたしを助けようとしてくれるのはありがたいと思う。それに……レイアちゃんたちは乗り気なんだよね？」

「当たり前ですわ！　聖女神とやらの知ち恵えを借りられるなら、どんなことをしてでも降臨していただくべきですわね！　できるなら天上の世界から拉ら致ちしたいくらいですわ！」

「エリーゼ殿の話だと、いくつか手順が必要らしいが……もちろん、どこにだって行くし、敵を倒たおさなければならないなら、僕が切り刻む。そう、カケラとなるまで！」

「みなさん、盛り上がってますねー。私はエリーゼ様の友人として、あの方のせっかくの申し出を無む碍げにはできませんよ」

「はっはっは、ルーたんはいろいろ立場を変えてくるなあ。ちなみに、あたしも賛成だぞ。女神を降臨させるアブソルート・スキルなんて一度見てみた──」

「ちょっと来い、エイリス」

　ナギは立ち上がり、エイリスの手を引っ張って、仲間たちから距きよ離りを取る。

　レイアには〝盗聴イーブス・ドロツプ〟というスキルがあるので、大げさなくらい離はなれておく。

「エイリス……真面目なところ、どうなんだ？」

「真面目な話かー。苦手だけど、言わなきゃダメか。まあ、エリりんの提案は悪くない手じゃないかなー」

「そもそも、聖女神って奴やつは実在するのか？」

「するする、めっちゃする。地上でも知ってる人は知ってるはずさー。大神殿の神官とか、長生きしてる魔ま法ほう使つかいとかならまず一度は耳にしたことあるんじゃないかなー」

「……エイリスは会ったことあるのか？」

「うーん、あるようなないような、そこはかとないような、さりげないような……」

「意味がわからん！」

「あたしには、よーわからん。前にもちょろっと言ったけど、あたしは剣けんの女め神がみであるけど、本体は天上の世界にいたりするしな。本体のほうならたぶん知ってるだろうけど、あいつ秘密主義なんだよ！　嫌いやな女神だぜ！」

「いや、おまえも剣の女神ではあるんだろ」

　こういうのも自じ虐ぎやくというのだろうか。

　というか、秘密主義ならエイリスも負けていないと思うのだが。

「まー、でもぶっちゃけ、あたしには三つ目のグランドクエストの見つけ方なんてわからんしなあ。二つ目もわからんかったけど。でも、聖女神なら知ってる可能性は高い。つーか、奴が知らんかったら絶望だなー」

「さらっととんでもないこと言ってくれるな……レイアたちはダメ元で試ためすつもりみたいなのに、実は最後の手なのかよ」

「絶望というのは、意外と近いところにあるものなのだよ……」

「仮にも女神だろ、仮にも。不ふ吉きつなことを言うな」

　その女神様に無礼な口を利きいてしまっているが、ナギは特に気にしない。

「ソフィアたん──知識の女神以上の知識を持ってる女神は、たぶん聖女神だけだぞ。もし、本当にエリりんが聖女神を降臨させられるなら、試す価値はあるだろー」

「うーん、それでフィオの記き憶おくが取り戻せるなら……ああっ、でももうしばらくこのままでもいたい！　せっかく、めっちゃ懐なついてくれてるのに！」

「さすが思春期、己おのれの欲よく望ぼうに忠実だなー。うんうん、神は素直な子は好きだぞ」

「ちょっと、ナギさんたち！　いつまで二人でこそこそ話してるんですの!?　大事な話し合いの最中ですわよ！」

「あ、ああ。悪い、レイア」

　ナギは仕方なく、エイリスとともに仲間たちのところへ戻る。

　エイリスの話を信じるなら、フィオの記憶を取り戻す手段として、エリーゼの提案を受け入れるのは悪くなさそうだ。

　それでも、まずは手がかりを摑つかめるかどうかというところだが……。

「わたくしたちはエリーゼさんの申し出を受けたほうがいいと思っていますが、あくまで紅い戦団のリーダーはナギさんですわ。決めるのは、あなたです」

「さっすが、ナギナギの命令なら犬にでもなるレイっちは言うことが違ちがうな！」

「誰が犬ですの!?　な、なんでもは聞きませんわ！　ま、まあナギさんがどうしてもと言うならたいていのことは聞きますが──って、なにを言わせますの!?」

「いや、レイっちがぺらぺら喋しやべったんだけど……でも、ワンコの言うとおりだぞ、ナギナギ」

「わ、わかってるよ」

　少なくとも、紅い戦団ではリーダーは独裁者ではない。

　しかし、重要なことはナギが決定を下さなければならない。

「あ、ちなみにだけど」

　エイリスが、ナギの肩かたを摑んで屈かがませ、耳打ちしてくる。

「実はあたし、ナギナギの再契けい約やくの解除方法も知らんのだよなー」

「なっ!?」

　ナギは、剣の女神との再契約により〝恋れん愛あい禁止〟となっている。

　フィオに告白しようとすると、自動的に邪じや魔まが入ってしまうのだ。

　具体的には、パーティの仲間たちが瞬しゆん間かん移動してきて、彼女たちを抱だきしめてしまう。

　グランドクエストのボスが瞬間移動してきたことすらある。

　他ほかの女の子を抱きながら、あるいはボスと戦いながらフィオに告白などできない。

　いや、二つ目のグランドクエストのボス戦では、レイアたちを抱いたまま告白するという、神をも恐おそれぬ蛮ばん行こうに及およんでしまったが。

「そのあたりも、聖女神ならなにか知ってるかもなー」

「ぐう……」

　正直なところ、ナギはグランドクエストを急いでクリアしたいとは思わない。

　ただ、再契約の解除方法は是非とも知っておきたいところだ。

　再契約のルールに抵てい触しよくして、あんな状態でまた告白するなんて離れ業わざはもうやりたくない。

　そもそも、告白相手にも失礼だろう。

　あと、失敗の確率を無む駄だに上げたくない（本音）。

「俺は……っと、ちょっと待った。肝かん心じんなフィオの意見を最後まで聞いてなかったな」

「うん、そうだね……」

　フィオは、その細いあごに手を当てて考え込み始めた。

　それだけの仕草が可愛かわいくて、ナギは見とれそうになる。

「うーん、うーん、うう────ん……」

「いや、今すぐ結論を出せとは……って、おおいっ！」

「え？　なに、ナギ君？」

　きょとんとするフィオの向こうで、たき火が異様に巨きよ大だい化かしていた。

　ゴオオオオオッと轟ごう音おんを上げ、火柱がナギの身長よりも高くなっている。

「ま、待て、フィオ！　なにを興奮してるのか知らんが落ち着け！　庭まで吹ふっ飛んだら住むところがなくなる！」

「え、あれ、これってわたし……？」

　どう見てもフィオの仕し業わざだった。

　フィオの身体からだから魔力が発散され、それがたき火に注がれているようだ。

　今回は、いつもとは違う形で魔法が暴走している！

「フィ、フィオ！　言いたいことを！　言いたいことをためこまずに言ってしまえば、きっと落ち着く！」

「そ、そうかな……えーと、えーと……わ、わたし……記憶を取り戻もどしたい！」

　フィオは、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめて、きっぱりと言った。

「や、やっぱり今のままじゃ……ダメだと思うし！　みんなはわたしを受け入れてくれてるけど、わたしのほうはみんなを知らないままなんて！　や、やっぱりみんなとの時間をなくしちゃってるのも……嫌！」

「……そうか」

　ナギは、魔法を警けい戒かいしつつ頷うなずく。

　フィオは記憶を取り戻すために、仲間たちに苦労をかけるのが嫌だったのだろう。

　だからこそ、本音を口にできなかった──

「そ、それに……わたし、たぶん……ナ、ナナナナナナナ……」

「な？　なんだ？」

「う、ううん、それは……いい。別に、その……個人的なことだから！」

　フィオは、身体を丸めるようにして顔を伏ふせてしまう。

　急速に魔力がしぼんでいって、たき火も元の大きさに戻りつつある。

　まだ言いたいことがあるらしいが──とりあえずフィオは落ち着いてきたようだ。

「では、決まりですわね。誰だれよりもフィオさんがそうお望みでしたら」

「だなー。誰かの願いはみんなの願い！　それが紅い戦団のモットーだぜ！」

「そんなモットーありましたっけ？　ですが、私はもちろんフィオ様を見守ってきたメイドとして賛成しますよ」

「女おな子ごを助けられずして、なにが武士もののふか！　ここで断るようでは、僕には腹を切る資格すらない！」

　仲間たちは、すっかりやる気になっているようだ。

　いや、この四人は最初からグランドクエストに挑ちよう戦せんする気満々だったところに、フィオの本音がダメ押しになったらしい。

「……しょうがない」

　ナギは立ち上がり、仲間たちの顔を見回して──最後にフィオをじっと見つめる。

「紅い戦団は、三つ目のグランドクエストを目指して冒ぼう険けんに出る！　またろくでもないダンジョンとボスが待ってるだろうが、全部ぶっ飛ばすぞ！」

「お────────っ!!」

　パーティ全員が立ち上がり、一いつ斉せいに拳を天に突つき出して唱和する。

　フィオだけは、少し恥はずかしそうに。

　やはり、どこかでまだ仲間と馴な染じみきれてないところもあるようだ。

　紅い戦団はノリと勢いで動くパーティ。

　そこに一人だけ馴染めない子がいては、リーダーとしても困る。

　新人のエイリスですら馴染みまくっているのだから。

　一度決めたら、もうナギにもためらいはない。

　三つ目のグランドクエストを見つけ出し、ボスを倒たおしてフィオの記憶を取り戻す。

　フィオの十七年を、紅い戦団の三年を、ナギとの三年を思い出してもらう。

　紅い戦団の新たな冒険は、始まったばかりだ！







　エンフィス帝てい国こくの首都ベラルから北へ、馬で二日ほど──

　そこに、〝聖地〟と呼ばれる雄ゆう大だいな山がそびえている。

　ベラルから近いのは偶ぐう然ぜんではなく、帝国は女め神がみを信しん仰こうする神しん殿でんの総本山とも言うべき場所の近くに首都を構えたのだ。

　もちろん、エリーゼが勤める大神殿からもそれほど離はなれていない。

　総本山といっても、聖地に建物などはほとんどなく、山そのものが聖なる場所として讃たたえられている。

「聖地って割には道も整備されてないなあ。聖地だからか？」

「こら、リーダー。聖地にケチをつけるとバチが当たって末代まで祟たたられてしまう……リーダーに子孫が残せるかはともかく……」

「本当、うちのメンバーはみんな一言多いよな……」

　紅い戦団は、その聖地の山道を登っているところだ。

　いつもなら先頭に立つのはナギかレイアなのだが、今回は案内役としてエリーゼが一番前を歩いている。

　エリーゼも実際に聖地に登るのは初めてらしいが、先せん輩ぱいの神官から聖地についていろいろと聞いて知識だけはあるそうだ。

　知識といえば、リッテは留守番だ。聖地にも興きよう味み津しん々しんなようだったが、まだ紅い戦団の蔵書のほうを堪たん能のうしたいらしい。

「ボクのアブソルート・スキル、ちょっと不便なとこあって……並の女神ならともかく、聖女神を降臨させるとなると〝神しん気き〟が特別強力なところじゃないとダメで……」

「まー、聖地の頂上なら強力すぎるくらいかー。女神を降臨させるほどのスキルなら、それくらいの縛しばりもあって当然だな！」

　エイリスが、うんうんと頷いている。

　そう、エリーゼがアブソルート・スキルで聖女神を降臨させるには聖地の頂上でなければ難しいらしい。

　聖地の頂上は、アティシャの街以上に神々が何度も降臨した場所で、〝天上の世界との出入り口〟とまで呼ばれているそうだ。

　そのため、神々の神聖なる力──神気が満ちている。

　山頂に漂ただよう強力な神気を利用してアブソルート・スキルを使うのが、もっとも確実だそうだ。

　山頂までは険しい道が続くが、紅い戦団は山歩きも慣れているので問題はない。

「でも、エリーゼ様。この前、私たちを訪ねてきたのって無断外出だったんですよね？　よく、すぐに外に出させてもらえましたね？」

　いつものように、自分の身体よりも大きなリュックを担かついでいるルティが質問する。

「この前の無断外出を反省して、聖地巡じゆん礼れいで自分を見つめ直してくるとか言ったら、あっさり。大神殿っていっても狭せまい世界で生きてる神官たちなんて、チョロい……」

「……おまえ、大神殿のてっぺんとか獲とっちゃいそうだな……」

「だんだん、エリーゼ殿の恐ろしさが僕にもわかってきたが……それにしても、よく僕たちまで聖地への登山許可がもらえたな、エリーゼ殿？　神聖な場所なのだし、部外者はなかなか入れないのでは？」

「聖地は人の手があまり入ってないから、モンスターもいて一人じゃ危険……紅い戦団はボクの愉ゆ快かいなお供たちということにして、入山許可をもらった……」

「普ふ通つうにギルド通して、護衛の依い頼らいとか出せよ！」

　まだ登り始めたばかりだというのに、ナギは疲つかれてきた。先が思いやられる。

「ですが、ここはただの山ではなさそうですわよ。あちこちから煙けむりが上がっているのが見えますわ。なんですの、あれは？」

　レイアが遠くを見み据すえながら言った。

　確かに煙らしきものが何筋か上がっているのが見える。

「あー、この山は元々火山だとか……もう何千年も噴ふん火かしてないらしいけど……」

「……大だい丈じよう夫ぶなんですの？　わたくしたちが登るのを待っていたように、噴火したりしませんわよね？」

　心配しすぎだろうが、レイアの不安もわからないでもなかった。

　紅い戦団は歩けばトラブルにぶち当たるパーティだから。

「問題はそういう突とつ発ぱつ的な危険だよな。モンスターとかはどうでもいいけど」

　ナギは、剣けんの柄つかをぽんぽんと叩たたいて言った。

　実は既すでに山に入ってからここまでの短い道中で、何度かモンスターに襲おそわれている。

　だが、今はフィオの魔法も復活して、戦力はいつもどおり。

　いや、それどころかモンスター引き寄せ体質も魔法反射も消えた今、紅い戦団は最大の戦力を発揮している。

　しかも、今回はエリーゼまで参加しているのだ。

　回復や防ぼう御ぎよはエリーゼに任せて、エイリスも前衛として攻こう撃げきに集中できる。

「どちらかというと、戦せん闘とうより登山のほうが面めん倒どうそうだな。標高はさほどでもないけど、道が整備されてるのは途と中ちゆうまでで、この先は道なき道を進むことになりそうだ」

　ナギは、エリーゼが手に入れてきた地図を見ている。

　一応、頂上までのルートが記されているが、ずいぶんと曲がりくねっていて、かなり回り道をしながら進まなければならないようだ。

「んー、ナギ君、この波線みたいなマークってなに？」

「え？　あっ、ああ、なんだろうな？　普通の地図じゃ見ない記号だな」

　フィオが後ろから地図を覗のぞき込んできて、ナギはドキリとしてしまう。

　互たがいの頰ほおがくっつきそうなほど近く、髪かみの甘い匂においが漂ってくる。

　あああ、いい匂いしすぎだろ、フィオ！　本当に警けい戒かい心しんがなくなってるな！

　というか、やっぱグランドクエストとかクリアしなくていいんじゃね!?

　などと、あっさりと決意が揺ゆらぎそうになりつつ。

「や、山登りにはあまり関係ない施し設せつとかあるのかもな」

「休きゆう憩けい施設かもしれないし、立ち寄るのもいいかもね。何なん箇か所しよかあるみたいだし……」

　フィオは、地図を見ながら登山ルートを検討しているらしい。

　今回、紅い戦団はあまり準備をせずに出かけてしまった。

　この登山は正式なクエストではないし、さほどの危険もなさそうだったからだ。

　エリーゼが地図を渡わたしてくれたのも、山を登り始める直前だった。

「……あの二人、イチャイチャイチャイチャと。やはり、一刻も早くグランドクエストをクリアしてフィオさんの記き憶おくを取り戻もどさないといけませんわね」

「二人はイチャイチャ、お嬢じようはイライラ……」

「わたくしが悪いんじゃありませんわ！　ナギさんとフィオさんが緊きん張ちよう感かんがないのがいけないんですわ！」

　レイアとエリーゼがなにやら言い争いをしている。

　この二人、以前からどうも反りが合わないらしい。

　派手で目立つレイアと、地味で影かげが薄うすいエリーゼは相あい性しようが悪いようだ。

「ふう、お嬢はいつまでも素す直なおになれない……このままいくと確実に行き遅おくれ……」

「誰が生しよう涯がい独身ですの!?　いざとなれば、仕方ないからナギさ──」

「ん？　レイア、どうし──げっ！」

　言葉に詰つまったレイアに続いて、ナギも気づいた。

　ぽつぽつと、顔に水すい滴てきが当たっている。雨だ。

「あー、降ってきちゃったか。くそ、さっきまで雲もほとんどなかったのに」

　あっという間に、凄すさまじい土ど砂しや降りになってきた。

　普ふ段だんの冒険なら雨くらいは気にもしないが、こういう山の中では気をつけないと、思わぬ事故に繫つながる。

「あ、思い出した……」

「なんだよ、エリーゼ？」

「この聖地、もの凄すごく天候が変わりやすくて……雨が降るとどーんと気温が下がって、凍こごえ死ぬ人続出、見るも無む惨ざんな屍しかばねの山を築いてきたとか……」

「それを先に言えーっ！」

　とりあえず、雨宿りできる場所を見つけるのが最優先なようだ。

　こんなクエストでもない登山で最強パーティが全ぜん滅めつしては、笑い話にもならない。

　ナギは先頭に立ち、仲間たちを連れて走り出した。







「ふー、ひどい雨だったな……」

　紅い戦団と元紅い戦団の神官は、近くにあった小屋へと逃にげ込んでいた。

　まさに滝たきのような大雨で、山やま崩くずれを警けい戒かいしなければならないほどだった。

　ボロ小屋に避ひ難なんして、待つことしばし──ようやく、雨あま脚あしは緩ゆるみ始めている。

「いくらルティでも、あんな雨の中じゃテントを広げるのも大変だしな。はー、本当にこの小屋があってよかった」

「運の悪いご主人様のパーティとは思えない幸運でしたね」

「……雨はもう止やみそうだけど、まだだいぶ寒いな」

　メイドの忠誠心のかけらも感じない皮肉は聞き流して、ナギは全員を見回す。

　火はおこしているのだが、みんな服はまだ濡ぬれたままで、寒さに震ふるえている。

「まあ、ツラの皮が厚いルティは全体に皮が厚いから大丈夫だろうけど……出発するにしても、もうちょいあったまってからのほうがいいな」

「あらあら、ふふふ、ナギ──ご主人様ったらお口がヤンチャなんですから」

　ルティがにこにこ笑いながら、メモ帳になにか書きつけている。

　なにが書いてあるのか知りたい──いや、知らないほうが幸せなのだろう。

「……あれ？　エイリスはどこだ？」

　ナギは違い和わ感かんに気づいた。どうもさっきから静かすぎるとは思っていた。

　エイリスが喋しやべっていると、パーティが五割増しでやかましくなるのだ。

「あ、エイリスちゃんならあそこに扉を見つけて、入ってったよ」

　フィオが、部屋の隅すみのほうを指差した。

　ガラクタが積まれていたが、それをどけたところに扉があったらしい。

「なんで一人で行くんだ……大丈夫かな。まあ、エイリスをどうこうできる人間もモンスターもまずいないだろうけど」

　なにしろ、凄すご腕うでの神官でおまけに女め神がみの分御霊。むしろ、ナギでも勝てるかどうか。

「おおいっ、ナギナギナギナギナギナギーっ！」

「ナギ多いな！　なんなんだ、エイリス！」

　その扉が勢いよく開いて、バーサーカー神官が飛び込んできた。

「こっちこっち、面おも白しろいものがあったぞ！」

「面白いもの？」

　首を傾かしげるナギを、エイリスは強引に引っ張って扉の向こうへ連れて行く。

　後ろから、パーティの仲間たちもついてくる。

「ほらほら、これだ！」

　屋根のついた渡り廊ろう下かのような通路を少し進むと、そこには──

「なんだこれ、風ふ呂ろか？」

「いやいや、ナギナギ。これは温泉というのだよ」

「温泉……？　ああ、前にどっかで入ったことあるな」

　岩場のような場所に、うっすらと湯ゆ煙けむりが漂っている。

　ちょっとした泉に見えるが、どうやら水ではなく湯が湧わいているようだ。

　かなり珍めずらしく、世界中を冒ぼう険けんして回っている紅い戦団でも、数えるほどしか見たことがない。

「僕の国ではあちこちにあるぞ。火山が多い国には温泉もつきものなんだ」

　ミフユが懐なつかしそうに岩場に湧いた湯を見つめている。

　彼は東方にある一風変わった国の出身。腹切りだけでなく、珍しいものが他ほかにもいろいろあるらしい。

「そういえばここにも、地図で変な印がついてたような。温泉の印だったんだね」

「なるほど、他にもいくつか温泉があるんだな。聖地なら泉で身体からだを清めそうなもんだけど、温泉を利用してるのか」

　ナギはフィオに頷うなずいてみせた。意外とこの温泉目当てで聖地に来る者などもいるのではないか。

　ここも、岩風呂に簡単な屋根がついているし、明らかに人の手が入っている。

「よっしゃ、雨で身体も冷えちゃったし、ざぶんと一ひとっ風ぷ呂ろ浴びとくか！」

「ちょっ、ちょっとエイリスさん！　ナギさんとミフユさんがいるんですのよ！」

　いきなり服を脱ぬごうとしたエイリスを、レイアが慌あわてて止める。

「ま、まあここで脱がれるのは困るけど、温泉に入るのはいいんじゃないか」

　ナギは慌てて後ろを向き、ついでにミフユの背中を押して同じようにさせる。

「まだ雨も少し降ってるし、温泉に入ってる間に止むかもな。じゃあ、先に女性陣じんが入ってくれ。俺とミフユは、あとで入るから」

「ぼっ、僕が!?　ナギ殿どのと一いつ緒しよに!?」

「おまえ、本当に俺と風呂に入るの嫌いやがるよな……フィオたちは普段、けっこう一緒に入ってるぞ。あまり嫌がられるとちょっと傷つく」

「そ、それはすまない……で、でも一緒は……」

「あー、あたし聞いたことあるぞ！　東方には〝裸はだかの付き合い〟って言葉があって、一緒に風呂に入って親しん睦ぼくを深めるって！」

「くっ……！　エ、エイリス殿、いらんことを……！」

　ミフユが顔を真っ赤にして、エイリスを睨にらみつけている。

「んー、というか」

　フィオがそのミフユの肩かたをぽんと叩たたき、みんなの顔を見回した。

「別に、男女で分けずに一緒に入ればいいんじゃないかな？」

「えええええええええええええええぇっ!?」

　叫さけんだのは、ナギとミフユ、レイアの三人だった。

「あたしはそれでもかまわないぞ。この裸、どこに出しても恥はじるところはない！」

「メイドはみなさんのお世話をするのがお仕事ですから。お食事だろうとご入浴だろうと、なんでもお世話しますよ」

「ボクも別に……神官たるもの、この身体はお仕えする女神様のもの。人に見られたって別に気にしない……リーダーは長い付き合いだし、腹切り君は……アレだし……」

「どれだ!?　頼たのむからエリーゼ殿も、余計なことを言わないでくれ！　みんなが勝手に温泉に入る分には気にしないから！」

　エリーゼの一言で、ミフユも賛成側に回ったらしい。

　とはいえ──フィオと風呂？

　無人島でも一緒に入ったけど、途中でフィオが暴走してメチャクチャになったし。

　でも、今回はじっくりしっぽり、二人で風呂？　あ、違ちがう、みんなも一緒なのか。

　ミフユはともかく、みんなも一緒？　そ、それはレイアやルティ、エリーゼ、ついでに幼女だけどエイリスも？

　そ、それはまずいんじゃないだろうか。パーティ内の風紀的に！

　でも思春期的にはこのチャンスを逃のがすなと、本能が叫んでいる！

　ナギの脳内は魔ま女じよの鍋なべのようにカオスと化しつつあった。

「みんな、身体が冷えちゃってるから一刻も早くあたたまるべきだと思うの。それに、この山にはモンスターがいるんだから、あまり離はなればなれになるべきじゃないよね」

「フィオさん、なぜここまで大だい胆たんに……変なところだけ性格が変わりすぎているのでは」

　レイアが不ふ審しんそうな目をフィオに注いでいる。

　確かに、以前のフィオならナギと一緒に風呂など──少なくとも、二人きりでもないのに風呂に入るなどと言い出さなかっただろう。

「ぼ、僕は見張りをしている！　見ろ、こんなに顔も真っ赤で熱くなってるから、あたたまる必要などない！」

　ミフユはそう言うと、仲間たちに背を向けた。

　女性陣との入浴はともかく、ナギとの風呂まで恥ずかしがりすぎだが──ナギとしても、いくら仲間とはいえ、フィオと一緒に他の男が風呂に入るのは勘かん弁べんだ。

　でも、俺だって一緒に風呂は──いや、お湯の中で身も心も裸になって溶とけ合う時間を味わいたいが、それでもしかし！

「行くよ、ナギ君。パーティで一番の戦力なんだから、ナギ君は特に念入りにあったまらないと」

「フィ、フィオ」

　フィオはにっこり笑って、混乱するナギの腕うでを取った。

　どうやら逃げられないらしい。嬉うれしいような、怖こわいような。







　ナギは、一人で温泉につかっている。

　湯加減は最高で、芯しんまで冷え切っていた身体がぽかぽかとあたたまっていく。

「ふわ……たまらん……」

　思わず声も出てしまうというもの──だが、のんびり温泉を堪たん能のうしている場合ではない。

「ど、どうするんだよ……」

　とはいっても、どうしようもない。

　フィオたち女性陣は準備とやらがあるらしく、まだ入ってこない。

　ミフユはおそらく逃げたままだろうが──フィオたちは本当に混浴するつもりだ。

　フィオと一緒の風呂も、二度目だろうが三度目だろうが慣れない。

　たぶん、百回入っても慣れることはないだろう。ヘタレを舐なめるな。

「お、お待たせ……」

「…………っ！」

　そのフィオが、温泉のそばにある岩いわ陰かげから姿を見せた。

　身体にタオルを当てて、一応胸やきわどい部分は隠かくしているが──

　その大きすぎる胸はタオルでは隠しきれず、ふくらみが半分以上見えてしまっている。

　無人島ではもっとあられもない姿を見ているが、つい吸い込まれるように目を向けてしまう。

「あ、あまり見られるとさすがに……恥ずかしいかも」

「そ、そうだよな。ご、ごめん！」

　ナギは、慌てて視線を逸そらす。

　フィオはゆっくりと近づいてきて、ちゃぷりと音を立てて湯の中に入ってきた。

「こ、こっち向いてもいいよ。お湯、濁にごってるからそんなよく見えないし……」

「そ、そうか。それじゃ……って、ぐおおおお……！」

「ナ、ナギ君、どうしたの？　顔が凄すごいことになってるよ？」

　凄いことにもなるというものだ。

　確かに温泉の湯は白く濁っていて、フィオの全ぜん裸らがはっきり見えるわけではないが──

　フィオは湯に入る前にタオルを外したらしく、肩はもちろん、胸が半分近く湯の上に出ている。ちょっと身動きしただけで、胸の頂点にあるなにかが見えそうだ。

　この、見えそうで見えない状態がむしろ逆にエロいというか……！

「ナ、ナギ君がバジリスクみたいな邪じや悪あくな目つきに……！　石？　わたし、石にされちゃうの？」

「俺にそんなスキルないよ……って、ごめん」

　ナギは気を取り直す。混浴してくれているとはいえ、女の子の身体をまじまじと見つめるのは失礼だ。

　温泉を堪能する、それが一番大事。ナギは自分に言い聞かせる。

「ちょっとルティさん、押さないでくださいまし！　ああん、タオルがズレますわ！」

「はいはい、むしろズレたほうが嬉しいくせに。まったく、エロお嬢じよう様さまですね」

「誰だれがエロお嬢ですの!?　ちょっ、エリーゼさんまで押さないで！」

　ガヤガヤと騒さわぎながら、レイアとルティ、エリーゼの三人が現れる。

　三人ともフィオと同じようにタオルを身体に当てただけの格好で、ほとんど肌はだは丸見えだ。

　以前、アティシャの別べつ荘そうでレイアとルティの下着姿を見てしまったことがあったが……今回は、そんなレベルではない。

　エリーゼも、なんというか……服の上から見た感じでもそうではないかと思っていたが、胸の大きさがとんでもない。

　子供の頭くらいの大きさがあるんじゃないだろうか。タオルではまったく隠せておらず、真っ白でふわふわと柔やわらかそうなふくらみが、八割くらい見えている。

「って、やっぱりこの状じよう況きよう、おかしいよな!?」

「どう考えてもおかしいですわ！　まともなのは逃にげたミフユさんだけですわね……！」

「ミフユがまとも……あの腹切りサムライが……その発想はなかったな……」

　と、思わずナギとレイアが顔を見合わせたところで、新たな人物が飛び込んでくる。

「こらこら、そこのグランドマスターと盗とう賊ぞく！　なにをしょーもないことで深刻になってるんだ！　ほら、レイっち、自じ慢まんの割と大きめのおっぱいをナギナギに見せつけろ！」

「〝割と〟ではなく、充じゆう分ぶんに大きいですわ！　フィオさんやエリーゼさんの大きさがおかしすぎるだけで！　いえ、タオルなんかで隠してたらわかりませんわね！」

「ぶっ!?」

　いきなりレイアが、身体に当てていたタオルを勢いよく取り払はらった。

　その勢いで、自慢のおっぱいとやらがぶるるんと揺ゆれながらあらわになる。

　真っ白でふるふると柔らかそうなふくらみ、その頂点に輝かがやくような桃もも色いろの突とつ起き！

　下着姿など比べものにもならないエロさ──！

「ちょ、ちょっとナギさん！　なにをじーっと見つめてますの!?　ああん、勢いで行動する自分が怖いですわ！」

　レイアはそう言うと、ざぶんと湯の中に飛び込んだ。派手にしぶきが上がる。

「……とか言いながら、さりげなくリーダーのそばに位置取るエロ令れい嬢じようだった……」

「エリーゼさん！　あなた、本当に一言多いですわよ！　うちの神官のパーティは揃そろってどうかしてますわね！」

　とはいうものの、実際にレイアはナギのすぐ隣となりに陣じん取どっている。

　ナギの隣にフィオとレイア、青あお髪がみと金きん髪ぱつの美少女二人がいるわけだ。

　もはや、ナギの理性は崩ほう壊かい寸前、男の本能が剝むき出しになりそうだった。

　ていうか、もう剝き出しにしちゃってもいいんじゃね？

「っと、いかんいかん……平常心、平常心……心を落ち着けるスキルはなかったっけ」

「ナギ君、大だい丈じよう夫ぶ……じゃなさそうだね。男の子ってこういうのが好きじゃないの？」

「……記き憶おくがない割に、変なことは覚えてるんだな、フィオ」

　ナギが一番見たいのはフィオだが、一番見たくないのもフィオだ。

　懐なついてくれてるといっても、記憶喪そう失しつでおかしくなっているフィオの弱みにつけこんでいるような気がする。

「さー、風ふ呂ろだ風呂！　ナギナギを取り囲んで入れーっ！」

「言われるまでもなく、ご主人様にお仕えするのがメイドですから」

「ボクはもう、リーダーとお風呂に入る機会なんてないかもしれないし……まったり、じっくり浸つかっておく……」

　などと言いながら、エイリスにルティ、エリーゼも温泉に入ってくる。

　しかも、わざわざナギを取り囲むように。喜ばせようとしているのか、それとも嫌いやがらせなのか。

　いや、ナギとしてははっきり言って嬉しい。嬉しすぎるが、フィオの前で緩ゆるんだ顔を見せるのもまずい。

「……楽しいけど、なんかちょっと……イラッとするのはなぜ？」

「えっ？　フィ、フィオが一いつ緒しよに入ろうって言ったんじゃ……？」

　フィオは、女性陣じんに取り囲まれたナギを半目で見つめている。

　理由はよくわからないが、フィオは唐とう突とつに不ふ機き嫌げんになっているようだ。

「まーまー、フィオるん。せっかくのいいお湯なんだし、ここは機嫌を直そうぜ！　ほら、ミフィもそんなとこで見てないで入ってきやがれ！」

「なっ……!?　け、気配を消してたのに……！」

　岩陰から、ひょこっとミフユが顔を見せる。

　彼も服を脱ぬぎ、なぜかタオルを胸まで隠すように巻きつけている。

「お、温泉なんて久しぶりだからやっぱり入りたくなって……で、でも……ど、どうすればいいんだ僕は！」

　ミフユが身体からだをよじって悶もだえている。

　タオルが外れそうになり、胸が少し見えている。

　どうも、胸のあたりが盛り上がっているようだ。ナギは何度かミフユの胸を触さわったことがあるが、妙みように柔らかかった。

　ミフユの胸の筋肉は、鍛きたえているのか、ぷにぷになのか謎すぎる。

「このお湯、ただのお湯じゃないぞ。エリりん、なんか効能があるんじゃないか？」

「あー、うん……しばし浸かると各種状態異常バツド・ステータスへの耐たい性せい、さらに聖地内にいる間、寒さも無効になる効果があるって……」

「さすが聖地の温泉、けっこう凄い効果じゃないか……」

　ナギはお湯を軽くすくってみせる。温泉は病気や傷に効くと聞いたことがあったが、エリーゼが言った効果が本当に発揮されるなら、強力な補助魔ま法ほうに匹ひつ敵てきする。

「というわけで、ミフィもそんな邪じや魔まな布きれ外して、実は肌のお手入れを欠かしていないそのすべすべボディに湯を染しみ込ませるんだ！」
















「こっ、こらっ、エイリス殿どの！　タオルを取るなーっ！」

　エイリスが素す早ばやく湯から出て、ミフユのタオルを強引にはぎ取ろうとしている。

　ヤバい、いつものことながらミフユは男のくせに妙な色気がある。

　ナギは、思わず赤面しそうになってしまう。俺ってもしかして本当に美少年趣しゆ味みが!?

「ってそんなわけあるか！　俺はフィオ一筋──」

「え？　わたしが……なに？」

　フィオが、小さく首を傾かしげながらなぜかナギに顔を近づけてくる。

　顔、近い！　可愛かわいい顔が、息がかかる距きよ離りに！　しかも身体を乗り出したせいで、胸がもう頂点のごく一部しか隠れてない！　エロすぎる！

「うん、俺はもうダメだ。ダメだな」

　ナギは小さくつぶやくと、ぽてりと湯の中に倒たおれ込んだ。

　こんな刺し激げきだらけで、しかも熱い湯の中。

　これまで意識を保ったことが、むしろ不思議なレベル。

「ナ、ナギくーん!?　ナギ君が、お湯に……お湯に沈しずんでいく……！」

　フィオが慌あわててナギの頭を抱かかえ込んでくる。

　今度は、フィオのふくよかなおっぱいが、ナギの顔に思い切り当たっている。

　ナギは薄うすれゆく意識の中で、フィオのおっぱいの感かん触しよくを夢見心ごこ地ちで味わっていた──







「あら、本当ですね。全然寒くありません。息も白くなって、むしろ温泉に入る前より冷え込んでいそうなのに」

　珍めずらしいことに、紅い戦団の先頭をルティが歩いている。

　わずかに顔が上気しているのは、温泉から上がってまだ間もないからだ。

「んー、わたしたちの息は白いけど、ナギ君が虫の息に」

「……上う手まいこと言う──いや、言えてないからな」

　ナギは、これまた珍しくパーティの最さい後こう尾びを歩きながらフィオに文句を言った。

　温泉の効能は状態異常や冷気への耐性だけでなく、体力や気力を充じゆう実じつさせるものもあったらしく、紅い戦団と出で戻もどり神官の足取りは軽い。

　ナギにもきちんと温泉の効果は発動しているのだが、諸事情でのぼせてしまったために、ちょっとお疲つかれ気味だ。

「はぁ……僕もそろそろ観念したほうがいいんだろうか……そろそろ隠かくし通すのもキツいし、エイリス殿とエリーゼ殿にはバレているみたいだし……」

　ミフユも同じく肩かたを落としてとぼとぼと歩いている。

　彼はなんとか、エイリスからタオルを死守したのだが、だいぶ疲れているらしい。

「ここからはちょっと道が険しくなる……でもまあ、みんななら大丈夫。モンスターもたいしたのはいないみたいだし、ボクとちびっ子ちゃんが先頭に立つ……」

「おっしゃー！　モンスターの血は、このあたしの剣けんがすべて吸い尽つくす！」

「……この人、ボクが尊敬するべき方なのに、ちっとも敬意が湧わいてこないのは修しゆ行ぎよう不足のせい……？」

　神官コンビが先頭に立って、確かに急に険しくなってきた山道をするすると登っていく。

　剣の達人であるエイリスはもちろん、実はエリーゼも接近戦は得意だ。

　神官は刃は物ものを持てないが（エイリスは例外）、エリーゼは紅い戦団に在ざい籍せき中にも無骨な杖つえを振ふり回して何度もモンスターを撲ぼく殺さつしている。

「ミフユやエイリスが参加する前は、エリーゼが攻撃役アタツカーをやることも多かったからなあ」

「そうなんだ。神官なのに？　エリーゼちゃんって強いんだ……」

「俺は防ぼう御ぎよと戦せん闘とうの指揮をやってたから。レイアがスキルを使うときなんかは、エリーゼが攻こう撃げきを担当するのはよくあったよ」

「へぇ……昔の紅い戦団はそうだったんだね」

　フィオが、うんうんと頷うなずきながら聞いている。

　完全ではないにしてもパーティに馴な染じんでいるので忘れそうになっていたが、フィオは記憶をなくしているのだ。

　エリーゼがパーティにいた三年近い時間を、フィオは完全に忘れている。

　今さらながら、その事実がナギには痛い。

　ちょっと惜おしい気はするけれど──やはりフィオの記憶を取り戻もどさなくては。







　山中の道なき道を進み、時には切り立った崖がけを登り、どうしても進みにくいところは〝短距離転位ワイドステツプ〟で瞬しゆん間かん移動して──

「本当は、聖地を登るときは魔法に頼たよっちゃダメって決まりがあるとか……まあ、いいか。くすくすくす……」

　と、エリーゼがよくわからないところで笑ったりもしつつ。

　そういえば、昔のエリーゼは戦闘中にも特に理由なく、くすくす笑っていて怖こわかったな、などとナギたちが思い出したりもして、フィオはやはり忘れていて──

　中級クラスのパーティならば数日を要するであろう道のりを、紅い戦団は半日とかからず踏とう破はし、山頂へとたどり着いた。

「うおーっ、着いたーっ！　見ろ、ナギナギ、あんな下のほうに雲が見える！」

「そんなにはしゃがなくても」

　確かこいつは天上の世界の女め神がみ様だったような。ナギは苦く笑しようする。

　山の頂上は、岩と石が転がるばかりの殺風景な場所だ。

　エイリスの言うとおり、頂上より下に雲が見えたりと、景色は悪くないが、紅い戦団は別に景色を楽しみに来たわけではない。

「はぁ、はぁ……ちょ、ちょっと疲れた……パーティ離はなれて体力落ちてるのかも……」

「あら、エリーゼ様。神官は冒ぼう険けんよりも厳しい修行をされているのでは？」

「そんなもの、このボクが真ま面じ目めにやってるわけない……」

「それもそうですね！　あははははは！」

「いぇー、メイドちゃーん……」

「…………」

　腹黒シスターズの会話は、ともかくとして。

「とにかく、やっと登りきりましたわね。といっても……なんですの、小さな祭さい壇だんがある程度じゃありませんか。聖地などというから、もっと華はなやかな場所かと思ってましたわ」

「レイア殿は、聖なる山になにを期待してるんだ……」

　レイアとミフユの二人は、過か酷こくな山登りもなんでもなかったようだ。

　というより、温泉で疲れたナギと冒険から離れていたエリーゼ以外はほとんど疲ひ労ろうが見られない。

　ナギでもたまに忘れそうになるが、紅い戦団はやはり最強のパーティなのだ。

「はぁ、ふう……ちょっと息整ってきた……これでもボク、神官だから。ここに満ちてる神気がボクをよみがえらせる……」

「神気ねぇ……確かに力は感じるけど、神の力なのかどうかはわからないな」

　ナギにはさっぱりだ。空気は澄すみ切っていて綺き麗れいだが、高山なのだから当たり前だ。

「大だい丈じよう夫ぶ、女神降臨に必要なだけの神気は間ま違ちがいなく満ちてる。みんながいいなら、さっそく聖女神を降臨させる……あとは野となれ山となれ」

「そりゃダメだろ!?　まさか、なにが起きるかわからないのか、そのスキル!?」

「大だい神しん殿でんで一度試ためしたときは、〝ネメシス〟っていう邪じや悪あくな女神が降臨しそうになって、危あやうくボクごと封ふう印いんされるところだった……」

「ネ、ネメシス……!?」

「あー、女神の中でも特にヤバい奴やつだな。降臨すれば、国が一つ三日で焦しよう土どと化すと言われている。根は悪い奴じゃないんだけど」

「悪い奴だろ！　そんなもん、降臨されてたまるか！」

　さすがに女神には詳くわしいのか、エイリスが解説してくれたが、とんでもない話だ。

「大丈夫、最初は特定の女神を降臨させられなかったけど、今はちゃんと狙ねらいどおりの女神に来てもらえる……」

「……そうであってほしいな」

　ナギは、今さらながら不安になってきた。

　考えてみれば、まだエリーゼのアブソルート・スキルについて詳しく聞いていない。

「ボクのアブソルート・スキルは、〝天霊の御座スピリツト・インストーラー〟。女神様の魂たましいをこの身体に降臨させる……本来は、女神様に強力な治ち癒ゆや防御の魔法を使っていただくスキルだけど、今回は……」

「ああ、そういう使い方をするのか」

　ナギは、納なつ得とくする。ただ女神を降臨させてグランドクエストや再契けい約やくについて質問をするつもりだったが、話をするだけでは冒険の役には立たない。

　おそらく、女神ならパーティ全員が重傷を負って状態異常をくらったような最悪の状態から完全回復、のような奇き跡せきに近い魔法が使えるのだろう。

「で、具体的にどうするんだ？」

「あそこの祭壇は、この地上でもっとも神気に満ちた場所……あそこで精神集中してアブソルート・スキルを発動させるだけ……」

　エリーゼは頂上にぽつんと置かれている祭壇を指差した。

　祭壇といっても、さっきレイアが言ったとおり、小さなものだ。

　石造りで、表面にはかなり複雑な模様が刻まれていて、その祭壇を取り囲むように数本の石柱が立っている。

「エリーゼちゃん、無理はしないで。少しでも危ないと思ったら、やめてもいいから」

「……記き憶おくがなくても、せんせーはせんせーだ」

　心配そうなフィオの言葉に、エリーゼは少しだけ笑って。

　それから、すたすたとその祭壇に近づくと──

「まず服を脱ぬぎます……」

「はぁ!?」

　いきなり法衣に手をかけそうになったので、ナギが慌てて手首を摑つかんで止める。

「いやん、自分で脱がしたいの？　リーダーってば大だい胆たん……」

「どこからどこまでが冗じよう談だんなんだよ！」

「まあ、服は脱がなくていい……ただ、軽い儀ぎ式しきを済ませておくと、さらに神気が高まって、聖女神を無事に降臨させられる可能性がぐーんと上がる。ぐんぐーん」

「無意味な語ご尾びはともかく、それならやっておいてくれ。というか、失敗する可能性もあるのか？」

　確かに、他ほかの職業でもスキル発動が不発に終わることはたまにある。

「たぶん、おそらく、大丈夫。そのために、わざわざこんな山まで来たんだから……それじゃ、ちょっと女神を降臨させてくる……」

　エリーゼは、買い物にでも出かけるように気軽に言って、祭壇の上にひょいっと昇のぼった。

　祭壇の上に立った赤毛の神官は、ぶつぶつとなにやら唱え始める。

〝天霊の御座〟の成功率を上げるための軽い儀式、とやらが始まったらしい。

「はははー、なあなあ、ナギナギ！」

「なんだよ？」

「こういう大きなイベントが始まると、だいたい予期せぬトラブルが起こってとんでもないことになるんだよな！　最悪、世界が滅ほろんだりとか！」

「おおーいっ、縁えん起ぎでもないこと言うな！」

　ナギには世界よりフィオ、それと仲間たちのほうが大事だが、滅びられても困る。

「それじゃあ……始める。〝天霊の御座〟──」

　詠えい唱しようが終わったらしく、エリーゼが両手を高く掲かかげ、目を閉じる。

「うおっ……」

　ナギは思わず後ずさりしそうになった。明らかに空気が一変している。

　エリーゼから強きよう烈れつな魔ま力りよくが放たれ、地面に転がっている小石が浮うかび上がっていく。

　地面が震しん動どうし、祭壇を取り囲むように立っている数本の石柱がまばゆい光を放ち始めた。

「なんというか──いかにもって感じだね」

　フィオも油断なく杖を構えたまま、顔に冷ひや汗あせをかいている。

　神官が言う神気とは、基本的に魔力と変わらない。魔法を操あやつるための根源的な力。

　他でもない神官たち自身も、あまり区別して使っていないくらいだ。

　同質の力であるために、神気を抑おさえつけるには魔法使いの魔法がもっとも有効だ。

　エイリスの不ふ吉きつな話どおりに異変でも起これば、一番頼りになるのはフィオだろう。

「ナギ殿どの、上を！　空が──光ってる!?」

「うおっ！　本当にそれらしくなってきたな！」

　ミフユの声に空を見上げると、雲の切れ間から、黄金色の輝かがやきが差し込んできていた。

　正直、ナギは半信半疑だったが──

　どうやら本当に女神が降臨してくるらしい。







　ゆっくりと、震動が収まりつつあった。

　ふわふわと空中を漂ただよっていた小石も落ち、雲の切れ間から差し込んでいた光もなくなって、神秘的な光景は消えている。

　だが──

「全員、警けい戒かいを怠おこたるな。俺とエイリスが前に出る。他のみんなはフィオを中心に守りを固めておいてくれ」

　ナギは仲間たちに指示を出して、一歩祭壇に近づく。

「……で、どうなんだ？　成功なのか、ダメだったのか？」

　ナギはエイリスと並んでさらに祭壇に近づいていく。

「さあー？　あたしにもまだよーわからん。エリりんはトランス状態っぽいけどなー」

　エイリスは答えつつ、祭壇に立ったままのエリーゼを注意深く見ている。

「むー……エリーゼちゃん、大丈夫なのかな。なにかあったら、降臨してきた女神って、ぶっ飛ばしたりしても大丈夫かな？」

　フィオのつぶやきが後ろから聞こえてきた。

　今のフィオはナギに懐なついている以外にも変化があるようだ。

　儀式前のエリーゼに注意していたことといい、ちょっと心配性しようになっている気がする。心配性なフィオも可愛かわいい。

　まあ、同時に以前のフィオと同じように、物ぶつ騒そうなことも考えているようだが。

「うーん、とりあえず大丈夫そうだぞ。けど、迂う闊かつに手を出すのもまずい。ナギナギ、あたしたちもちょっと下がろう」

「わかった、でも警戒は続けてくれ」

　ナギは珍めずらしく真面目なエイリスに頷うなずいて、数歩後ろに下がる。

　特に狙ったわけではなかったが、フィオの真横に並ぶ位置になった。

「むむむ……エリーゼちゃん、魔力は安定してるみたいだけど……わたしの最大魔法以上の魔力が満ちてるかも」

「そんなに……？」

　ナギは、剣けんの柄つかを握にぎる手に力を込こめた。

　フィオの最大魔法といえば、グランドクエストの強力なモンスターたちをも薙なぎ払はらうレベル。

　ん……？　ちょっと待て、とナギは気づいた。

　相変わらずフィオは油断しきっているみたいで、ナギと肩かたがくっつくほど近い位置にいるのに、全然気にした様子もない。

　長い青あお髪がみから凄すごくいい匂においがするし、その大きな紅あか目めをじっと見ても変に警戒されたりもしない。

　そして、仲間たちはみんなエリーゼに注目している。

　これはチャンスなんじゃないか？　もちろん警戒は続けるけど、フィオの肩くらいちょこっと抱だき寄せても大丈夫なのでは？

　イベント中でみんなが固まってるからこそ、変なことしても気づかれないんじゃないだろうか？

「ナギナギ！　ナギナギーっ！　来たぞ来たぞ女め神がみちゃん！　間ま違ちがいなく来てる！」

「えっ」

　エイリスの鋭するどい言葉に、ナギは我に返った。

　ヨコシマなことを考えていた間に、エリーゼのアブソルート・スキルは完成していたらしい──

「…………はぁ」

　祭さい壇だんの上に立っているエリーゼが、小さな息を吐はいた。

　明らかに、赤毛の神官の雰ふん囲い気きは変わっている。

　どこがどう、とは言いにくいが、纏まとっている空気が鋭く張り詰つめているというか──

「……みんなもっと下がれ。エイリスも」

　ナギは短く言って、自分は再び祭壇のほうへ近づいていく。

　危険を引き受けるのはリーダーの仕事だ。ちょくちょくアホなことを考えてはいても、やるべきことをやるから、ナギは仲間たちに認められている──はず。

「エリーゼ。どうなんだ、成功したのか……？」

「……エリーゼ」

　赤毛の神官は、自分の名をつぶやいた。声はもちろんエリーゼのものだが、なにかが違う。

　ナギは彼女とは三年近い付き合いだ。わずかな違い和わ感かんもすぐに見み抜ぬける。

「ふーん、この神官はエリーゼって名前なんだ。長い修しゆ行ぎようを重ねた老神官かと思ったら、ずいぶん若くて……私、驚おどろいちゃった！　びっくりーっ！」

「……………………」

　ナギは、じっとりした目をエリーゼに向けてしまう。

　なんだろうか……予想していた展開と、だいぶ違うような。

「わーお、ていうか若い子がいっぱい！　私を呼び出すくらいだから、もっと熟練した酸すいも甘いもかみ分けたパーティだと思ったら！　若さがまぶしいーっ！」

「……エイリス、あの女神さん、おまえの親しん戚せきか？」

　この鬱うつ陶とうしいほどのテンションは、なんとなくバーサーカー神官を彷ほう彿ふつとさせる。

「あたしは突とつ然ぜん湧わいて出たようなもんだから、親戚なんていないなあ。孤こ高こうの美少女神官エイリスちゃん様、ここに見参！」

「やっぱ親戚なんじゃないか？」

　ナギは、ますます疑いを深める。エイリスが突然湧いた、というのは剣の女神の分身らしいから、言い方はともかく事実ではあるのだろうが。

「……まあいいや。それで……あなたは、聖女神様でいいのか？」

「わー、女神の中の女神の私に思いっきりタメ口！　いくら唯ゆい一いつ無二のグランドマスターとはいえ、なんて生意気な。ダメだぞっ★」

「……悪いけど、敬意を払う理由が今のところ一つも見つからないんだが」

　あと、陰いん気き──じゃない、おとなしいエリーゼの姿のままでそんな陽気な口調でぺらぺらしゃべられると違和感が凄い。

「ああ、そうだ……一応確かめておくか。まさか、エリーゼが演技してるとは思わないけど、本当に中身が別人なのか確かく認にんしておかないと」

「確認って……ナギ君、どうするの？」

「こうする」

　ナギは、てのひらを短剣ですぱっと斬きる。

「わーっ！　ナ、ナギ君、なにしてるの!?　ど、どうする？　傷口舐なめたほうがいい!?」

「い、いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　大おお慌あわてで駆かけ寄ってきたフィオを、ナギは制する。というか、自分を制した。

　正直、凄く舐めてほしかったが、それを言うのはさすがに気持ち悪すぎる。

「それより……どうだ！」

「ど、どうだと言われても……私も地上に降臨して、いきなり血だらけの傷口なんか見せつけられたのは初めてで困っちゃう……」

「……こ、この方は……エリーゼ様ではありません！」

「ええ、間違いなく中の人は別ですわね……これは決定的ですわ。鮮せん血けつ溢あふれる傷口を見ても、エリーゼさんがよだれの一つも垂らさないなんて！」

「……私、どんな子の中に降臨しちゃったの？」

　ルティとレイアの台詞せりふに、エリーゼが──いや、エリーゼの中の人が戸と惑まどいの声を出した。

　そして、ナギも確信する。今、エリーゼの身体からだを支配しているのはエリーゼではない。

　よだれはともかく、エリーゼならばナギの傷口に興味を示さないのはおかしい。

「私は僭せん越えつながらエリーゼ様の親友だと思ってます。だから、エリーゼ様のことはよーく知ってるんですから。エリーゼ様にとって血が流れ出ている傷は、ご主人様のような思春期少年にとっての美少女のパンツに等しいんです！　凝ぎよう視ししないはずがありません！」

「そのたとえは必要なのか!?」

　いつものようにいらんことを言うメイドに、ナギは全力でツッコミを入れる。

　ついでに、自分で回復魔法をかけて切った手も治しておく。

「そんな徳のなさそうな神官に降臨させられるとは……この私も、力が落ちちゃったのかな……自信なくしそうだねっ」

「落ち込んでても軽いな。やっぱりエリーゼ、聖女神の降臨に失敗したんじゃないか？」

　ナギが言うと、パーティの仲間たちがうんうんと頷く。

「いやー、いやいや、きっぱり言っておくけど、私は聖女神だぞっ。あ、でも、緊きん張ちようしなくていいからね。お姉さんだと思って、甘えちゃってねっ」

「……エリーゼではないにしても、聖女神なのか確認する手段はこっちにはないよな」

　そう言って、ナギはちらりとエイリスを見た。

　エイリスは、なぜか首を傾かしげて不ふ審しんそうに降臨した女神を見つめている。

「ま、疑うのはいいけどね。それなら私、天上に帰っちゃうんだから。それじゃ──」

「わーっ、待った待った！　こんなとこまで登ってきたのに、手ぶらで帰れるか！」

　ナギはぶんぶんと手を振ふって、女神を制した。

　エリーゼは、性格はともかく、神官としての腕うで前まえは信しん頼らいできる。

　彼女が使ったアブソルート・スキルが失敗したとは考えにくい。

「なーんてね、冗じよう談だん、冗談。私だって意味もなく地上に降りたりしないってば！　もちろん、呼び出されたからには私もやるべきことはやっちゃうよ。どーんとね！」

「……別にどーんとじゃなくていいんだが……」

「あの、あなたが聖女神様だとして……わたし、訊ききたいことがあるの」

　フィオが杖つえを抱きしめるようにして、一歩前に出た。

　ナギはとっさにフィオの肩を摑つかもうとしたが──彼女の顔に浮うかんだ真しん剣けんな表情を見て、気け圧おされてしまう。

　そうだった、グランドクエストの手がかりを一番ほしがっているのは、他ほかでもないフィオ本人なんだった──

「もっちろんいいよー。そのために、あなたの前に現れたんだしね、フィオーネ・ペイルブルー」

「……わたしの名前を!?」

　フィオはぎょっとして、目を瞠みはった。

「知ってるに決まってるじゃない。だってあなたは、私の──聖女神の継承者なのだから」







　一いつ瞬しゆん、空気がぴーんと張り詰め、時間が止まったような沈ちん黙もくが落ちた。

「聖女神の継けい承しよう者しや……？　わたしが……？」

　フィオが、ぽつりとつぶやいた。

「そう。フィオーネ・ペイルブルー、あなたは女神の候補者。それくらいは知ってるんじゃないの？」

「え、知らないけど……」

　フィオは戸惑っているようだ。

　ナギは、そういえばフィオにはその話をしていなかったことを思い出す。

　一つ目のグランドクエストをクリアしたあと、ナギはエイリスからその話を聞いていたが、フィオと他の仲間たちには教えていなかった。

　確証がある話ではないし──たとえ教えていても、その記憶は失われていただろうが。

「あー、知らなかったんだ。ほぇーん」

　聖女神──らしきエリーゼに宿った何者かは、変な声を漏もらしてエイリスを見た。

　エイリスのほうは、なぜかぶんぶんと首を振っている。

　聖女神がどこまで状じよう況きようを理解しているのか怪あやしいが、エイリスがフィオに候補者の話をしていると思っていたのだろうか。

　それと、聖女神はエイリスの正体も見抜いているということか。

「ま、いいや。そんなこと知らなくてもいいし、フィオーネの場合は候補者だけど、まだその先があるわけだしねっ」

「……ちょっとわからないんだけど、わたしはそのうち女神になるってことなの？」

「そうだよっ、女神っていうのは基本的に元は人間なんだよ。みんな、形は違ってもそれぞれ試練を受けて女神になって、天上の世界に移り住むってわけ」

　聖女神は、軽い調子で言って、祭壇の上からぴょんと飛び降りた。

「女神になる者は、それなりの資格が必要なんだけどねっ。資格は特に決まりがあるわけでもないけど、フィオーネの場合は──まず、その強大な魔ま力りよく。それは生まれながらに持っているもので、その魔力こそがあなたが女め神がみの候補者に選ばれた最大の理由」

「…………」

　フィオは、黙だまったまま聖女神をじっと見つめている。

　記き憶おくがなくても、フィオも思い当たっているはず。

　自分が魔ま法ほう使つかいとして規格外であることは、今の彼女もわかっているだろうから。

「それと、これはすべての女神の候補者に共通することだけど──その美しさだねっ。青い髪かみに、とんでもない美び貌ぼう。それも女神になる者には必要なんだよね」

「お待ちなさい！　ではなぜ美貌を誇ほこるわたくしが女神の候補者になれないんですの!?」

「そこでおまえが割って入るんかよ！」

　ナギは思わず、レイアに突つっ込んでしまった。

「あー、レイラティアもそりゃ美貌だけなら文句はないけど。というか、この身体の持ち主も、そこのアルティも、バーサーカー神官も、ついでに腹切りサムライちゃん──」

「わーっ、なんで僕が！　男の僕が女神になるのはおかしいだろう！」

　ミフユが、両手をばたばた振って、女神の話を遮さえぎる。

　どうでもいいが、紅い戦団のメンバーは神をも恐おそれぬ者ばかりだ。

「ま、外そと面づらの良さだけでは女神にはなれないってこと。そう、私のように美と教養と人ひと柄がらの良さを備えていないとねっ……！」

「……人柄の良さが見当たらないんだが。だいたい、神でも人柄っていうのか？」

　ナギは、そろそろ帰りたくなってきた。

　さっさと情報を引き出すだけ引き出して、女神様とはお別れしたい。

「と、というか……どうして聖女神に継承者が必要なの？　あなたが聖女神なんでしょう？　引退とかするの？」

　ここで、フィオがもっともな疑問を口にした。

　確かに、神が引退だの隠いん居きよだのをするとは聞いたことがない。

「……女神だって永遠の存在じゃない。いつかは力が衰おとろえ、天上に君臨する資格を失っちゃう。だから、継承者を準備しておく必要はあるんだよね」

「あんたは、力が衰えたってわけか？　それで、フィオを跡あと継つぎに決めたってことか？」

　ナギの質問に、聖女神がこくりと頷うなずく。

「といっても、私が継承者探しを始めたのはもう何百年も前だけどね。いつか現れるだろう、跡継ぎにふさわしい力を持った者への試練をちょこっと準備しておいたりとか」

「試練の準備って……まさか、グランドクエストのことか!?」

「はい、当たり。グランドマスター君、いいカンしてるねっ」

「ねっ、じゃねぇよ！」

　ナギは、以前から薄うす々うす感じていた。

　グランドクエストは、まるでフィオのために用意されているかのようだと。

　まさか──その予感が大当たりだったとは。

「って、何百年も前？　あんたが継承者を探し始めてそんなに経たってるのか？　それじゃあ、あんたはもう力が衰えてるってことか？」

「衰え始めてから準備を始めちゃダメダメ。何事も計画的に。神だろうと人だろうと、そこは同じなんだねっ」

「…………」

　実在すら疑われていた伝説のクエストが、女神の入念な準備の産物だったとは。

「ちょっと待ってください。ですが、フィオ様の呪のろいは？　それも、聖女神様がかけたものということですか？」

「おっ、そこのブラックメイドちゃん、いいとこに気づいたね。呪いは私が意図的にかけたものじゃないよ。私、そんな性格悪くないもん」

「〝もん〟って……」

　ルティの質問に答えた女神に、ナギは呆あきれた目を向ける。

　最高の女神がこんな気さくな口調でいいのだろうか。

　ブラックメイドという呼こ称しようもえらく軽い。

「それは世界のルールっていうか、女神を生み出すための自然の摂せつ理りというか。えっちなことをしたら子供が生まれちゃうのと同じなんだよねっ」

「そのたとえもいらんだろ！」

　紅い戦団の仲間たちと同じく、聖女神も余計な一言が多すぎる。

「女神になった者はみんな呪い──試練を受けたんだよ。でも、フィオーネの試練だけは違ちがってた。次の私になるための、私が準備した試練を受けなければまともに生きることも難しい人生が用意されちゃった」

「……聖女神、あんたのせいじゃないとしても腹の立つ話だな。フィオの人生をなんだと思ってるんだ？」

　ナギは、今にも剣けんを抜ぬきそうになる自分を必死に抑おさえる。

　フィオが心配そうな目を向けてきていることに気づかなければ、本当に抜いていたかも。

　そうだ、こんなところで激げき昂こうしても意味がない。

「確かにフィオーネは気の毒だと思う。けど、私の後こう継けい者しやは必要なんだよね。パーティにリーダーが、人に王が必要なように、女神にも聖女神が必要だから」

「だとしても……いや、いい。そうだ、俺たちの用は一つだ。次のグランドクエスト──それだけじゃない、全部のグランドクエストの在処ありかを教えてくれ。片かたっ端ぱしから挑ちよう戦せんして、全部ボスを叩たたっ斬きって、フィオの呪いをまとめて解いてやる！」

「その意気や良し！」

「ここ、俺を褒ほめるところか!?」

　女神というのはなにを考えているのかわからない。

　エイリスや剣の女神が特とく殊しゆというわけではなさそうだ。

「そもそも、ツッコミどころが多すぎるんだが。グランドクエストを準備したってことは──あの面めん倒どうくさいダンジョンとかボスとかもあんたの仕込みなのか？」

「ふー、質問多いなあ。ちょっとお茶を振ふる舞まおうとか思わないのかねっ？」

「かね、と言われても。女神にお茶を振る舞うっていうのも変な話じゃないか？」

　冒ぼう険けん者が女神と出会うことは稀まれにあるが、お茶を振る舞ったなんて話は聞いたことがない。

「ああ、これは失礼を。すぐにお持ちしますね」

　紅い戦団は冒険者の中でも唯ゆい一いつ、冒険メイドなんて珍ちん種しゆがいるパーティだった。

　聖女神はその場に座り込み、お茶の支し度たくを始めたルティをにこにこ笑って見ている。

「おい、エイリス……本当にあれ、聖女神だと思うか？」

「……うーん、エリりんの中の人が女神なのは間違いない。強力な女神だっていうのも。ただ、なんだかなあ……ううーん？」

　ナギが小声で話しかけると、エイリスは大きく首をひねった。

　バーサーカー神官にしてはさっきから妙みようにおとなしかったが、なにか疑問があるらしい。

「もしかしてヤバい奴やつなのか？　それなら……」

「おいおいナギナギ、戦うのはまずいぞ。相手はあれでも女神なんだから。それに、まだ肝かん心じんなこと聞いてないし、殺やるならあとだ！」

「いや、殺りはしないけど……」

　怪しげとはいえ女神だし、そもそもエリーゼの肉体だ。傷つけるわけにはいかない。

「ちょい引っかかることがあるだけだ。ただ、あたしもなにが引っかかってるのか……」

「おまえにわからなきゃ、誰だれにもわからないぞ……」

　そんな話をしている間に、ルティがお茶を淹いれ終えて、聖女神に差し出した。

　あいつ、よく聖女神にビビりもしないで近づけるな……と、ナギは幼なじみの度胸に今さらながら驚おどろく。

「ほふー、これは美お味いしいね。ブラックメイドちゃん、いい腕うでしてる！　冒険メイドなんて百年に一人もいないけど、パーティに一人いると癒いやされるよねっ！」

「ええ、癒しも私のお仕事ですから。ね、ご主人様」

「…………」

　ナギはノーコメント。そろそろツッコミ疲つかれてきている。

「美味しいお茶をいただいたことだし、そのお礼に聞きたいことを教えてあげようか。ブラックメイドちゃん、お手て柄がらだね！」

「いえーい！」

　聖女神と腹黒メイドは気が合うようだ。この二人がコンビを組んだりしたらさぞ恐ろしいことになるだろう。

「ブラックメイドちゃんに感謝しながら聞きなさい。グランドクエストは、私が継けい承しよう者しやに与あたえる試練としてつくったもの──であると同時に、継承者を育てるためにつくったものでもあるんだよねっ」

「その試練をかいくぐる強さを持った者だけが、聖女神を継つげるってこと？」

　質問したのはフィオだ。あまり口数は多くないが、聖女神の話をもっとも聞きたいのは彼女だろう。

「そんなとこ。君たちはグランドクエストを二つクリアしてるんだよね。あの〝生きた古城オートキヤツスル〟も、〝死デせツるド海リをイ征シくツ船プ〟も私が用意したんだよねっ」

「あのタチの悪いスキルを使うボス二体もあんたの仕込みなのか？」

「半分はそうかな」

「半分……？　なんだ、それ？」

「〝支配者ドミネーター〟も〝覇皇ダイナスト〟も、古代から存在していた強力なモンスター。暴れ回っていた彼らを私がどつき回して、命を助ける代わりにグランドクエストのボスに据すえたんだよねっ」

「ど、どつき回した……？　あの二体を？　なんという強さ……僕とお手合わせ願えないだろうか……！」

　ミフユが、今にも剣を抜きそうに身体からだをうずうずさせている。

　このサムライの剣術バカも相当なレベルまで極きわまっているらしい。

「落ち着け、ミフユ。でも、あの二体を倒たおしたなんて……」

　最強の紅い戦団が全ぜん滅めつしてもおかしくないほど、支配者も覇皇も圧あつ倒とう的な強さを誇ほこっていた。

　聖女神が、あのボス二体を倒すほどの力を持っているとは──

「クエストにはボスが必要だからねっ。まあ、支配者を一つ目のグランドクエストのボスに据えたのはちょい失敗だったかも。あいつのスキル、ちょっと反則すぎたからねっ」

「あんた、そんな軽く……」

　ナギたちも支配者の時を遡さかのぼるスキルには特に苦しめられた。

　剣の女め神がみの助けがなければ、本当に全滅していただろう。

「ま、倒せたんだからいいよ、いいよ。とにかく、継承者の試練は私が倒した強力なモンスターたちをボスとして君臨させることで完成した！　ふはは、過去には挑戦した冒険者たちもいたけど、結局誰もクリアできなかったしねっ！」

「ちょっと待って。わたしへの──聖女神の継承者への試練なんでしょう？　もし、他ほかの冒険者がクリアしちゃってたらどうしてたの？」

　フィオの疑問はもっともだった。

「その場合は、しょうがない。継承者候補がいないパーティでもグランドクエストをクリアできるなら、人間の力はたいしたものだってことだよ。少なくとも、人間は聖女神なんて存在を必要としないのかもしれない」

「……けっこう適当なんだな」

　ナギが他に知っている女神は、剣の女神と知識の女神だけだが、彼女たちも変なところで雑だった。

「私が知る限り、グランドクエストをクリアできる可能性があったのは──君たちが〝団長〟と呼ぶあの子だけだねっ」

「団長!?　あの人、そこまで凄すごい人だったのか……!?」

　ナギも、単純な強さなら自分より団長のほうが上かもしれないと思っていたが。

「その団長はグランドクエストに挑戦すらしなかったけどねっ。ま、挑戦せずに引き返した判断力が彼女の優ゆう秀しゆうさを示してたってことっ」

「それは、俺もそう思うけど……」

　難関クエストに挑戦するか引き返すか、冒険者にとってその見極めは重要だ。

　団長は判断を間違わなかったのだろう。

「うん、まあ……グランドクエストとわたしの役割とか、その辺はだいたいわかったよ。じゃあ……残りのグランドクエストのことも教えてもらえる？　わたしは、記き憶おくを取り戻もどさなきゃいけないんだよ」

　フィオは杖つえを握にぎり締しめたまま、一歩前に踏ふみ出した。

　ナギはその決意を秘めた横顔に、完全に見とれてしまう。

　ああ、可愛かわいい……真ま面じ目めな顔のフィオもめっちゃ可愛い……。

「そうだね、私を降臨させたこの子と、美味しいお茶を淹れてくれたブラックメイドちゃん、女神になれると信じて疑わない美び貌ぼうの盗とう賊ぞくちゃん、私と斬り合いたいサムライちゃん、なにが起きてもすぐに継承者ちゃんを守れるように私をずっと警けい戒かいしているグランドマスターちゃん。それに──まあ、君はいいや」

「おおーいっ、放置プレイか！　あたしの新たな性せい癖へきの扉とびらが開きそうだ！」

　エイリスがずっこけそうになっている。

　どうも、さっきから聖女神は剣の女神の分御霊にあまり興味がなさそうだ。

「フィオーネ、紅い戦団のみんなに免めんじてもっとも大事なことを教えてあげよう」

「もっとも大事なこと……？」

　フィオが首を傾かしげている。これも可愛い。

「そう、私は──七つのグランドクエストをつくり出し、六体の強力なモンスターをボスとして君臨させたんだよねっ」

「六体……？　グランドクエストの一つは、ボスがいないってことなの？」

「いいえ、違ちがう。継承の試練は、七つのダンジョンを突とつ破ぱし、六体のモンスターを倒し、そして最後に──」

　聖女神は、右手を高く掲かかげた。

　蒼そう穹きゆうに、突とつ如じよとしてぱっと黄金色の光が満ち──

「なんだ……!?」

　ナギは慌あわててフィオを後ろにかばうようにして前に出た。

　冒険者としてのカンが、フィオを、仲間たちを守れと警告を発している！

「ナギ君、あれを──！」

「なにっ……！」

　真っ先に異常に気づいたのはフィオだった。

　フィオが杖の先で示した空に──巨きよ大だいな竜りゆうが浮うかんでいた。

　いや、違う──竜ではない。巨大な翼つばさを広げた竜の形をした構造物が浮いている！

「なんだ、あれは……！　竜の船……？」

「竜の形は、ただの趣しゆ味みだよ。かっこいいよねっ。そう思わない？」

　聖女神が、右手を掲げたままにやにやと笑っている。

「あれこそが、七つ目のグランドクエスト、天空を舞まう要よう塞さい〝セブンス・ヘブン〟！」

「七つ目──最後のグランドクエストか!?」

　ナギは、竜の形をした船から目を離はなせなかった。

　もしかすると、〝生きた古城〟よりも巨大かもしれない。そんなものがふわふわと宙に浮かんでいるとは。

「そう、そして──この聖女神自身が、〝セブンス・ヘブン〟のボス。私を倒すことで、継承者の試練は終わるんだよねっ……！」

「…………っ！」

　ナギもフィオも、レイアもルティもミフユも、それにエイリスも。

　紅い戦団の全員が息を吞のみ、微笑ほほえむ聖女神とその真上に浮かぶ巨大な要塞に目を奪うばわれていた──



















　　　３　降臨女神の極限試練




　セブンス・ヘブン──

　明らかに、紅い戦団レツド・バトリオンがこれまでに挑ちよう戦せんしてきた二つのグランドクエストとは違う。

　空を飛ぶ巨大な要塞、というだけでも異様だが──

　要塞そのものから、まるで強力なボスモンスターのような圧力が感じられる。

「あれが最後のグランドクエスト……！」

　ナギは、まだ天空の要塞を凝ぎよう視ししている。

　さすがに今は、ふざけている余よ裕ゆうはない。

　エイリスですら緊きん張ちようした表情で、既すでに仕し込こみ杖づえから刃やいばを引き抜ぬいて構えている。

「私が君たちの前に現れるのは最後の最後──六つのグランドクエストをクリアしたあとのつもりだったんだけどねっ。でもまさか、私を降臨させられるアブソルート・スキルの持ち主がいるなんて。この神官、今は紅い戦団のメンバーじゃないみたいだけど、神に限りなく近い人間って言ってもいいかもねっ」

「アレが、〝神に近い〟ねぇ……」

　ナギから見たエリーゼの場合、どちらかというと暗黒神かなにかだが。

「でも、呼ばれたものはしょうがないからねっ。ここで継けい承しよう者しや候補──フィオーネと出会ったのも運命かなっ」

「……運命」

　フィオも既に杖を構えており、聖ユ女ー神ノを警戒しているようだ。

「そう、運命。聖女神ですら運命には抗あらがえない。だから、この流れに乗っかろうと思う。あなたたちが好きな、ノリと勢いってやつだねっ」

「あんた、なんでそんなこと知ってるんだ？」

「グランドマスター、私はこれでも聖女神だってば。今、肉体を同じくしているこの子の記憶くらい読めるに決まってるよねっ」

「……そりゃそうか」

　最高の女神ともなれば、その程度のことはできて当たり前だ。

　おそらくエリーゼ自身は、自分の記憶を女神に読まれても特になんとも思わないだろう。

　あんなのでも、エリーゼは一応神にすべてを捧ささげる神官なのだから。

「いえいえ、ちょっとお待ちになって。流れに乗っかるって……あなた、なにをなさるつもりなんですの!?」

「もうわかってるよねっ。もちろん──三つ目のグランドクエスト、いいえ最後のグランドクエストへの挑ちよう戦せん権けんを君たちに与あたえちゃうよっ」

　聖女神はいたずらっぽく笑うと、ふわりとその場で浮かび上がった。

「いきなりで心の準備ができてないだろうけど、世の中ってそんなものだからねっ。いつだって突とつ然ぜんに大きな転機が来ちゃうものだよ。ま、悪い話じゃないはずだねっ、私は最後のボス──継承者の試練は私を倒せば終わるんだからねっ」

「だ、だからどんどん話を進めるな！　あんたを倒せば終わるっていうのは──」

　ナギは駆かけ出そうとしたが、脚あしが鉄球でも結びつけられたように重い。

　聖女神が、なにか魔ま法ほうを使ってナギの──いや、紅い戦団の動きを封ふうじているらしい。

「おっと、その前に。君たちのとりあえずの目的は、三つ目の呪のろいを解いて、フィオーネの記憶を取り戻すことだったっけ。んじゃ、君たちが意外なほど面おも白しろかったんで、特別にご褒ほう美びあげちゃおうっ！」

「ま、待てって！　ご褒美って……おおいっ！」

　まともに動かない脚を引きずるようにして走りだそうとしたナギの前で、空中に浮かんだまま聖女神の姿が消えてしまう。

　空間転位──詠えい唱しようもなく、魔力の発動すらほとんど感じない早はや業わざだった。

「って、それどころじゃない！　あの女め神がみ、エリーゼに宿ったまま消えちゃったぞ！」

「ど、どうしましょう。エリーゼ様、どこへ……？」

　ナギだけでなく、珍めずらしくルティも動どう揺ようしている。

　このメイドも親友の身体からだを心配しているようだ。

　どうやら、動きを封じていた魔法は解けたようだが──この先どうすればいいのか。

「ふ、普ふ通つうに考えればあの非常識なお空を飛ぶ要塞の中ですわね……」

「考えていても仕方ない！　エリーゼ殿どのを取り戻さなくては！　リーダー、命令してくれれば僕が先頭に立って斬きり込む！」

「ちょ、ちょっと待って、みんな。でも……さっき、あの聖女神ちゃん、ご褒美がどうとか言ってたよ。素す直なおに要塞に入り込ませてくれるほど性格がいいとは思えないの」

　冷静にそう言ったのは、フィオだった。

　ずいぶん辛しん辣らつな台詞せりふだったが、確かにあの聖女神は真っ当な性格ではなさそうだ。

　彼女が言う〝ご褒美〟とやらは、ろくなものではないだろう。

「ん……？　おーい、ナギナギ、あそこあそこ。セブンス・ヘブンだっけ？　あの要塞から、なんか飛んできてないか？」

「なにかって……おいっ、みんな下がれ！」

　ナギは、とっさに全員に注意を飛ばす。

　セブンス・ヘブンの竜の頭部あたりから、なにかが──いや、巨大なモンスターが降ってきている。

「ははーあっ！　まったく聖女神は人使いが荒あらすぎんぜ！　この暴主タイラントをいきなり召しよう喚かんしたと思ったら、わざわざ人間どもと戦えとかよう！」

　どすん、と轟ごう音おんを立てて着地した巨大モンスターは、荒っぽい口調で叫さけんだ。

　その巨大モンスターは、熊くまに酷こく似じしている。

　違いといえば、頭に二本、長い角が生えているところくらいだ。

　熊の形をしたモンスターはそう珍しくないが──大きさが桁けた違ちがいだ。

　紅い戦団が少し前に討とう伐ばつした一つ目巨人サイクロプスよりも巨大かもしれない。

　人間など、その脚でアリのように踏みつぶしてしまいそうなほどの大きさだ。

「あー、おまえは……つまり、グランドクエストのボスってことか？」

「そういうことになってるみたいだなあ！　クソみたいなダンジョンの奥に放ほうり込まれたと思ったら、今度は突然別のダンジョンに召喚とかよう！　あの女神、いつか必ずぶちのめしてやらあ！」

「……なんか、グランドクエストのボスって荒っぽいよな。まあ、礼れい儀ぎ正ただしくても困るけど……慇いん懃ぎん無礼な奴やつはこれ以上いらないし」

「ご主人様、なんで私のほうを見てるんですかね？」

　メイドのルティが、可愛かわいく首を傾かしげながらにっこり笑う。怖こわい。

「はんっ、グランドクエストを既に二つクリアしてるっていうから、どんな奴らかと思えば。ほとんど女ばかりじゃないかよう。ちっ、熱い男の勝負が楽しめると期待したのに、とんだ裏切りだぜえ！」

「──シントウ飛ひ剣けん流りゆう──七の太た刀ち、〝極きよつ光こう乱らん舞ぶ〟！」

「ぐおおっ!?」

　突然、ミフユが右手にニホントウ、左手に脇わき差ざしを握にぎって、両手を翼のように広げ、縦じゆう横おう無む尽じんに斬ざん撃げきを放った。

　ミフユのシントウ飛剣流の奥おう義ぎでも特に攻こう撃げき力の高い、七の太刀──彼が本気でなければ使わない技わざだ。

　鉄のように硬かたそうな暴主の体毛ごと胸部を切り裂さき、鮮せん血けつが飛び散った。

「男同士の勝負をご所望なら僕が相手になろう。ああ、なってやるとも！」

「ミ、ミフユ？　なにをそんなにムキになってるんだ？」

「たまには男らしいところを見せておかないと──いや、なんでもない。どのみち、倒たおすんだろう、あの熊を」

「ま、まあそりゃそうだけど」

　暴主より、ミフユのほうがちょっと怖い。

「て、てめえ……！　いきなり斬りつけてくるとか、常識ってもんを知らないのかよう！　そっちがそう来るなら、この暴主様も──」

「〝秘法の略奪者スキル・スナツチヤー〟！」

「おおおおおっ!?」

　金色の髪かみをなびかせて、レイアが風のように走り抜け──

　暴主の横を通り過ぎ、舞うようにくるりと回ってから停止。そのときには彼女の手に、淡あわく輝かがやく魔力のかたまりがあった。

「ふん、動物だけあって単純ですわね。スキルを使う前の隙すきが大きすぎですわよ」

　レイアは上品に微笑ほほえむと、手を軽く振ふり──魔力のかたまりが消え去った。

　盗とう賊ぞくのアブソルート・スキル〝秘法の略奪者〟は敵のスキルを発動前に奪うばい取る。

　その上、敵は奪われたスキルをしばらく使えなくなってしまう。

　強力なスキルを切り札にしている者にとっては、これほど嫌いやな攻撃もないだろう。

「ス、スキルが消えた……!?　て、てめえ……ここはおとなしくくらっておけよう！　だがよ、俺のスキルはこれだけじゃ──！」

「エイリスちゃん様必殺の──ちょー強い物理キーック！」

「がおおおおおっ！」

　エイリスが矢のように飛び、揃そろえた両りよう脚あしで暴主の顔面を思い切り蹴けりつけた。

　熊の巨きよ大だいな顔が大きく歪ゆがむほどの凄すさまじい威い力りよくだった。

「てっ、てめえ、神官が蹴りをくれるとか……せめて、神聖な魔法で俺を浄じよう化かするとかしろよう！」

「無茶言うなよ。浄化しちゃったら、苦痛の声とか恐きよう怖ふに震ふるえる顔とか見られないじゃないか！」

「絶対、てめえ神官じゃないだろう！　ん……？　ていうか、てめえはまさか──」

「あー、そういうのいいから。グランドクエストのボスはみんな気づくけど、いちいち言われるのも飽あきちった」

　どうやら、暴主もエイリスが女神の分ワケ御ミ霊タマだと気づいたらしいが……。

　仲間たちは、暴主を攻撃するチャンスをうかがっているようで、あまり話は聞いていないようだ。

「ご主人様、頑がん張ばってー。私の声せい援えんが、あなたの力になります！」

「自分で言うんかい！」

　メイドは特に攻撃するつもりはなさそうだ。元から攻撃力はないが。

「えーと、この熊さん、攻撃しちゃっていいのかな……？」

「いや……フィオ、君は魔力を温存しといてくれ。あいつは──俺がやる」

　ナギは、剣を構えて前に出て行く。

　歩きながら、やはり以前までのフィオとは違ちがうと思った。

　記き憶おくを失う前のフィオなら、問答無用で最大レベルの凶きよう悪あくな魔法を暴主に叩たたき込み、悲痛な叫びを上げさせていたことだろう。

　今のフィオは、ナギたちとの思い出だけでなく、戦せん闘とう経験も失われた状態なのだ。

　だから、取り戻もどさなくてはならない。

　紅い戦団の最強の魔ま法ほう使つかいにして、最高に可愛い女の子を。

「それじゃあ、行くか。悪いが──今の俺は本気出せちゃいそうだ」

「あん？　てめえ、なにを偉えらそうに。この暴主様をザコ扱あつかいしてると後こう悔かい──」

「後悔するのはおまえだ。あのな、俺たちはもう二度グランドクエストに挑いどんで、二体のボスを倒してるんだよ」

　ミフユの七の太刀、レイアの秘宝の略奪者、ついでにエイリスの蹴り。

　威力もタイミングも、以前のグランドクエストボスに使ったときとはまるで違う。

「知らないのか？　冒ぼう険けん者っていうのは──戦って成長するんだよ」

　経験を積み重ね、強くなる。紅い戦団は既すでに限界ギリギリまで強くなっていると思っていたが、強力なボスたちとの戦いでまだ成長を続けているのだ。

　もちろん、ナギ自身も例外じゃない──

「〝無限の超越者オーバーリミツト〟──前は、追い込まれないと使えなかったんだけどな。今なら、俺の意志で発動できる！」

　生命力、攻撃力、防ぼう御ぎよ力、魔力、精神力、敏びん捷しよう性──さらには、幸運などという目に見えない力まで限界を超こえて引き出す。

「俺は剣とともに極限へ至った──〝万能の担い手グランドマスター〟。すべてのスキルを操あやつる者。すべての力を──極きわめる者！」

「ちょ、ちょっと待てえ！　こんなバカな！　この暴主様が、まるでザコみたいにやられるなんてあり得な──」

「もうおまえは、グランドクエストのボスは、俺たちの敵じゃない！」

　ナギは高く跳ちよう躍やくし、剣を振り上げて──無限の超越者で強化された力をすべて刃やいばに乗せて、全力で振り下ろした。

　ただ振り下ろすだけの斬撃が、無限の超越者を使ったグランドマスターならば天地を砕くだく一撃となる──

　ナギの渾こん身しんの一撃は、暴主の身体を真っ二つに斬り裂き──着地したときには、その巨体は砂すな粒つぶのようになって崩ほう壊かいしていた。

「ふう……ま、速そつ攻こうで倒すのが正解だよな。また面めん倒どうくさいスキルを使われる前に」

　おそらく、暴主も紅い戦団を全ぜん滅めつに追い込みかねないスキルを持っていたのだろうが、どんな能力だったのかは永遠の謎なぞになった。

「あっさりやられすぎて、ちょっち気の毒だけどなー。安らかにねむねむしろーっ！」

　一応、神官であるエイリスが祈いのりの言葉を捧ささげている。

　あれで安らかに眠ねむれるかどうかは怪あやしいものだが。

「さて、と……またアレが出てきたわけだけど」

　ナギは、崩壊した暴主の肉体があったところへ近づく。

　そこには、一ひと抱かかえもあるきらめく水すい晶しようがふわふわと浮うかんでいた。

〝支配と願いの魔晶石セイクリツド・クリスタル〟──グランドクエストのボスを討伐したクリア報ほう酬しゆうだ。

　どんな願いでも叶かなうという、とんでもないシロモノで──これの力がなくては、フィオの呪のろいは解けない。

「みんなは……いいのか？」

　ナギはリーダーとして、一応みんなの意思を確かく認にんしておく。

「今回は、わたくしたちがグランドクエスト挑ちよう戦せんを望んだのですわ。まあ、だいぶ予想と違った成り行きになりましたが、ひとまずこれで最初の目標は達成されるのですし」

　レイアがそう言うと、他ほかのメンバーもこくりと頷うなずいた。

　フィオだけが、やや不安そうにみんなの顔を見回している。

「というわけらしい。フィオ、その石に願いを言えば君の呪いは解ける」

「す、凄すごい宝物なんじゃないの？　わたしの呪いを解くために使っちゃっていいの？」

「はっはっはー、今回はたいして苦労してないしな！　お小こ遣づかいをもらうくらいの感覚で、使っちゃえばいいぜ！」

　エイリスが変なポーズを決めて、フィオを唆そそのかしている。

　ますます暴主が気の毒になるような言い方だが、フィオはそれで納なつ得とくしたようだ。

　小さく頷き、水晶に近づく。

「え、ええと……願いを言えばいいんだっけ。そ、それじゃあ……わ、わたしの呪いを解いて、記憶を取り戻してください！」

　フィオの願いとともに──支配と願いの魔晶石が目が潰つぶれそうなほどの輝きを放ち、その光がフィオの胸に吸い込まれていく。

　光がすべてフィオの胸の中に消えてしまうと──

「ど、どうだ？　フィオ、記憶は……戻ったのか？」

「…………………………………………死ぬ」

「は？　死？」

「さっそくで悪いんだけど、わたし死ぬことにする」

「はぁ!?　ちょっ、ちょっと待てフィオ！」

　フィオの目は完全に据すわっている。

　おまけに、固く握り締しめた杖つえの先に、魔力が集中させられつつある。

「記憶がなかったとはいえ！　わたし、ナギ君にあんなことやこんなことを！　添そい寝ねとかキャミソールとか温泉とか！　もはや死してこの恥はじをすすぐ以外にあらず！」

「なんでミフユみたいな口調に！　いいから落ち着け！　と、とにかく……記憶は戻ったんだな？」

　ナギの質問に、フィオはこくりと頷いた。

「も、戻ったよ……全部覚えてる。ナギ君に会う前のことも、会ったあとのことも……全部思い出した……ついでに、記憶をなくしてた間のこともしっかり覚えてる。だから死」

「わーっ、それならよかったよかった！　さあ、みんなで〝セブンス・ヘブン〟に挑むぞ！　もちろんフィオの魔法がないとクリアできないからな！」

「…………」

　ナギは強引に、グランドクエスト攻こう略りやくに話を持っていく。

　どうも、フィオは記憶をなくしていた間にナギに妙みように懐なついていたことを恥はずかしがっているようだが──

　こんなところで死なれても困る。いや、どんなところだろうと死なれては困る。

　とにかく、フィオに死なれないためにも──目の前の危機に、空に浮かぶ要よう塞さいに突とつ入にゆうするしかなさそうだ。







　セブンス・ヘブンは上空に浮かんでいる。

　巨大な城の最上階ほどの高さだが、もちろんハシゴをかけた程度では届かない。

「短距離転位ワイドステツプ──」

　フィオが魔法を使い、パーティ全員を竜りゆうの頭のあたりへと瞬しゆん間かん移動させる。

　短距離転位は目に見えている範はん囲い内ならどこにでも瞬間移動が可能だ。

　便利ではあるが、目標の座標に転位するのは、精密な魔力のコントロールが必要だ。

　どうやら、今のところフィオの魔法は正しく発動しているらしい。

「また、呪いでなにか変なことになるかと思ったけど……魔法は大丈夫そうだね」

「ああ、よかった。でも、前の記憶喪そう失しつも発動まで時間誤差タイムラグがあったからな……」

　呪いを解くのも三度目ともなれば、ナギたちも警けい戒かいする。

　フィオは、モンスター引き寄せ、魔法反射、記憶喪失と次々とタチの悪い呪いに苦しめられてきた。

　おそらく、またろくでもない呪いが発動すると思われるが──

「油断はできないけど……さっき聖女神が言ってたな。継けい承しよう者しやの試練は聖女神を倒たおせば終わる、とか。それってつまり──そういうことだよな！」

「うん、たぶん……聖女神を倒せば、わたしを蝕むしばむ笑えない呪いももうかからないってことだと思う。やっと……やっと、わたしも普ふ通つうの冒険者になれる……！」

　フィオは、杖を抱かかえ込むような体勢になって、感動している。

「……いえ、聖女神を倒せるような方は普通の冒険者からはほど遠いと思いますわ」

「既にセブンス・ヘブンに入ってるんで、のんびりお話ししてる場合じゃないと思いますけどねー」

「ナギ殿どのもフィオ殿も、無む駄だにのんきすぎないか？」

　レイアたち三人が、じーっとナギとフィオの顔を睨にらむように見ている。

「な、なんのことかな。俺たち紅い戦団はいつもこんなもんだろ」

「そ、そうだよ。わたしも全部思い出したし、紅い戦団はいつもこんなもんだよ」

「いやー、ほら、記憶が全部戻ったってことは、この前のナギナギの捨て身の告白も思い出したってことだし！　いつもは鈍にぶいナギナギも、フィオるんが告白のことを思い出したって気づいちゃって、二人揃って気まずいんじゃないかな！」

「なっ、なんでわかるのエイリスちゃん!?　い、いつの間に人の心を読むスキルを!?」

　あっさりとフィオが自白する。

　別にエイリスは誘ゆう導どう尋じん問もんのつもりもなかっただろうが。

「え、えーと……そ、その件については……重要案件ですので、一度こちらでお預かりして検討させていただくということで……」

「フィオさん、なにをおっしゃってるんですの……優ゆう柔じゆう不ふ断だんな大臣みたいなことを」

　まるで大臣に知り合いがいるかのようなツッコミだった。

「い、いや！　それでいいんだよ！　これからもっと重要なグランドクエスト攻略が待ってるんだから！」

　ナギのほうも冷静からはかけ離はなれた状態だ。

　勢い任せだったとはいえ、はっきりと自分の気持ちをフィオに告げてしまったのだ。

　返事に期待する部分が多少──いや、かなりあったとはいえ、実際に返事を聞くとなるともう怖こわくてたまらない。

　はっきり言って、フィオが棚たな上あげにしてくれるなら、それにがっつり乗っかりたい。

「ま、いっかー。それに……もしフィオるんが『いいよ』なんて言ったら、女め神がみ契けい約やくが解けちゃう可能性もあるしなー」

「……そういうことにしとこう」

　エイリスの小声でのささやきに、ナギは頷いた。

　いいよ、とフィオに言ってもらえるならグランドクエストも投げ出してもいいくらいだが。

　実際のところ、もしそんな夢のような状じよう況きようになるとしても、女神契約が解けたら困るなんてレベルの話じゃない。

　ナギは、女神契約のおかげでグランドマスターになっている。

　その女神契約が解けたら、ナギが持つ多種多様なスキルがどうなるか予想もつかない。

　だから、告白の件はひとまず棚上げにする。フィオもそのほうがいいみたいだし。

　ナギは自分を納得させ、剣けんを高く掲かかげる。

「さあ行くぞ、みんな！　思ったより前まえ倒だおしになったけど、最後のグランドクエストだ！　たぶん〝生きた古城オートキヤツスル〟〝死デせツるド海リをイ征シくツ船プ〟よりキツいだろうけど、俺たちはこのクエストをクリアして伝説のパーティになる！」

「……この方、いつも同じ言い回しでわたくしたちをノせようとしますわね」

「ご主人様は不器用なんですよ。噓うそのパターンをいくつも思いつかないんでしょう」

「はははー、どうせどう言われようと挑戦するんだし、同じことだな！」

「まあ、そういうことだな。これまでと同じグランドクエストではやりがいがないというものだ。最後のグランドクエストというなら、僕たちを楽しませてくれるだろう」

「……エリーゼちゃん、助けないといけないものね。わたしの呪いを解くためにアブソルート・スキルを使ってくれたんだし。借りは返さなきゃ」

　反応はそれぞれだが、パーティの仲間たちもグランドクエスト挑戦に反対はしていないらしい。

　フィオの呪いが解けて状況は変わったが、元から紅い戦団は次のグランドクエストに挑戦する気満々だったのだ。

　その勢いはまだ消えていないようだ。勢いで生きているメンバーばかりというのは面めん倒どうくさいが、たまに時々助かることもある。

「よし、みんなにも賛成してもらったところで──」

「あ、ナギ君、来たよ」

　フィオが杖の先で、前方を指し示した。

　ナギたちがいるのは竜の頭の形をしたあたり、天空要塞の入り口の部分だ。

　竜の首の根元にあたる部分に、要塞内部への扉とびらがあり、そこが勢いよく開き──

「ガーゴイル、かな？　たぶん、普通のガーゴイルじゃないだろうけど」

　フィオは首を傾かしげながら、扉から現れたモンスターたちを観察している。

　基本的には人間によく似た姿形、醜みにくい顔に角を生やし、コウモリのような翼つばさを広げている。

　石像に擬ぎ態たいしていることも多い、ガーゴイルというモンスターに酷こく似じしているが、グランドクエストに出てくるモンスターである以上、ただのザコではないだろう。

　数は、二十体以上──翼をはためかせ、空中を高速で飛び、ナギたちに迫せまってくる。

「邪じや魔ま。空と地を貫つらぬけ稲いな妻ずまよ──〝天地雷裂ストライクボルト〟！」

　フィオは〝高速詠唱フラツシユ・ワード〟で一瞬のうちに長い詠唱を終えると、杖を掲げ──空からいくつもの稲妻が降り注いだ。

　稲妻はガーゴイルの群れに直ちよく撃げきし、あっという間に二十体以上の怪かい物ぶつたちを焼き尽つくして、その肉体を消しよう滅めつさせてしまう。

「ふう……何度放っても、〝天地雷裂〟は気持ちいい……すっきりする……ふああ」

　フィオは、絶頂でも迎むかえたかのように、うっとりした顔をしている。

　ガーゴイルが強力なモンスターかどうか確かめる暇ひまもなく、瞬しゆん殺さつ。

　パーティ全員が、フィオの魔法の威い力りよくにあらためて呆あつ気けにとられてしまう。

「さ、さすがフィオ殿だ。記き憶おくが戻もどって、魔法の威力まで増したような……」

「もしかして、これがフィオ様の本来の実力なんでしょうか……モンスター引き寄せなんかは、別に実力とは関係ないはずですけど、明らかに以前と威力が違ちがいますね。これは敵に回したくないですよ」

　ミフユとルティがぼそぼそ話している。

　二人の言うとおり、フィオの魔法は威力を増しているようだ。

　もちろんフィオも二度のグランドクエストを経験しているのだから、さらに強くなっているのもあるだろう。

　だが、さっきの魔法の威力はそれだけでは説明しきれない。

　ナギはフィオのことならよーく知っている。

　同じ〝天地雷裂〟でも、以前に一つ目巨人に使ったときと比べて二倍近い破は壊かい力だった。

「あ、また来た。なんか空から来てるよ」

　フィオはまた、杖つえで前方を指し示した。

　今度は要塞の中からではなく、上空からモンスターの群れが飛んできている。

　グリフォン──鷲わしの上半身と獅し子しの下半身を持つ、ガーゴイルと同じく〝飛行系〟に分類されるモンスターだ。

　上級クエストのボスとしても現れる強力なモンスターだが、今度は三十頭ばかりいる。

「〝生きた古城〟は鎧よろい系、〝死せる海を征く船〟は海かい棲せい系のモンスターが多かったけど、ここは飛行系か。飛行系って強いモンスター多いんだよなあ」

　ナギは、ぶつぶつとぼやいた。

　ただでさえ、空を飛ぶモンスターは攻こう撃げきが当てにくいという対処の難しさがある。

　その上、飛行系は強力な魔ま法ほうやスキルを使うモンスターも多い。

　これは少しばかり厄やつ介かいかもしれない──

「ちょうどいい。いろいろあったけど、敵を大量に薙なぎ払はらえばすっきりする。どんどん出てきてくれていいよ」

　フィオがぼそりと物ぶつ騒そうなことをつぶやき、また詠唱を開始する。

　上空では、グリフォンたちも一いつ斉せいに得意の風系の魔法を発動させようとしている。

「そっちが風なら、こっちも風。このフィオーネ・ペイルブルーと魔法で勝負する愚おろかしさを笑うといいよ！」

「フィオ、またなんかキャラ変わってないか!?　つーか、まだ序じよ盤ばんなんだからあまり魔法を連発されても！」

「いえいえ、そこはご安心を。魔力回復の高級ポーションを十本ほど仕入れてありますから。裏の──いえ、闇やみの──いいえ、近所のお薬屋さんで買っておきました」

「……さすがメイドだな」

　紅い戦団でもわずかしか所有していなかった最高級の魔力回復ポーションは、〝生きた古城〟で使い果たした。

　しかし、有能なメイドさんは怪あやしげなルートで新たに仕入れてあったらしい。

「ありがとう、ルティちゃん。それならポーションがぶ飲みで遠えん慮りよなくいけるね。渦うず巻まき乱れよ、双ふたつ風かぜ──爆乱双嵐ダブルトルネード！」

　フィオの杖から凄すさまじい魔力が解き放たれ、グリフォンの群れを挟はさみ込むようにして二つの巨きよ大だいな竜たつ巻まきが突とつ如じよとして発生した。

　二つの竜巻は互たがいに激しく衝しよう突とつし、さらに激しい風の渦を巻き起こして──グリフォンたちをすり潰つぶしていく。

「おお……グリフォン的な奴やつらがあっという間に……」

　ナギは、ぼんやり空を見上げている。

　グリフォンたちが強いかどうか確かく認にんする前に、全ぜん滅めつさせてしまうとは。

「うん、調子最高。まだまだ魔力にも余よ裕ゆうあるし、もうわたし一人でいいくらいかも」

「あ、うん……俺もそんな気はするけど、あまり無理はしないでくれよ……」

「えっ、あ、そう……？　わ、わかった。無理しない。ナギ君の活かつ躍やくを凝ぎよう視し──じゃない、みんなの後ろで援えん護ごしておくよ。ふわわ、ナギ君に心配されちゃった……」

「ん……？」

　ナギは、フィオの言葉の最後のほうはよく聞き取れなかった。

　彼女が顔を赤くしている理由も謎なぞだが……フィオの考えていることが読めないのはいつものことだ。

「とりあえず、モンスターも打ち止めみたいだから前に進もう。ダンジョンだからな、レイアは俺と一いつ緒しよに前衛を頼たのむ」

「え、ええ。なんだかフィオさんに睨にらまれてますが……わかりましたわ」

　レイアがフィオに怯おびえながら、ナギの隣となりに並ぶ。

　フィオは赤面していたのはどこへやら、「呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪…………」とつぶやいているが、ナギはとりあえず気にしないことにした。

　今は他ほかの面倒は置いておいて、グランドクエスト攻こう略りやくに集中しなければ。







　セブンス・ヘブンは竜りゆうの形をした天空の要よう塞さい。

　竜の頭部、首、胴どう体たい、四本の肢あし、翼、それに尻尾しつぽを模した形になっている。

　ナギたちが最初に降り立ったのは、竜の頭部。

　そこから首、背中へと通路が繫つながっている。

　竜の腹部や四し肢しへ降りていく階段も、要塞の外部に沿ってつくられているようだ。

「なんつーか、ずいぶん立体的なつくりのダンジョンだな。たぶん、外側だけじゃなくて内部にも空間があるんだよな」

　ナギは先頭に立ち、竜の首のあたりを慎しん重ちように進んでいる。

　この首もかなりの太さがあり、内部に部屋や通路がありそうだ。

　そこを進めば、竜の腹部──本物の竜なら内臓があるあたりが迷めい宮きゆうになっているのだろう。

「普ふ通つうのダンジョンなら、最深部を目指せばいいのですが、ここはどうなっているかわかりませんわね。このまま外を進めば尻尾につきますが、ボスはそんなところにはいらっしゃらないでしょうね」

「尻尾なんてショボイ感じするもんな。なんとなくだけど、あの聖女神はもっと目立つところにいる気がする」

　ナギはレイアと並んで罠わなを警けい戒かいしつつ、進んでいる。

〝生きた古城〟のようなダンジョンならば、ボスは最上階にいるのが定石だ。

　しかし、この竜の形をした天空要塞は、いまいち構造が把は握あくしづらい。

　一番高いところといえば、最初に降り立った竜の頭を模した部分だ。だがそこはスタート地点でしかなかった。

　内部が単なる空くう洞どうということはないだろう。だが、迂う闊かつに突とつ入にゆうするのもためらわれる。

「きゃっ、ちょっ、嫌いやですわ！」

「嫌ってなにが……うおっ」

　ナギはちらりと横を見て、すぐに視線を逸そらした。

　いつの間にか風が吹ふき始め、レイアのドレスのスカートがひらひらと揺ゆれている。

　真っ白で形のいい太ももがほとんどあらわになり、もう下着が見えてしまいそうだった。

「な、なんですの、いきなり風が吹いてきましたわ！　どうなってるんですの!?」

「どうって……あ、あれ？　これってもしかして……！」

　ナギは、周りをぐるりと見回す。

「…………っ」

　同時に、後ろにいたフィオたちの姿も目に入ってきた。

　もちろん、強風のせいで他の女性陣じんのスカートも思い切りめくれている。

「あん、もう……なに、この風……！　み、見られるならもっと可愛かわいい下着をつけておけばよかったよ……！」

「やーん、メイドのスカートをめくっていいのはご主人様だけなのに！」

「まったく、幼女好きのいやらしい風だな！　困ったもんだぜ！」

　女性陣は慌あわてながら、ばさばさと揺れるスカートを押さえつけている。

　それでも風が強すぎるせいで、ルティのロングスカートまでかなり際きわどいところまでめくれてしまっている。

「なんだ、ただの風か。モンスターの攻撃なら、僕が叩っ斬るのに」

　唯ゆい一いつ、ミフユだけは羽織が揺れているが気にしていない。スカートじゃないのだから、当たり前だが。というか、男だからスカートをはくはずもないが。

「……というかミフユ、おまえなんで冷静なんだ……？」

　派手に女性陣のスカートがめくれ上がっているのに、なにも感じないのだろうか。

　思えば、フィオたちがあられもない姿になっても、ミフユは動じたこともなかったような気がする。

「え？　なぜ冷静って、別に女性の下着を見ても……あ、ああ！　い、いや、僕ほどのサムライになれば常に冷静沈ちん着ちやく、残ざん虐ぎやく非道でいられるんだ！」

「残虐非道は関係ないと思うが……」

　ナギは美少年好みという根も葉もない噂うわさを立てられているが、ミフユこそ趣しゆ味みを疑うべきかもしれない。

「っと、それどころじゃない！　この要塞、飛んでるぞ！」

「は？　さっきから飛んでいますわ。ナギさん、なにを今さら──」

「そうじゃない！　さっきは聖地の上に浮うかんでただけだ！　今はほら、前に向かって進んでるんだよ！」

「……なるほど、雲の上なのでわかりませんでしたが、確かに飛んでますねえ」

　ルティが、まるで緊きん張ちよう感かんもなく言った。

　だがそのとおり、このセブンス・ヘブンは文字どおり空中を高速で飛ひ翔しようしている。
















　さっきから吹き始めた強風は、セブンス・ヘブンが移動を始めたせいなのだ。

「おー、これはかなり速度出てるなあ。いいぞ、いいぞ、もっとぶっ飛ばせ！」

「ぶっ飛ばせ、じゃない！」

　ナギは、楽しそうなエイリスを睨みつける。

「こんな強風の中、要塞の外にいたら俺たちがぶっ飛ぶ！　落下して全滅なんてまったく笑えないぞ！　要塞の内部への入り口を探せ！　急がないと、どんどん速度が上がってる！　このまま外にいたら本当に吹っ飛んで地面に真っ逆さまだ！」

　ナギは入り口を探しながら、聖せい騎き士しのスキル〝光波防陣ライトウオール〟を発動させる。

　本来は炎ほのおや凍とう気きを防ぐスキルだが、風よけとしても使える。

「ナギさん、あそこ！　あそこに内部への入り口が見えますわ！」

「え？　ど、どこだ？」

「もうっ、見えにくいですが、柱がなぜか密集してるあたりですわ！」

　レイアがナギの背中にくっついてきて、前方を指差している。

　香こう水すいの甘い匂においと、レイアのほどほどに大きい胸の感かん触しよくが背中に……！

「っと、ああ、あれか？　さすがレイア、よく見つけたな！」

　ナギは胸の感触に気を取られながらも、出入り口らしき扉とびらを見つけた。

　盗とう賊ぞくは視力が優すぐれているだけでなく、観察力も高いのだ。

「そ、それほどでもありませんわ。本当にわかってますか？　あそこ、あそこですわよ」

　さらにレイアがくっついてくる。もはや、彼女を背負っているかのような体勢だ。

「わ、わかってるって。よし、フィオ！　あそこに〝短距離転位〟だ。頼む！」

「ぶー……」

「って、なんでむくれてるんだ!?　え、俺が言ったこと、聞こえてたよな!?」

　フィオは、ぷくっと頰ほおをふくらませてジト目をナギに向けている。

「く、くっつきすぎ……じゃなくて。出入り口、そんなに遠くないよ。ナギ君の根こん性じようで突つき進んで」

「えーっ！」

　できなくはないが、〝光波防陣〟を展開したまま進むのは決して楽ではない。本来、魔ま力りよくでつくった壁かべを一いつ瞬しゆんだけ展開するスキルなのだ。

　なぜフィオが怒おこっているのかも、ナギには意味不明だが……。

　特に意味もなく、根性を見せなくてはならないようだ。







　セブンス・ヘブンの内部は、何層にも積み重なったフロアで構成されていた。

　全体は果てが見えないほど凄まじく広い空洞になっていて──

　その広い空間に、迷路のようなフロアがあちこちに浮いている。

　多た重じゆう積せき層そうタイプのダンジョンで、階段をつかってフロアとフロアの間を行き来しつつ、下へと降りていく構造のようだ。

　空間が歪ゆがんでいるらしく、どう見ても外部から想像されるより内部の空間が広すぎる。

　フロアの一つ一つが、ちょっとしたダンジョンくらいの面積がありそうだ。

　要塞外部からの出入り口から見ただけでも、そのフロアが十以上ある。

　下に向かってフロアが何層、あるいは何十層にも亘わたって積み重なっているようなので、一番下までたどり着こうとしたら、相当に骨が折れそうだ。

「うわあ……こりゃ面めん倒どうくさそうなダンジョンだな」

「要塞の外部を進めば近道シヨートカツトできるタイプですわね。それをさせないために、突とつ然ぜん高速で飛び始めたのではありませんの？」

「あの聖女神、やっぱ性格悪そうだなあ。世界平和のためにも倒たおしたほうがいいんじゃないだろうか」

「……んー、そういえば、ナギナギよ。聖女神を倒すんだよな？」

　ナギがレイアと相談していると、エイリスがぽつりと言った。

「そりゃそうだろ。倒せばもうフィオには呪のろいかからないんだし。それに、倒さないとエリーゼの身体からだから出てくれないんじゃないか？」

「うーん、それはそうだと思うけど。ただ、聖女神を倒しちゃうと、自動的にフィオるんが次の聖女神になっちゃったりするんじゃないか？」

「……ど、どうなんだろう」

　エイリスの指し摘てきはもっともだった。

　聖女神はいろいろ話していたが、結局はフィオを自分の継けい承しよう者しや候補として認めていて、七つのグランドクエストをクリアすれば、正式に継承者とする──と言っていたのだ。

　順番をすっ飛ばすことにはなるが、最後のボスである聖女神を倒せば七つのグランドクエストをクリアしたのと同じことになる──

　つまり、フィオの試練が終わってしまえば、自動的に彼女は次の聖女神になってしまうかもしれないのだ。

　具体的にどうなるのかはわからないが、今までどおりナギたちと冒ぼう険けんができるかどうかは、かなり疑わしい。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。わたしはわたし。聖女神になるかどうかなんて、たとえ神が決めてもわたしは従わない。なんなら力ずくで──」

「うん、力強い言葉なんだけど、もう少し穏おだやかにな」

　他ほかでもないフィオ自身は、聖女神の跡あと継つぎになることは気にしていないらしい。

「それより、呪いを解くことのほうが重要。このふざけた呪いを解けば、わたしも紅い戦団に迷めい惑わくをかけずに冒険できるし」

「……フィオ殿どのが僕たちを全ぜん滅めつさせかけたのは、呪いのせいばかりじゃなかったような」

「呪いを解くのが一番大事だし」

　ミフユのつぶやきを遮さえぎるように、フィオは力強くさっきと同じようなことを繰くり返した。

　とはいえ、フィオの言うとおりではある。

「今のところわかってるのは、聖女神を倒せばフィオにもう呪いはかからないってことだ。もし強引にフィオを聖女神に仕立てられて、天上の世界にでも連れて行かれたら──紅い戦団は天上の世界に攻せめ込む！」

「む、無茶を言うなあ、ナギナギ……！」

　珍めずらしく、エイリスが呆あつ気けにとられている。

　もちろん、ナギは本気だ。たとえ神だろうが魔ま王おうだろうが、フィオを連れて行こうなんて不届き者はどこにいたって倒しに行く。

「エリーゼ様を取り戻もどさなくてはいけませんしね。聖女神様に今後もお役目を続けてもらうなら、エリーゼ様の身体に長く宿っていると悪あく影えい響きようとかありそうです」

「……おまえ、エリーゼの親友じゃなかったっけ？」

「親友だからこそ、エリーゼ様の闇やみもよく知っているのですよ♪　ご主人様がご存じなのは、たぶんエリーゼ様の闇の一いつ端たんですよ？」

「うん、一端で充じゆう分ぶんだな……」

　詳くわしく知ると頭痛の種が増えそうだ。世の中、知らないほうがいいこともある。

　それよりも、ナギにとって重要なのはフィオのこと。

　さっき謎なぞの不ふ機き嫌げんモードに入ったフィオにかっこいいところを見せなければ。

「っと、また来たぞ。今度はハーピーか……二十体以上いるな。さっきからずいぶん大おお盤ばん振ぶる舞まいというか、普ふ通つうに大群で出てくるなあ」

　ハーピーは半はん人じん半はん鳥ちようのモンスターで、強力な脚あしの爪つめで襲おそってくる。

　これから無数に積み重なっているフロアをクリアしていくのもうんざりするが、モンスターの襲しゆう撃げきも少なからずあるのだろう。

　ただ、それもフィオにいいところを見せる機会が増えると考えれば──

「爆はぜよ──無限爆裂インフイニツト・バースト────────っ！」

「うおっ!?」

　ナギたちめがけてまっすぐに飛んできていたハーピーたちの群れの中に、一つ爆ばく発はつの光が現れたと思うと、連れん鎖さ的に次々に爆発が起こり──

　爆発の光がすべて消えたときには、ハーピーの群れも跡あと形かたもなく消え失うせていた。

「フィ、フィオ……さっきから容よう赦しやないな！」

「あ、そうだった。無理はしないんだっけ……でも、ああいう空飛ぶモンスターの群れは魔法使いが薙なぎ払はらったほうが早いよ」

「そ、そうなんだけどな……」

　今日のフィオは、なんだか一味違ちがう。

　元から派手な魔法をバンバン使うタイプではあったが、今は全力全開、止まらないという感じだ。

「呪いがない今が、やっぱりチャンスだし。ザコはわたしにもガンガンやらせて。わたしもたまには、魔法使いらしく戦いたいの」

　フィオはかなり興奮している。この高いテンションが魔法の威力に繫がっているらしい。

　ナギもミフユも遠えん距きよ離り攻こう撃げきはできるが、確かに飛行系のモンスター相手なら魔法使いが対処するのが一番効果的だ。

　フィオがそうしたいというなら、絶好調なのだし、やらせてあげてもいいかも──

「……ん？　フィオ、その手はどうしたんだ？」

「えっ、手？　あ、本当だ。なんだろ、これ……」

　ナギに指摘され、フィオは自分の右手を軽く挙げて、甲こうに浮かんだ──青い模様のようなものをじっと見る。

　魔ま法ほう陣じんなどに描えがかれる魔法文字ルーンに似ているが、ナギは見たことがない。

　フィオも同じらしく、首を傾かしげている。

「もしかして、新たな呪いが発動しちゃったんでしょうか……？」

　つぶやいたのはルティだった。

　ナギもほぼ同時に同じことを思っていたが、一瞬口に出すのを恐おそれたのだ。

　今度は、いったいなんなんだ……？

「うーん、なんだろう。魔法文字だとしたら、端はしのほうが少し欠けてるみたいにも見えるね。いつからこんなのが浮うかんでたのかな──火球フアイアボール！」

「わっ!?」

　いきなりフィオがあらぬ方向に魔法を放ち、ナギはぎょっとする。

「……威い力りよくも狙ねらいも問題なし。魔法は普通に発動するみたい」

「い、いきなり試ためすなよ。フィオ、他ほかに身体に異常はないのか？」

「うん、大丈夫。この魔法文字っぽいのは呪いかもしれないけど、魔法の発動には支障はないみたいだよ。身体も平気だし、記き憶おくもなんともない」

「それならいいけど……絶対、なにかあるよな。めっちゃタチの悪いなにかが」

　ナギの言葉に、パーティのみんながうんうんと頷うなずく。

「そうだとしても、魔法は使えるんだから前に進むのは問題ないよ。この変な魔法文字が浮かんだだけで、具体的な呪いはまだなのかも」

「前も時間誤差はあったからなあ……うーん、でも……」

　ナギは、おおいに不安だった。

　モンスター引き寄せ、魔法反射、記憶喪そう失しつと、フィオの呪いはどんどん悪質になっている。

　しかも、聖女神が現れ、本来七つ目だったグランドクエストに挑いどんでいるというイレギュラーな状じよう況きようだ。

　正直、想像を超えた異常事態が起きてもおかしくないというか……。

「むむむ……その模様、なんか引っかかるぞ……？」

「おい、エイリス、なにかわかるのか！」

「……んにゃ、わからん！　あたしに多くを期待してはいけない！」

「偉えらそうに言うな！　ああ、おまえはさっきからもう……フィオ、ちょっとでも異常があったら言えよ！　場合によっちゃ、引き上げるからな！」

　とはいえ、〝死せる海を征く船〟のようにグランドクエストからは逃にげられないかもしれない。

　それでも、ナギはフィオの安全を最優先に考えるつもりだった。

　グランドマスターの力と、紅い戦団の仲間たちがいればできないことなんてない──

　ナギは、そう信じていた。




　その思い込みが、あまりに大きすぎる間違いだったと気づくのはそれほど先のことではなかった──







　複雑な迷めい路ろを進み、落とし穴や壁かべから飛び出す矢などの地味に悪質な罠わなを見破り、モンスターを薙ぎ払い、フロアを突とつ破ぱしたら階段を下りて次のフロアへ。

　相変わらずモンスターの強さはいまいちわからない。

　フィオが容赦なく瞬しゆん殺さつしてしまうからだ。

　開けた場所では派手な魔法で、狭せまい通路では範はん囲いを絞しぼった魔法と、見事に魔力を制せい御ぎよした攻撃でモンスターになにもさせずに打ち倒してしまう。

　はりきって現れたのにあっさり倒されるモンスターたちが気の毒になるくらいだ。

「……今日のフィオは本当にノリノリだなあ」

「ご主人様も出番無しですね。どうします、耳みみ掃そう除じでもしましょうか？」

「そこまでくつろげねぇよ」

　ダンジョンでメイドさんに耳掃除してもらう冒険者とはいったい？

「……おかしいですわ。さっきからいくつも罠を解除しているのに、まるで役に立てている気がしません。フィオさんに美お味いしいところをすべて持って行かれてますわ……」

「それを言うなら、僕なんて刀を抜ぬいてすらいないぞ。さっき出てきた〝大ガラス〟の群れなんて『シントウ飛ひ剣けん──』と言いかけたところでフィオ殿に燃やし尽つくされた……」

「いやー、あたしなんてみんなケガどころか攻撃をくらいもしないんで防ぼう御ぎよ魔法を使う暇ひますらないぞ。エリりんじゃないけど、ケガしてもらわないとつまらん！」

　ケガはしないに越こしたことはないと思うが、ナギには仲間たちが呆ぼう然ぜんとしているのが理解できなくもない。

　フィオの魔法はキレキレで、モンスターたちの出現と全滅がほぼ同時だ。

　その上、フィオは魔力にまだ余よ裕ゆうがあるらしく、回復ポーションも一いつ切さい使っていない。

　ここまでで百体以上のモンスターと遭そう遇ぐうしたと思うが、ナギですら倒たおしたモンスターはせいぜい五体程度だ。

「聖女神の継けい承しよう者しや候補って、凄すごく納なつ得とくできてきたな。もしかして今のフィオ、俺より強いんじゃないか……？」

　元々、単純な火力だけならフィオはパーティでトップだった。

　今日の彼女のように多た彩さいな魔法を的確に使われると、グランドマスターですらかなわないかもしれない。

「フィオにボコボコにされるのも気持ちよさそう……」

「おーい、ナギナギがなんか気持ち悪いこと言ってるぞ！」

「は？　いつものことではありませんか」

　ナギは、エイリスとレイアがひどいことを言っているのも気にならない。

　フィオは可愛かわいいだけでなく、最強の魔法使いでもある。

　もうすっかりフィオの魔法も見慣れていたが──彼女の強さにも、つい見とれてしまう。

　女の子の魅み力りよくは外見や性格だけでなく、強さも含ふくまれるらしい。

　少なくともナギは、フィオの圧あつ倒とう的な火力に憧あこがれすら持ってしまう。

　ああ、フィオはかっこ可愛い……！

「……あれ？　フィオ、手の甲のそれ……」

　と、見とれていると不意に気づいた。

　フィオの手の甲に浮かび上がっていた魔法文字──その形が変わっている。

　いや、変わっているというより──文字の一部が消えている。

「本当だ。どうしたんだろう、これ？　いつの間にか変わってるね」

「……フィオるん、ちょっと見せて」

　エイリスがいつになく真しん剣けんな顔で言い、フィオの右手を引き寄せ、顔を近づけて魔法文字とフィオの顔を交こう互ごに見ている。

「これは……あたしでも治せない？」

「治せない？　なんのことだ、エイリス？」

「いやでも、あれだけ魔法を連発してたんだしなあ。あれ……どうなんだ？」

「おい、エイリス。なにかわかるのか？　それ、いったいなんなんだ？」

「……いや、気のせいだった！　天才幼女のあたしでも勘かん違ちがいすることくらいある！」

　エイリスは無意味に叫さけぶと、フィオの手を離はなして、肩かたをすくめた。

　おそらく、エイリスにわからなければ誰だれにもわからないだろう。

　リッテを連れてくればよかったかな、とナギは少し後こう悔かいしつつ。

「あのー、ところでご主人様。あそこに変なものが見えるんですけど」

「そりゃダンジョンなんだから変なものくらいあるだろ」

　ナギが、ルティが指差しているほうを見ると──

　ナギたちから少し離れた空中、彼の頭より少し高いくらいの位置に数字が浮かんでいる。

「……数字？」

　一いつ瞬しゆん、ナギは首を傾げ──

　空中の数字が30を示していて次の瞬間に29、28と変わっていき──

　さあっ、と全身の血の気が引いていく。

「ヤバい！　なにかカウントしてる！　みんな、逃げ──って、おおいっ！」

　ナギが仲間たちに指示を出そうとしたときには、みんなは既すでに走り出していた。

　フィオすら、あっという間に通路の向こうへと走り去ろうとしている。

「……って、置いてくことないだろーっ！」

　ナギは仲間たちを追いかけ走り出すが──これでもかと言わんばかりに通路が曲がりくねっていて、フロアの出口はまったく見えてこない。

「間に合うか、こんなもん！」

　ナギが絶ぜつ叫きようしたそのとき、カウントは無情に０になり──

　突とつ如じよとしてフロアの床ゆかが崩くずれ、壁も壊こわれて粉々になったフロアごと下へと落ちていく。

　落とし穴どころか、フロアそのものが丸ごと崩れるとは斬ざん新しんな罠だ──

「覚えてろよ、聖女神────っ！」

　ナギはこのタチの悪い罠を仕組んだであろう女め神がみを罵ののしりながら、フロアの破は片へんとともに落ちていった。







　落とし穴、というのはダンジョンでは一番多い罠と言っても過言ではない。

　熟練の盗とう賊ぞくならば床を見ただけで、落とし穴を見抜くこともあるという。

〝生きた古城〟でホールの床が抜けたのも相当だったが、ダンジョンのフロアが丸ごと崩ほう壊かいするほどの大規模な罠の前には盗賊の熟練の技わざも無力だろう。

「あの罠、どう考えてもカウントが短すぎて、回かい避ひ不可能なタイプだったけど……もしかすると、落ちるのが正解だったのかもな」

　ナギは、かなりの高さから落ちたが、けろりとしている。

　落とし穴の底に鋭するどいトゲが仕込んであるような張り切りすぎた罠もあるが、今回は普ふ通つうに下のフロアに着地しただけだった。

「はー、もっと穏おだやかに進ませてほしいですね。私の心のように穏やかに」

「ルティ殿どのの心はともかく、あのカウントダウンは僕らを焦あせらせるための嫌いやがらせだったのかもな。聖女神とやらは、本当に性格が悪い」

「ああもう、ドレスがほこりだらけですわ。わたくしを汚よごすなんて、罪深すぎますわね」

「でもみんな、女神がみんな性格悪いわけじゃないぞ。世の中には、清く優やさしくロリ美しい女神だってきっといるんだ！」

「あの女神の性格は最悪だよ。わたしでもフロアを丸ごと壊したことはまだないのに」

　と、こんな感じで紅い戦団のメンバーは全員これ以上ないくらいに無事だった。

　ナギはみんなから置き去りにされたが、着地した場所は近く、すぐに合流できた。

　もちろん、まったく恨うらんでいない。当然、全然、ちっとも。

　それはともかく、落ちた場所はさっきまでとは大きく雰ふん囲い気きが違ちがう。

「みんなの文句はあとで聞くとして……それよりここはなんだろうな」

　ここまではいかにもダンジョンという感じの迷路ばかりだったが、この場所はまるでどこかの都市のようだ。

　それも、完全な廃はい墟きよ──

　石いし畳だたみの地面に、崩れかけた、あるいは完全に崩れた建物があちこちにあり、ナギたちのそばには噴ふん水すいらしきものもあって、水がちょろちょろと流れ出している。

　人ひと気けはまったくない。

　グランドクエストの深部がにぎやかな街だったら、逆にびっくりだが。

「とはいえ、転位させられたわけでもなさそうだ。上は──アレだしな」

　ミフユが上を見て、ナギもそれにならう。

　そこには、さっきまで紅い戦団がウロウロしていたいくつものフロアの床──というより裏側が見えている。

　重なったフロアを普通に行き来していたら、この廃墟エリアにたどり着くまで相当な時間がかかっただろう。

　さっきのフロア崩壊は罠であると同時に、近道だったようだ。

「わけのわからんダンジョンだな……罠にハマるのが正解なのかよ」

「……盗賊いらんなー」

「なっ!?」

　エイリスのいらんツッコミに、レイアがショックを受けた顔をする。

「ま、とりあえずこの噴水のそばは安全地帯だぞ。モンスターは近寄れない」

「おっ、それはありがたいな」

　エイリスが言うのなら間違いないだろう。

　ダンジョンにはごく稀まれに神しん気きが満ちた安全地帯がある。

　どこのダンジョンにでもあるわけではないが、休息が取れるようになっているのだ。

「ただ、そうなると……やっぱりあれって間違いなくアレだよなあ」

「アレだよね……」

　フィオがナギに同意して、こくこくと可愛らしく頷うなずく。

　紅い戦団がいる広場の向こうに──長い長い幅はば広ひろの階段がある。

　その階段の先には、どことなく神しん殿でんのようにも見える建物。

　紅い戦団のアジトよりも小さいくらいの建物だが、あからさまに怪あやしい。

　これでも冒ぼう険けん者として修しゆ羅ら場ばをくぐってきているナギのカンが告げている。

　間違いなく、あそこにボスが──聖女神がいる。

「ボス戦の前にご休きゆう憩けいをどうぞ、ってところか？　変なところで親切なダンジョンだな」

「いいことでしょう。フィオ様は魔ま法ほうを使いまくったんですから、休憩したほうがいいですよ。フィオ様、ポーションを飲んでおいてください」

「うん、ありがとうルティちゃん。まだ魔力に余裕はあるけど、一応飲んでおくよ」

　フィオはルティから魔力回復用ポーションを受け取り、ごくごくと飲む。

「あれ、もう魔力全快しちゃった。でもまだポーションちょっと残ってる……」

「ああ、でしたらご主人様が飲んでおけばいいでしょう。道中でいくつかスキルを使って魔力を消費してますよね？」

「そうだな、一応もらっておく──って、おおっ!?」

　ナギはフィオからポーションを受け取っておいてから、とんでもない事実に気づいた。

　こ、これは間接キス！　間接キスってやつになるのでは!?

　い、いけない、そんな淫みだらなマネを……冒険の最中にそんな破は廉れん恥ちなことは……！

「ナギさんがなぜ固まってるのか、だいたいわかりますが、これから最大最強のボスに挑いどもうというのですわ。バカなことで悩なやまないでくださいます？」

「まったくだ。なんだか見ていてイラっとする。いいから飲むんだ」

　レイアとミフユがナギの手を摑つかみ、強引にポーションの瓶びんを口につけさせ、飲まされる。

　ああっ、どうせ飲むならもっと感かん触しよくを味わいたかった……と、自分でも気持ち悪くなるようなことを思いつつ、ナギはポーションを飲み干した。

「…………っ、お、美お味いしかった……？」

「い、いや、ポーションだから味とかは別に……」

　フィオも間接キスに照れているのか、真っ赤になっている。

　なんとなくナギは、フィオが照れていることが嬉うれしい。

　別になんでもないこと、とスルーされるよりよっぽどいい。

「では間接キスの次は、耳みみ掃そう除じといきますか、ご主人様。なんならスカートをめくって、生の太ももで膝ひざ枕まくらも可能ですよ？」

「おまえはどうしても耳掃除がしたいのか……？」

「でも、ご主人様。これから最強のボスに挑むんですから。うちのボスを癒いやしておいて、準備万ばん端たんにしておかないと。私の膝枕、とても癒されますよ？」

「あのなあ……」

　ナギはリーダーであって、ボスではないのだが。

「お、お待ちなさい、確かにルティさんの言うことには一理ありますわ。ナギさんを癒しておきましょう。あくまで戦力を整えておくため。それだけのことですけど！」

「となると、この見てるだけで癒される美幼女神官の出番だな！」

「ぼ、僕は別に……ただ、ナギ殿がどうしてもと言うなら」

「いやいや待て、どうしてどんどん話が進んでるんだ!?」

　癒しとか言っているが、嫌な予感しかしない。

「というわけで、準備できましたよー。ただ、いつも持ってる大型テントを忘れてきちゃったので、これしかないですけど」

　と、いつの間にかルティが噴水のそばにテントを広げていた。

　ただし、とても小さい。

　ナギたち全員が、それぞれ一つずつ持っている携けい帯たい型の一人用テントだ。

　恐おそろしく伸しん縮しゆく性のある素材でつくられ、折りたためばスープ皿くらいの大きさになる。

　それとは別に、ルティは全員が入れる大型テントを常にリュックの中に入れているはずなのに。

　この用意のいいメイドが忘れることなどあるだろうか……？

「それじゃあ、みんなでご主人様を癒してあげましょう。フィオ様もどうぞどうぞ」

「み、みんながやるならもちろんわたしも……パーティはいつも一いつ緒しよだしね」

「えええええっ」

　あれよあれよという間に、ナギはテントへと連れ込まれる。

「ちょっ、これめっちゃ狭せまい！　一人用に六人も入るのは無茶だろ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ご存じのとおりこのテントは伸のび縮ちぢみする素材でできてますから。六人入っても、なんとか」

　ナギはテントの中に寝ねかされ、その横にフィオとレイア、さらに腰こしのあたりにルティとミフユが頭を載のせ、エイリスは腹のあたりに乗っかってきた。

　狭いテント内はぎゅうぎゅう詰づめで、身動き一つできない。

　癒されるどころか、窮きゆう屈くつな体勢で余計に疲つかれてしまいそうだが──

　そうなのだが──これはヤバい！

　今すぐ逃にげたいような、ずっとここにいたいような──

「んっ、本当に狭い……ナ、ナギ君、大丈夫……？」

「大丈夫に決まってますわ。こんな美少女にそばに侍はべってもらうなんて、どこの王おう侯こう貴族でもあり得ない幸福なんですから。これ以上ない癒しでしょう」

　フィオとレイアは、ナギの顔に胸を押しつけるような体勢だ。

　ぷにぷに、ふよよんと柔やわらかい胸の感触がナギの頰ほおに伝わってくる。

　フィオのおっぱいの大きさはもちろん、レイアのドレス越ごしの胸もそれなりに大きく、ナギの顔を包み込むかのようだ。

「ぐう、僕はなにをしてるんだ……こんなことをしてたら、本当にバレる……！」

「なんのことか知りませんけど、ご主人様はもうなにがなにやらわからなくなってますよ。ほら、ミフユ様ももっとぎゅーっとくっついて」

　ルティとミフユもナギの腰のあたりにしがみつくかのようになっている。

　もちろん、ルティの胸の柔らかさもしっかり伝わってきて──おまけに、なぜかミフユの身体からだまでふわふわと弾だん力りよくに富んでいて、くっついているだけで気持ちがいい。

「幼女のつるぺたボディ、しっかりと味わって癒されるがいい、ナギナギよ！　これでも、ちょこっとは胸もふくらんでるぞ！」

　エイリスはうつぶせになり、ナギの腹に乗っかっている。

　確かに、ふくらみかけのおっぱいの感触がしっかりと──と、ナギは幼女趣しゆ味みの噂うわさが真実になりそうなことまで考えてしまう。

　狭いテントの中は女の子たちの香かおりが充じゆう満まんし、ナギは頭がくらくらしてきた。

　気のせいか、ミフユまで甘い匂においを漂ただよわせているような気がしてくる。

「あああああ……もうダメだ……！」

　ナギは本当にダメになりそうになりながら、四人の少女と、男とは思えない少年の身体に包まれている。

　甘い香りと、ふわふわおっぱいの感触、腕うでや太ももの肌はだのなめらかさ。

　癒すどころか、ナギを破は壊かいしてきている。

　もはや、りせいはほうかいすんぜんだ！

「あああ、恥はずかしい……でも無人島とか記き憶おく喪そう失しつのときとかを思えば、これくらい……これくらい、なんでもない、なんでもない……」

　フィオは、ぶつぶつなにかつぶやきながら、さらにナギに胸を押しつけてくる。

　ただでさえ大きかった胸が、いつの間にかさらに成長しているような！

　あああ、この成長する巨きよ乳にゆうを俺だけのものにしたい……！

「でも、さすがに狭いですねえ。あ、そうだ。服が邪じや魔まなんですよ。これを脱ぬげば少しはテントの中も広くなります！」

「おおっ、さすがルーたん！　目の付け所が違ちがう！」

「ちょっと待てぇっ！　これ以上なにをする気だ!?」

　ナギは止めようとしたが、身動きが取れないのでなにもできない。

　ルティはするするとメイド服を脱ぎ、清せい楚そな白い下着姿になってしまう。

　続いてエイリスもナギの上で法衣を脱いで、薄うすいキャミソール一枚になった。

「ぼ、僕は脱がないぞ。そんなことまでしなくても……」

「バカ言っちゃいけない、ミフィ。このふわっとした着物が一番邪魔っけじゃないか。そらそら、脱げ脱げ！」

「わああっ、エイリス殿どの！　な、なにをーっ！」

　エイリスが驚おどろくほど鮮あざやかな手て際ぎわで、ミフユの着物を脱がしてしまう。

　ナギの位置からはちょっと見づらいが、ミフユは着物を脱がされ、胸のところにはサラシ、下はまるで女の子のようなパンツが──

「わ、わたしもふわっとした服だし、邪魔だよね……！　というか、もうあとはどうにでもなるといいよ……！」

「こ、このドレスは高級品ですし、こんな体勢でシワでもできたら困りますわね……！」

　などと言いつつ、フィオとレイアまで服をはだけ、今度はブラジャーに包まれた胸がナギの頰に押しつけられてくる。

「あ、あのな、みんな自分がなにをしてるかわかってるか!?　〝冥府の呼び声デモニツク・ハウル〟でもくらったのか!?」

　この異常な状じよう況きようで、みんな理性を失ったのか。

　どうやら、まともな思考能力がなくなりそうなのはナギだけではないらしい。

　狭いテントの中で、六人がひとかたまりになるような体勢。

　しかも、女の子もミフユもみんな下着姿。

　なんだか、温泉に入ったときよりエロいような気がしてならなかった。
















「癒されるような、壊こわされるような……！　どっちなんだ……!?」

　ナギは叫さけびながらも、逃げ出そうとは思わなかった。

　紅い戦団の六人は、ぎゅっと身を寄せ合い──

　そのまましばらくテントから出ることはできなかった。

　もしも誰だれかが外からそのテントを見ていたら、さぞ想像をたくましくしただろう。

　中から数人の女性の恥ずかしそうな声と、男の困ったような声が聞こえ、狭いテントの中でもぞもぞと動き回っているのだから。

　こうして紅い戦団のリーダーと、その仲間たちは最強のボスとの決戦を前に、ある意味では一つになった──







　フィオは、広場のそばをのんびりと散歩している。

　ナギと仲間たちが寝てしまったので、フィオは一人で抜ぬけ出してきたのだ。

　みんな寝ているのだから、変なことが起きる心配もないだろう。

　というより、一人だけ起きていたら自分がまさに変なことをしてしまう自信がある。

　記憶喪失のときにいろいろやらかした記憶もまだ鮮せん明めいだ。

　今、これ以上なにか乙女おとめ的にまずいことをやったら、恥ずかしさで死ぬ。

　少しナギから離はなれて、頭を冷やさなくてはならなかったのだ。

　でも、添そい寝とか温泉とかああいうのは、記憶がなくて情じよう緒ちよ不安定だったせい。

　本当のわたしは、そんなふしだらな女の子じゃないの。

　フィオは、自分に強く言い聞かせつつ──別のことでも困っていた。

　ようやく、まともに魔ま法ほうを使えるようになったというのに、割とあっさりとダンジョンの最深部までたどり着いてしまった。

　実のところはかなりの数の強力なモンスターを倒たおしまくっているので、あっさりでもなんでもないのだが、フィオは物足りなくて仕方ない。

　全力全開、一いつ切さい遠えん慮りよなく魔法を使えるフィオは、あまりに強すぎるのだ。

「おーっす、フィオるーん！」

「……あれ、エイリスちゃん。寝てたんじゃないの？」

「忍にん法ぽう狸たぬき寝ね入いりの術！　遂ついに奥の手を見せてしまったぜ！」

「なんなら、わたしが寝かせてあげようか？　今、絶好調だから〝眠りの雲スリープクラウド〟でゾンビでも寝かしつけられそうな気がするよ」

「や、やめとこうかな……永遠に眠ねむりそうな気もするし……」

　珍めずらしく、エイリスが怯おびえている。

　今のフィオの圧あつ倒とう的魔力を散々見たのだから、当然ではある。

「そ、それよりフィオるん、どうしたんだ？　ぶっちゃけ、一番休まなきゃいけないのってフィオるんじゃないか？」

「ルティちゃんに体力回復のポーションももらったから、全然平気。聖女神の全血液を凝ぎよう固こさせて死の世界へ送り込めるよ」

「い、いや、エリりんの身体だから血液は凝固させないほうがいいぜ……？」

「あ、そうだった。聖女神を倒すことしか考えてなかった。あー、それならどうすればいいんだろ。わたしの魔法だと、どうしてもエリーゼちゃんを傷つけちゃうな……」

「まー、多少の傷はしゃーないんじゃないか？　中の人が聖女神なんだから、たぶんすっげー強力な対魔法結界を何重にも展開してるはずだしなー。むしろ本気じゃないと、傷一つつかないレベルだろー」

「そうなんだ……加減がいろいろ難しそうだね」

　フィオは、こつんと杖つえ先で自分の頭を叩たたいた。

　微び妙みような魔力の調整も大得意ではあるが、簡単な戦いにはなりそうにない。

「それに、あたしもいるしな！　エリりんが生きてる限り、どんなケガでもぐりんぐりん治しちゃうぜ！」

「その擬ぎ音おんはともかく……そうだね、たぶん聖女神を倒さないとエリーゼちゃんの身体も取り戻もどせないんだし。多少の傷は我が慢まんしてもらおうかな」

「そうしろ、そうしろ。聖女神くらいになると、単純な物理攻こう撃げきより魔法のほうが通じやすいだろうしな。フィオるんが切り札になりそうだなー」

「ふーん、エイリスちゃんも女め神がみに詳くわしいんだね」

「ははは、それほどでもないけどな」

「さすが、剣けんの女神の分御霊だけあるね」

「そうそう、本体が秘密主義だから知らんことも多いけど、一応いろいろと──って、なんであたしの正体を!?」

　エイリスが、ぴょこんとその場で跳とびはね、ツインテールの髪かみも一いつ瞬しゆん逆さに持ち上がった。

　さすがエイリスちゃん、可愛かわいい上に面おも白しろいリアクションだ……！

　フィオは、妙みようなことに感心しつつ──

「わたし、魔法使いだよ。女神のことは神官が詳しいだろうし、賢けん者じやの知識には勝てないけど、一応わたしも勉強してるんだから。エイリスちゃん、神官なのに剣を使えたり、ぼそぼそとナギ君と女神の話とかしてたし、なんとなく想像はつくよ」

「む、むうう……バレていたとは……いや、別に正体は秘密じゃないんだけど、あんまおおっぴらにするもんでもないというか」

「別に言いふらしたりはしないよ……オイタをしない限りは」

「それは無理だ！　オイタをしないあたしなんて、あたしじゃない！　存在意義を否定しないでくれーっ！」

「エイリスちゃんの存在意義、そんなとこにあったの……？　まあ、冗じよう談だんだよ。とにかく、誰にも言わない。言っても特に意味はなさそうだしね」

　フィオも、リッテほどではないが世界中の本を読んでいる。

　紅い戦団が集めた稀き覯こう本ぼんなども、一応目は通しているのだ。

　冒ぼう険けんに役立つ情報を見つければ、ナギに褒ほめてもらえるから。

　まあ、読み終えたら鍋なべ敷しきに使ったりするけれど。

　とにかく、フィオも女神については人並み以上の知識を持っている。

　一つ目のグランドクエストのボス、支配者ドミネーターはエイリスを分御霊と呼んでいた。

　そのときは特に気にしなかったが、分御霊の意味するところをフィオはなんとなく知っていた。

　確証はないし、エイリスの正体がなんであろうと詮せん索さくするつもりもなかった。

　だいたい、紅い戦団のメンバーはみんな謎なぞだらけなので、いちいち気にしていられない。

「それで……エイリスちゃん。ここにいるのは、紅い戦団の神官？　それとも、女神の分御霊？　どっちかな？」

　フィオは、小さく首を傾かしげる。

「わたしに用があるんじゃないの？　さっき、わたしの手の甲こうのこれを見てもらったとき、なにかに気づいたみたいだったよね。それとエイリスちゃんの正体って関係ある？」

「……フィオるん、意外と鋭するどいなあ。ナギナギのことしか考えてないかと思ってた」

「なっ、なんのこと!?　わ、わたしはナギ君のことなんてちっとも考えてないんだからね！　勘かん違ちがいしないで！」

「急に変なキャラつくられても」

　エイリスが苦く笑しようして、意味もなくツインテールの髪をいじっている。

　当然、フィオの脳内の大半はナギが占しめているが、そんなことは認められない。

　乙女の恋こいは、秘するものなのだ。全然、秘せられていないが、本人は気づいていない。

「えーと……フィオるん、女神は決して万能じゃないんだ」

「……？　それは、そうだろうね。もしわたしの呪のろいがエイリスちゃんに解けるなら、まずエイリスちゃんを倒してでも呪いを解いてもらうところだけど」

「そんなことはあたしにはできん。たぶん、聖女神自身でも自分を倒す──っていう段取りを踏ふまない限り、フィオるんの呪いは解けないと思うぞ」

「…………」

　予想はしていたので、フィオは驚かない。

　フィオの呪いを解く方法はたった一つだけだ。

　美う味まい話なんてない。そのことは、もう充じゆう分ぶんすぎるくらい思い知っている。

「そうだ、呪いの話だ。フィオるん──フィオーネ・ペイルブルー」

「……はい、エイリス・ウォード。ううん、剣の女神様って呼んだほうがいい？」

「どっちでもいいよ、今は。じゃあ、女神として話をしよう。しましょう」

　エイリスは、いつものようなバカみたいに明るい笑え顔がおではなく、少し困ったように微笑ほほえんで。

「女神にもどうにもならない呪いはあるんです。仮に私が剣の女神とまったく同じ力を使えたとしても、どうにもならないことが」

「それは……？」

「いつも言ってるように、私には治せないものはありません。ですが、それは少しだけ噓うそなんです。一つだけ──治せないものがある」

「……なんかわかってきちゃった」

　フィオは、ずきりと胸が痛むのを感じた。

　エイリスは、おそらくフィオに気を遣つかっている。

　もったいぶっているのではなく、どう言っていいのかわからない、というように見える。

「さっき、あなたの手を握にぎったときに感じたのです。あなたから、失われていくものがあると。それは、私でもエリーゼ・エベックでも、どんな女神でも治せない」

「…………うん」

　フィオは、小さく頷うなずいた。

　エイリスにもまだ確信があるわけではないんだろう。

　ただ、フィオのほうは──確信してしまった。

　エイリスに言われて、初めて自分の中からなにかが消えつつあることに気づいた。

　同時に、その消えつつあるものが、いったいなんであるのかということにも。

「そうか、この魔法文字は……」

　フィオの手の甲に浮うかんだ、見たこともない魔法文字。

　最初に見たときより、文字が明らかに欠けてきている。

　その意味するところは──

「……フィオーネ・ペイルブルーじゃなくて、〝フィオるん〟から〝エイリスちゃん〟にお願いがあるんだけど」

「わかってます。ううん……わかってる！　あたしはフィオるんのお願いを聞こう！」

　エイリスのいつもの声に──フィオは、くすっと笑った。

　それから、エイリスも噴ふき出すようにして笑い出し──

　フィオとエイリス、二人の少女は互たがいの手を握って、その場でしばらく笑い続けた。

　まったく笑うような気分でも状じよう況きようでもなかったけれど。

　なぜか、フィオもエイリスも笑いが止まらなかった。

　フィオの目にも、エイリスの目にも少しだけ涙なみだが浮かんでいたことに──本人たちは気づかないままに。



















　　　４　最強戦団の最終決戦




　グランドクエスト──

　冒険者という存在が生まれてから数百年、実在すら疑われてきた伝説のクエスト。

　紅い戦団レツド・バトリオンは既すでに二つをクリア、今挑いどんでいるのは三つ目であると同時に最後のグランドクエストだ。

「はー、長い階段でしたね。前から思ってたんですけど、ダンジョンって無む闇やみに長い階段が多すぎですよ。出入りするモンスターだって不便でしょうに、なんであんな階段をつくるんでしょうね。ダンジョンをつくる方って、揃そろいも揃って性格悪いんでしょうか？」

「では、ルティさんはダンジョンづくりに向いていますわね」

「ああ、いいですねー。魔法使いにはダンジョンをつくるレアスキルもあるらしいですね。いっそ転職しちゃいましょうか」

「い、いや、割とシャレにならないんじゃないか？　ダンジョンは攻こう略りやくできなければ意味がないし……悪の限りを尽つくされると、僕らでもクリアできないかも」

　広場の先にあった長い階段を登り切ったところで、メイドと盗とう賊ぞくとサムライがどうでもいい話で盛り上がっている。

　今、大きな舞ぶ台たいに向かっているはずなのだが、緊きん張ちよう感かんはまったくない。

「なんか真ま面じ目めな話をしてたあたしたち、バカみたいじゃないか？」

「わたしはバカじゃないよ？」

「あっ、フィオるん自分だけ！　言っておくが、あたしはバカはバカでも並なみ大たい抵ていのバカじゃない！　そのへんのバカと一いつ緒しよにされては女がすたる！」

「…………」

　ナギはいろいろ突つっ込みたかったが、我慢する。

　フィオとエイリスの間でなにかあったようなのだが……とてもとても気になるのだが、なんとなく〝女の子同士の秘密〟感があって、口を挟はさめない。

　それにしても、最高の女神とやらとこれから一戦やらかそうというときに緊張感がないのは、いいのやら悪いのやら。

　全員、体力も魔ま力りよくも全快済み、装備にも損害はない。

　回復アイテムもまだまだたっぷりと残っている。

　準備は万ばん端たん、体調も万全、これ以上ない良い状態で戦いに挑める。

　まるで負ける気がしない。慢まん心しんではなく、ずっとともに戦ってきた仲間たちへの信しん頼らいだ。

「そういえば、宝箱が見当たりませんでしたわね。最後のグランドクエストという割にケチくさいですわ。わたくしの活かつ躍やくの場を奪うばうなんて聖ユ女ー神ノは何様ですの!?」

「モンスターもたいしたことなかったしな。もっと斬きり甲が斐いのあるモンスターたちを配置してもらいたかったものだ。聖女神は人望──モンスター望ぼうがないのか？」

「あと、お台所を用意してもらえば美味しい食事も用意できたんですけどねえ。まあ、自じ炊すいなんてできそうにない生活力皆かい無むって感じでしたね、聖女神様」

「あたしは風ふ呂ろだな！　さっきの温泉もよかったけど、ナギナギのエロい目が気になってゆっくり浸つかれなかったし！　あたしのロリボディがまぶしいからって風呂も用意できないなんて、聖女神もたいしたことないな！」

「これでボスの聖女神も期待はずれだったら、わたしの魔法でこの巨きよ大だいな要よう塞さいを丸ごと破は壊かいして、地上へ叩たたき落としてやろうと思うの」

「…………」

　頼たよれる、仲間たち……そう、みんなは頼れる仲間たち。

　ナギは、必死に自分に言い聞かせる。

　口が悪い問題児ばかりだろうと、みんな腕うで前まえは最高なのだから。腕前だけは。

　あと、フィオは可愛かわいい。フィオ大好き。

　ナギは、自分をごまかしつつ──リーダーとしての役割を果たすことにした。

　階段を登り切った先には、いかにもという扉とびらがあった。

　華か麗れいな模様が刻まれた鉄製の重々しい扉で、ナギの背せ丈たけの倍ほどの高さがある。

　扉の向こうから、特に妖よう気きや殺気などは感じないが──聖女神がいるのは間ま違ちがいないだろう。

「じゃあ……開けるぞ。みんな、いいな？」

　ナギが扉の前に立ち、後ろを振ふり向いて仲間たちの意思を確かく認にんする。

　全員が頷き、特にフィオが可愛く頷いたのを見てから、ナギは扉に向き直って手をかけた。

　ゆっくりと扉を開き──

「……………………ん？」

　扉の向こうには──食堂があった。

　十人以上が食事できそうな長テーブル。金の燭しよく台だいや色とりどりの花々が生けられた花か瓶びん、それに銀色の食器がずらりと並べられている。

　壁かべ際ぎわには由ゆい緒しよのありそうな壺つぼなどの調度品、さらに壁には絵画なども飾かざられている。

「……なんでボスの部屋が食堂になってるんだ？」

「おかえりなさいませ、ご主人様！　お食事にしますか、お風呂にしますか、それともめ・が・み？」

「どんな三さん択たくだよ!?」

　突とつ如じよとしてテーブルの前にメイド姿の少女が現れた。

　というか──メイド服を着たエリーゼだった。

　というか──メイド服を着たエリーゼに宿った聖女神だった。

「とうとう、私が本気を出すときが来たようですね……」

「おい、ルティ！　なにを腕まくりしてるんだ！　冒ぼう険けんメイドの本気ってなんだ!?」

　紅い戦団のメイドは、聖女神に対たい抗こう意識を燃やしているらしい。

「で、でもナギ！　私が！　私がみんなのメイドなのに！　私よりメイドっぽくお迎むかえするなんてひどい！　ひどすぎると思わない!?」

「泣かなくてもいいだろ！」

　ルティは昔のようにナギを呼び捨てにしている上に、言葉遣づかいまで幼い。

　相変わらず思考回路の読めない幼なじみだった。

「あらら、泣かせるつもりなかったんだけど。それじゃ、こんなので……どうかなっ！」

　聖女神が、ぱっと指を鳴らすと、一いつ瞬しゆんにして景色が変わった。

　今度は、室内がまるでパーティ会場のように──

　豪ごう華かな料理が盛りつけられたテーブルがいくつも並び、魔法のランプで室内はまぶしいほどに煌きらめき、どこからか上品な音楽が流れてくる。

　華麗に着き飾かざった王おう侯こう貴族たちがダンスをしていないのが不思議になるような光景だった。

「それじゃあ踊おどろうか、グランドマスター？　大だい丈じよう夫ぶ、私がリードしてあげるからねっ」

「な、なんなんだその格好は」

　いつの間にか、聖女神は胸の谷間もあらわなドレス姿になっていた。

　ナギは、唾つばを吞のみ込みそうになる。

　エリーゼも性格はともかく、誰だれが見ても文句のつけようのない美少女なのだ。

「お、お待ちなさい！　な、なんですの、これは！　ここはフランカ王宮の宴うたげの間ではありませんか──！」

「えー、私はただセブンス・ヘブンを攻略してお疲つかれのみんなをねぎらおうかと思って、豪華なお部屋を適当につくってみただけなんだけどねっ」

「デ、デタラメを！　わたくしがここには二度と戻もどらないと誓ちかったことを知っての嫌いやがらせでしょう！」

　ナギたちにはわからないが、ここは中央大陸南西部にあるフランカ王国の王宮内を模しているらしい。

　まさかと思っていたが、レイアはやはり王宮の関係者のようだ。

　聖女神はそれを知っていて、レイアをおちょくっているのだろう。

「嫌がらせなんて心外な。じゃ、次は──こんなのはどうかなっ」

「い、嫌な予感が……って、やっぱりか！」

　泣きそうな声を出したのは、ミフユだった。

　また聖女神がぱちんと指を鳴らしたのと同時に、景色が一変。

　今度は、ナギがまったく見たこともない、馴な染じみのない部屋になっていた。

　木造で、草を編んだような〝タタミ〟とかいう床ゆか板いたが敷しかれている。

　部屋の奥が一段高くなっていて、聖女神の姿はそこにあった。

　服装は団長が着ているのと同じ、東方の民族衣い装しよう〝着物〟。

　着物はピンク色で美しい花々の模様が入っていて、その合わせから大きな胸が半分ほども見えてしまっている。

「どう？　東方民族のお家を再現してみた。ちなみに、この着物はミフユさんが大人になったらもらえることになっていた、剣けんも女らしさも兼かね備えていた姉上の着物で──」

「ぎゃあああああっ！　斬る！　聖女神だろうが世界大たい帝ていだろうが、叩っ斬る！　そしてあなたを斬ったら僕も腹かっさばいて死ぬ────っ！」

「お、落ち着け、ミフユ！　別に死ぬほどのことじゃないだろ！」

　ナギは、慌あわててミフユの肩かたを摑つかんだ。

　ミフユが女物の着物をもらう、という話は引っかかるが、別に今の話に切腹しなければならない要素はなかったはず。

「はぁ、はぁ、はぁ……なんだか最近、みんなでよってたかって僕の過去を暴あばこうとしているような気がしてならない……」

　ミフユは息を荒あらげて、泣きそうな顔をしている。

　鈍にぶいナギでもなにかわかりかけてきたが、そこは追つい及きゆうしないのが礼れい儀ぎだろう。

　あと、下手に問い詰めて腹とか切られると困る。

「あれ、気に入らなかったかなっ？　懐なつかしくない？　こういう東方のお家って他ほかの国とは全然違うんだしねっ」

「懐かしいもなにも、僕の実家じゃないか……家はともかく、姉上のこととか余計なことを言うな！　そもそも、なぜ知ってるんだ!?」

「これでも聖女神なんだよねっ。地上のことなんて知ろうと思えばどんなことでもわかっっちゃうって。知識の女神ソフイアもびっくりだよねっ」

「……い、いいから元に戻せ！　僕ももう故郷を出た身！　言っておくが、こんな部屋を見せられても僕の剣は揺ゆるがない！」

　だいぶ揺らいでいるミフユは今にもニホントウを抜ぬきそうだ。

　どのみち聖女神は倒たおすのだから斬りかかっても全然かまわないのだが、どうも聖女神がなにをしたいのか読めない。

「しょうがないねっ。じゃ、次は──」

　聖女神は、またまたぱちんと指を鳴らして──

「…………ん？」

　ナギは、三み度たび切り替かわった景色を見て、怪け訝げんな顔になってしまう。

　今度は──果てしなく広がる花園だった。

　赤や青、黄色や紫むらさき、華麗な花々が見み渡わたす限りに咲さき乱れている。

　ついでに、聖女神の服装もエリーゼの法衣に戻った。

「これ……別に俺への嫌がらせじゃないよな？」

「わたしでもないよ？　こんな花園、わたしが通ってたら草一本残ってないだろうし」

「清らかなあたしにぴったりの美しい花園だけど、見覚えはないな！」

「最後の神官！　君は知ってるはずだよねっ！　ここは──天上の世界だよっ！」

　ビシッ、と聖女神はエイリスを指差してツッコミを入れる。

　女め神がみのツッコミ──紅い戦団は世にも珍めずらしいものを見てしまった。

「て、天上の世界って……あの女神が住むって場所か？　俺たち、セブンス・ヘブンに挑いどんでたはずなのに、なんでいきなりそんなとこに!?」

「私がフィオーネたちのスカートをめくるためだけにセブンス・ヘブンを飛ばしたとでも思ってるのかな？」

「……いや、あんたならやりかねないだろ」

　要塞内部を進ませるのが目的だと思っていたが、言われてみるとそんな気もする。

　エイリスといい、聖女神といい、偉えらい神様の考えることはわからない。

「セブンス・ヘブンは天上の世界に向けて飛んでたんだよねっ。紅い戦団が内部の迷めい宮きゆうをウロウロしてた間に、既すでに到とう着ちやく済み。君たちが今くぐってきた扉は、要塞の外に繫つながってたってわけっ」

「……なんか、いまいちこのダンジョンの構造がわからんが」

「考えたら負けだよ、ナギ君。ここのダンジョン、広さとかもデタラメだったしね」

「それもそうか。まあ……ここがどこだろうと関係ないしな」

　ナギは気を取り直す。

　いきなり何度も景色が変化したり、天上の世界だとか言われて動どう揺ようしてしまったが、場所がなんであろうと紅い戦団の目的は変わらない。

「俺たちは聖女神、あんたを倒しにきたんだ！　悪いけど、覚かく悟ごしてもらうぞ！」

「……あー、ナギナギ。こいつ、なにも考えずにあたしたちを天上の世界に連れてきたわけじゃないと思うぞ」

　エイリスが、杖つえの先でナギの肩をとんとんと叩たたいてくる。

「どういうことだ？」

「エリりんはアブソルート・スキルの成功率を最大まで高めるために聖地の頂上まで登ったろ？　それと同じことだよ。女神であるこいつも、神しん気きが満ちた場所であるほど強くなる。地上でもっとも神気に満ちてるのは聖地だけど、もっともっととんでもなく神気が濃のう厚こうな場所が──」

「天上の世界ってわけか……！　おい、聖女神、汚きたないぞ！」

「はっ、吠ほえないでほしいねっ。勝てばいいんだよ、勝てばねっ！」

「本当に女神か、あんた!?」

　聖女神はムカつく感じで口笛など吹ふいている。

　ナギはフィオの呪のろいとは関係なく、この聖女神をどつき回したくなってきた。

「……で、エイリス。ここは本当に天上の世界なのか？」

「うーん、あたしは地上に降りる前のことはあんま覚えてないんだよな。でも、間ま違ちがいなく神気がめっちゃ濃厚。悪あく魔まとかは息ができなくて窒ちつ息そく死しするレベルだな」

「……ルティは大丈夫そうだが？」

「ご主人様ー。コソコソ内ない緒しよ話ばなしはいいですけど、メイドはいつでもご主人様を見ていますよー」

「そ、そうか。熱い視線が照れくさいな」

　ナギは、幼なじみが怖こわくなり、わけのわからんことを言ってしまう。

「まあ、いい。そっちは一人、こっちは六人。場所くらいそっちが有利でもかまわない。悪いが女神だろうが聖人だろうが──あんたを倒す！」

「はうっ、ナギ君、かっこいい……！」

「ん？　フィオ、なんか言ったか？」

「なっ、なんでもない。で、でもエリーゼちゃんの身体からだだから気をつけないと……！」

「あ、そうだった」

　ナギは、うっかり忘れそうになっていた。聖女神が憎にくたらしすぎて、普ふ通つうに攻こう撃げきするつもりだったが、聖女神が宿っているのはエリーゼの身体だ。

　多少傷をつけるのは仕方ないだろうが、木こっ端ぱ微み塵じんにでもしてしまったらまずい。

「っと、その問題があったねっ。えー、ちょっと待ってて……んむむ」

　聖女神は目を閉じて、なにやら唸うなっていたかと思うと。

「……おお。ボク、帰き還かん……おまたせ、リーダー。あなたのエリーゼが戻った……」

「は!?　お、おい、おまえエリーゼなのか!?」

　質問しつつも、ナギはそこにいるのが聖女神ではなく、エリーゼだとすぐに確信できた。

　上う手まく言葉では説明できないが、雰ふん囲い気きが変わったのは明らかだった。

　ナギがよく知る、闇やみを抱かかえた神官エリーゼ・エベックの気配以外の何物でもない。

「あなたのエリーゼってところに突つっ込んでほしかった……リーダー、あなたの役割を忘れないで……」

「俺、ツッコミのために生きてるわけじゃないんだけど」

　最近、エイリスが加わったあたりからそんな気がしてたが、自覚させないでほしかった。

「リーダーの大事な役割だよ……それはそれとして、ボク、戻ってきた。聖女神様が少しだけ身体を戻もどしてくれたの……」

「す、少しだけ？　ということは、聖女神はまだそこにいるのか……！」

「うん……だから、少しだけでもボクが身体を取り戻せた今のうちに……キスして……」

「だめ」

「わーあ、意外な方向から即そく答とうで拒きよ否ひされた……」

　無表情で驚おどろいたフリをするエリーゼと、そのエリーゼを半目で睨にらんでいるフィオ。

「あっ、そ、そうじゃなくて。今、真ま面じ目めなところだから。エリーゼちゃん、冗じよう談だんを言ってる場合じゃないってことだよ」

　ふっとなにかに気づいたように、フィオが慌ててまくし立てた。

「さっき、リーダーがビシッと決めたときにせんせーも変なこと言ってた気がするけど」

「気のせいだよ。というか、エリーゼちゃん、聖女神に乗っ取られたんじゃなくて意識はあったの？」

　フィオの質問で、ナギも今さらながら気づいた。

　エリーゼは肉体に聖女神を降臨させているが、その間彼女の意識はいったいどうなっているのか。

「うん、一応聖女神様と同じものが見えて、同じものが聞こえてる……身体の操作権はボクにないけど。だから、リーダーにちゅーされても抵てい抗こうできない……」

「しないって！　真面目な話をしろ、真面目な！　というか、おまえどうにかして戻れないのか!?　そもそも、エリーゼのアブソルート・スキルで女神を降臨させてるんだろ。スキルを解除できないのか！」

「むーりー。この身体はすっかり聖女神様のもの……今だって、話すのが精せい一いつ杯ぱいでボクの意思じゃ指一本動かせない……」

「くそっ……まあいい。待ってろ、必ず身体を取り戻してやるから」

「ああ、リーダーが〝その身体は俺のものだ〟なんて……いやん」

「そんなこと言ってないだろ!?」

　捏ねつ造ぞうにもほどがある。

「じゃあ、わたしはエリーゼちゃんの生せい殺さつ与よ奪だつ権でももらおうかな……呪呪呪呪呪呪呪」

「……えーと、じゃあ真面目なお話を」

　エリーゼはまた呪じゆ詛そを唱え始めたフィオにびくりとして、すっと顔を引き締しめる。

「簡単に言うと、遠えん慮りよせずやっちゃっていい……ボクにかまわず攻撃して」

「わかった」

「ふおー、せんせーはちょっと遠慮してほしいかも……あと、もし殺したら七代先まで祟たたるから……」

　すかさず杖を構えたフィオに、エリーゼはまたびくりとする。

「で、でもエリーゼ様……うちのパーティのみなさんは無む駄だに攻撃力だけ高いので、聖女神様を倒してもエリーゼ様の身体が壊こわれてしまっては……！」

「大だい丈じよう夫ぶ、メイドちゃん。そこにちびっ子ちゃんがいる。死んでなければ治せる……それはもう惨むごたらしい状態でも。冗談じゃなくて本当にそうだから……」

「もっちろん！　虫の息だろうと、木っ端微塵になりかけだろうと、命ある限り治してみせるぜ！」

　おなじみ、変なポーズを決めるエイリス。

「ということだから。思い切ってやっちゃって。そうじゃないと、たぶんみんなでも聖女神様は倒せない……」

「……わかりましたわ、あなたの心意気、受け取りましたわ。必ずエリーゼさんのお身体、取り戻してみせますわ」

「お嬢じよう、ボクが死ねばライバルが一人減るとか思ってない……？」

「思ってません！　なんのライバルですの、なんの!?」

　レイアが真っ赤になりながらエリーゼを睨みつける。

　この二人、こんなときでも仲が悪いらしい。

「僕はエリーゼ殿どのとはまだ出会ったばかりだが……正直、余計なことを知っていてだいぶ面めん倒どうくさいと思っているが……必ず救ってみせよう」

「……すごくあんしんした」

　凄すごく棒読みだった。エリーゼは、ミフユとも反りが合わないかもしれない。

「いや、本当に安心していい、エリーゼ。パーティを抜ぬけたって、おまえは俺たちの大切な仲間だ。絶対におまえを助けてみせる」

「わたしの呪いを解くのは、その次。だから待っててエリーゼちゃん」

「うん、待ってる。ナギ、フィオ。ルティとレイア、ミフユにエイリスもありがとう」

　エリーゼはいつもの呼び方ではなく、みんなを名前で呼んで微笑ほほえみ──

「と、こういうことみたいだから。遠慮はしなくていいからねっ」

　次の瞬しゆん間かんには、聖女神のふざけた口調に戻っていた。

　ナギは、即そく座ざに意識を切り替かえる。

　わずかな間とはいえ、エリーゼの意思を確かく認にんできた。おかげで、本当に躊ちゆう躇ちよすることなく戦える。

　ナギは剣けんの柄つかに手をやって──すらりと刃やいばを抜き放った。







　聖女神──天上の世界に在あって強大な力を持つ女め神がみの中でももっとも優すぐれた者。

　エリーゼの身体に宿ったその偉い大だいなる女神は──圧あつ倒とう的だった。

「うおっ……！　蒼氷の風アイスブルーか！」

　ナギは聖せい騎き士しのスキル〝聖光防壁グレイト・ウオール〟で、吹きつけてくる凍とう気きをかろうじて防ぐ。

　続けて飛んできた熱線──〝灼熱の槍レツド・ジヤベリン〟を〝光輝の刃ライトブレード〟を付ふ与よした剣で受け流す。

　熱線はナギの後ろにいたミフユの横をかすめるようにして飛んでいき、花畑を溶とかすようにして一瞬で蒸発させてしまう。

「あ、危ねぇ……！　なんて威い力りよくだよ……！」

　聖女神は、攻こう撃げき魔ま法ほうを次々と繰くり出してくる。

　威力はフィオに勝まさるとも劣おとらないレベルで、しかも〝高速詠唱フラツシユ・ワード〟も併へい用ようしているため、詠えい唱しようの隙すきを突くこともできない。

「お花畑を遠慮なく焼きますわね！　育ちが知れるというものですわ！」

　レイアがいつの間にか聖女神に接近し、両手に握にぎった二本の短たん剣けんで斬きりつけていた。

　しかし──レイアの刃は聖女神の服すら切り裂さけず、弾はじき返されてしまう。

「なっ!?　これは──〝刀刃無効アンチブレード〟ですの!?」

「もっちろん、女神たる者、神官の魔法もすべて使えるんだよねっ！」

　聖女神はにっこり笑って次の魔法を唱え始め──レイアは、滑すべるように後ろに下がって距きよ離りを取る。

　フィオと同レベルの攻撃魔法が使える上に、エイリスやエリーゼに匹ひつ敵てきする神官の防ぼう御ぎよ魔法も使いこなすようだ。

　リッテのような賢けん者じやも、攻撃と防御魔法を同時に使いこなすが、高レベルの魔法までは扱あつかえない。

　聖女神は職業の縛しばりなどなく、どんな魔法でも自在に使えるらしい。

「あの、ご主人様ー」

「なんだよ、ルティ。戦術を考えてるところなんだけど、なにかいいアイデアあるか？」

「おじさんとおばさんに、なんて伝えればいいですか？」

「遺ゆい言ごんを残す気はねぇよ！」

　当然だが、ルティはナギの両親とも面識がある。

　というか、このメイドはナギが死んでも自分はちゃっかり生き残るつもりらしい。

　まあ、一番戦せん闘とう能力がない割に、一番しぶとそうなのもルティだが。

「そうですか……では、ナギはルティを愛してたと伝えておきますね♪」

「しかも捏造するな！　いいから、ルティは適当なタイミングでポーションを使ってくれ！　エイリスは回復魔法より攻撃に回ってもらうから！」

「はーい、みなさんにご奉ほう仕しするのが冒ぼう険けんメイドですからねー」

　などとふざけていても、ルティも一流だ。

　わざわざ指示しなくても、最高のタイミングで大きなリュックに詰つめたアイテムを使ってくれる。

　今みたいな冗談も、ナギの緊きん張ちようをほぐそうとしてのこと──と強く思い込んでおきたい。

「シントウ飛ひ剣けん流りゆう──一の太た刀ち、〝紫し電でん閃せん〟！　続けて、四の太刀、烈れつ風ぷう断だん！　さらに、七の太刀、〝極きよつ光こう乱らん舞ぶ〟！」

「うわー、本人が攻撃していいって言ったとはいえ、奥おう義ぎ使いまくりだねっ。君はエリーゼ・エベックと付き合いが浅いみたいだからなのかなっ？」

「そんなの関係ない！　正しいサムライは敵であれば誰だれであろうと真っ二つ！」

　物ぶつ騒そうなことを叫さけびつつ、ミフユが連続攻撃を放っている。

　ナギは、ミフユも絶対に敵に回すべきじゃないな、とこれまた強く思った。

　真っ二つにされたらフィオに気持ち悪がられそうなので。

　そんなことはともかく──聖女神に斬りつけているミフユの顔に、焦あせりが浮うかぶ。

「僕の剣も弾かれてる!?　〝刀刃無効〟などシントウ飛剣流には通じないはずなのに！」

「いやー、対物理の結界も張ってるけどねっ。サムライ君、素す直なおじゃないんだからっ。真っ二つとか言いながら手加減してるみたいだねっ。そんな剣じゃ私は倒たおせないかなっ」

「くっ……！」

　だろうな、とナギは思った。

　ミフユのシントウ飛剣流ももう見慣れたが、いつもよりキレがない。

　エリーゼと付き合いが浅いミフユだからこそ、遠慮してしまうのかもしれない。

「といってもなあ……」

　ナギは、ミフユの前に割って入り、聖女神が放ってきた火球フアイアボールを剣で弾き飛ばす。

　ナギの手がビリビリと痺しびれ、熱気で身体からだの中まで焼けそうなほどの威力だった。

　初級魔法の火球でも使い手の魔力によっては、大規模魔法にすら匹敵する。

　文句無しに、聖女神の魔力はフィオ級だ──

「ミフユ君が張り切ってるところ悪いけど……わたしの出番みたいだね」

　ゆっくりと、フィオがナギの隣となりに並ぶ。

　そういえば、戦いが始まってからここまで、なぜかフィオはおとなしかった。

「フィオ、もしかして調子でも悪いのか？」

「ううん、別に。聖女神が怒ど濤とうの連続攻撃を仕し掛かけてきてたから。魔法に魔法をぶつけるにしても、なんでもいいってわけじゃないから」

「あー、そりゃそうだな」

　ナギも多少は攻撃魔法を使うので、それは知っている。

　炎ほのおの魔法を防ぐには氷──と考えがちだが、より強力な炎や、時には風の魔法で防ぐこともできる。

　聖女神は反則みたいな連続攻撃を放ってきたので、フィオも対処に迷っていたのだろう。

「あっ、俺も行かないと！　フィオ、魔法を使うなら俺があいつの攻撃を引きつける！」

「うん、お願い。みんなにもギリギリまで攻撃して性しよう悪わる女神の注意を引いてもらってね。みんなでやらなきゃ、あの女神には太刀打ちできない。そうしたら──」

「わかった、待ってろ！」

　ナギは駆かけ出し、まだ戦っているミフユの前に出て、聖女神が放った氷の槍やりを剣で弾く。

「みんな！」

　ナギは一瞬だけ全員の顔を見る。

　ミフユだけでなく、エイリスも前に出て剣を振ふるい、レイアは分身クローニングで聖女神を惑まどわし、ルティも目つぶしや毒液（怖こわい！）の瓶びんを投げつけている。

　仲間たちはナギの目配せを確認して、小さく頷うなずいた。

　ともに修しゆ羅ら場ばをくぐってきた仲間だからこそ通じる、無言の合図だ。

「とっておきを見せてやる！　みんなとの冒険で剣を磨みがき、ようやく身につけた秘技！　シントウ飛剣流──九の太刀、緋ひ龍りゆう！」

　ミフユは右手の長刀の切っ先で左手に握った短刀の刀身を滑るようにこすり合わせながら、剣を振るう。

　長刀と短刀が激しい火花を上げ、長刀の刀身が激しく燃え上がり──

　燃える刃が、聖女神の〝刀剣無効〟も結界をも打ち破り、炎が巨きよ大だいな火柱と化す。

「防ぼう御ぎよ結界がまとめて破られたっ!?　サムライ君、攻撃力だけなら地上最強かもねっ！」

「女神にそう言ってもらえるとは光栄だな！」

　ミフユの顔に不敵な笑みが浮かぶ。

　しかし、同時に冷ひや汗あせが彼の頰ほおを流れていくのをナギは見た。

　聖女神は猛もう烈れつな火柱の中から飛び出すようにして出てきたが、法衣が多少焦こげている程度で、ダメージは受けていない。

　九の太刀は、ナギも初めて見た。まだ修しゆ業ぎよう中ちゆうだと聞いていたが、いつの間にか会え得とくしていたらしい。

　だが、ミフユが苦労の末に会得した秘技でも、聖女神に傷をつけるには至らないとは。

「でも──結界は破れた。ありがと、みんな。あとは、わたしの出番ターン！」

　フィオは杖つえを構え、ナギの前に出る。

　せめて俺の後ろにいてくれ──と、ナギが言い出す暇ひまもなく、フィオは杖から巨大な青い火球を放った。

　最上位の火か炎えん魔ま法ほう〝蒼の炎ブルーブレイザー〟だ──

「来たねっ、フィオーネ！　あなたと戦ってこそ、次の私になれるかわかるってものっ」

　だが、聖女神もまた同じ〝蒼の炎〟を放ち、相そう殺さいする。

　互ご角かく──二人の魔法はまったくの互角だった。

「わたしはそんなことのために戦うんじゃない！」

「もちろんそうだよねっ。いきなり聖女神になれなんて言われて、ハイそうですかなんて言う人いないよねっ」

「わかってるなら、押しつけないで！」

　フィオと聖女神は次々に魔法を繰り出していく。

　炎が踊おどり、氷が乱れ飛び、風が鋭するどく舞まい、爆ばく発はつが華はなを咲さかせる。

「どわあああっ、ヤバいヤバいっ！　フィオ、えらいことになってるんだけど！」

「なんだかフィオさん、既すでに聖女神の後こう継けい者しやって感じですわよ！　こんな凄い魔法の乱発、わたくしも初めて見ますわ！」

「フィオ様、ますます魔法がキレてますねえ。ネメシスとかいう方の後継者になったほうがいいかもですよ」

「二人とも、なにをのんきなことを！　エイリス殿どの、結界を頼たのむ！　このままでは魔法が使えない僕らはまずい！」

「……………………」

「エイリス殿！　早く結界を！　どうした、聞こえてないのか!?」

「あ、ああ。結界、結界……けーっかい、はつどー」

　エイリスは歯切れ悪く言い、魔法防ぼう御ぎよの結界を発動させ、フィオ以外の仲間を包み込む。

　完全にとはいかなくとも、これで魔法の余波をかなり軽減できるのだが──

「どうしたんだ、エイリス。おまえ、口はアレでも仕事はするのに」

「さりげなくこき下ろされてるけど、別になんでもないぞ！　いやあ、あんな怪かい物ぶつ大決戦をやられたら、さすがのあたしも乱入できないなと思って！」

「……そうか」

　ナギは、なんとなく納なつ得とくしきれなかったが、戸と惑まどってる場合でもない。

「俺は結界の外でフィオを援えん護ごする。みんなは防御に集中していてくれ」

　仲間たちが、こくりと頷く。

　魔法の戦い、しかも最強レベルの衝しよう突とつに参加できるのはフィオ以外ではグランドマスターだけだ。

「〝無限の超越者オーバーリミツト〟──」

　ナギはグランドマスターのスキルを発動させ、長ちよう剣けんに魔力を伝わらせる。

　この魔法合戦にも、限界を超こえた魔力のかたまりとなった剣があれば──

「「爆はぜよ──無限爆裂インフイニツト・バースト！」」

　フィオと聖女神が、まったく同時に同じ魔法を放った。

　無限爆裂は、フィオの最強魔法の一つ。

　しかし、聖女神の無限爆裂もフィオの魔法にまったく劣おとらない威い力りよくだった。

　轟ごう音おんとともに爆発が連れん鎖さ的に広がっていき──フィオは周囲に結界を張って、ぶつかり合う魔法に耐たえている。

　ここだ──ナギは、爆発の熱気に耐えながら、二人の間に飛び込んでいく。

「おおおおおおっ！」

　ナギは雄お叫たけびとともに、剣を猛烈な勢いで下から振り上げた。

　ナギが極きわめたレア職業の一つ、〝道士タオシー〟のスキル──〝芭バ蕉シヨウ扇セン〟。

　猛烈な風と雨を起こし、炎も氷も、爆発だろうとまとめて吹ふき飛ばしてしまう。

　本来は扇おうぎという武器を使うのだが、グランドマスターであるナギは剣で同じ効果を起こせる。

　あまり強力なスキルではなく、無限爆裂ほどの魔法を跳はね返すのは難しい。

　しかし、無限の超越者を使ったナギなら──

「うわわっ……!?」

　爆発が跳ね返り、聖女神のもとへ二人分の無限爆裂が着ちやく弾だんする──

　さすがに聖女神も驚おどろいたようで、結界を張り直して必死に耐えている。

「フィオ、今だ！」

「わかってる──」

　ナギが振り返らずに叫ぶと、背後のフィオからとてつもない魔力の波動が放たれる。

「はあっ、ああああ……」

　フィオの色っぽい声が聞こえてきて──

「光の中にすべて消え去れ──魔導光砲フオトンカノン！」

　ナギは素早く横へと跳とび、彼の身体をかすめるようにして光の奔ほん流りゆうが走っていく。

　フィオの魔法の中でも、巨大かつ単体の敵を倒すための切り札──魔導光砲。

　膨ぼう大だいな魔力を巨大な光の矢と化して放つ魔法で、流星すらも撃うち落とすと言われている。

　伝説級の魔法で、おそらくまともに使用できるのは世界でもフィオだけだろう。

　ナギも一応身につけているが、危険なので使ったことはない。

　魔力の絶ぜつ妙みような調整で光を収束させないと、四方八方に飛び散ってしまうのだ。

「さすがフィオ──って、ちょっと待て！　エリーゼ、消し飛んだんじゃ……!?」

「あ」

「あ、じゃなくて！」

　さっきナギにエリーゼの身体だから気をつけろ、とか言っていた本人が手加減一いつ切さいなしで魔法をぶち込んでしまうとは。

「お、おい……まさか……」

　光の奔流は既に飛び去り、聖女神がいたあたりは綺き麗れいさっぱり吹き飛び、土つち煙けむりが上がっていて、なにも見えない。

　ナギとフィオの絶妙のコンビネーションが最高の一いち撃げきとなったが──ちょっと最高すぎたかもしれない。

「…………ほえ。げほっ、げほっ、げほっ」

「あっ!?」

　ナギは、驚きの声を上げる。

　煙が少し晴れてきて──大きくえぐれた地面に、聖女神が座り込んでいた。

　法衣はボロボロになり、咳せき込んでいるが、間ま違ちがいなく生きている。

　エリーゼの身体からだが無事なのは喜ばしい。

　しかし、フィオの魔導光砲でも仕留めきれないとは──

「……エリーゼ様！　よかった、今度こそ戻もどってきたんですね！」

「せ、せんせーひどい……本気で殺されるとこだった……ボク、自分の傷には興味ないんだけど……」

　ルティが素す早ばやく聖女神──だったはずの神官に駆け寄り、抱だきついた。

「えっ!?　もしかして……エリーゼなのか？　聖女神はそこにいないのか？」

　ナギは警けい戒かいしながら、エリーゼたちに近づく。

　まだ土煙が凄すさまじく、魔導光砲の余波で焦げた地面が猛烈な熱気を放っている。

　これだけの魔法を受けたなら、聖女神もさすがにノーダメージとはいかないだろうが。

「大だい丈じよう夫ぶ、本当にあなたのエリーゼ……聖女神様は……いない」

「いない？　エリーゼの身体から出ていったってことか？」

　ナギはエリーゼの軽口は聞き流して、彼女の肩かたをぽんと叩たたいた。

　それだけで──なんとなく、ナギはここにいるのがエリーゼだと確信できた。

　彼女の中に異物は──聖女神はいない。間違いなく、ナギの仲間だった少女だ。

「エリーゼ様、ポーションです。服はあとで縫ぬい直しますからね」

「ああ、ありがとう、メイドちゃん……もうちょっとエロくしてくれてもいい……」

「いらんことを頼むな、いらんことを。それより、聖女神は──」

「ナギナギ、あれだ！　あそこに──いる！」

　エイリスが緊きん迫ぱくした声で叫さけんだ。

「……本体のお出ましってわけか。まったく、とっととエリーゼの身体から出ていけばいいのに、しつこく居座ってくれたもんだ。ま、これで戦いやすくなるな」

　即座に、ナギはまた剣を構えて警戒する。まだ、〝無限の超越者〟は解除していない。

「ナギナギ、悪い。あたしとしたことが気づかなかった。んにゃ、変だとは思ってた」

「エイリス？」

　ナギは、警戒しつつもエイリスのほうを見た。

　小さな神官は仕し込こみ杖づえを構え──笑っていた。

　どんな顔をすればいいかわからないから、笑うしかない。そんな笑えみだった。

「ふふ、やっと気づいたんですね。気づかれないまま、紅い戦団を全ぜん滅めつさせたらどうしようかと思っていましたよ」

「……………………っ!?」

　ナギは思わず息を吞のんだ。

　煙の向こうから聞こえてくる声を──ナギは知っていた。

　ほんの二度だけだが、忘れられない出会いをした、忘れられない人物の声。

「お久しぶりです、我が契けい約やく者。私こそが聖女神。そして、もう一つの名を──」

　さあっと風が吹き、煙が晴れていって、そこにいたのは──

　長い銀色の髪かみをなびかせ、真っ白なドレスのような服を着て、腰こしには黄金の剣を提さげた絶世の美女。

　あれは、ナギに〝剣聖の秘奥マスターソード〟を授さずけてくれた──

「剣の女め神がみ……！」



















　　　５　全滅必至のラブコメパーティ!?




　会ったのはたった二度だけとはいえ、見み間ま違ちがえるはずもない。

　そこにいるのは──間違いなく剣の女神だった。

　エリーゼとルティから少し離はなれたところ、いつの間にか元通りに花が咲さき乱れている花園の中心に立っている。

　エイリスと同じ銀の髪。よく見るとその瞳ひとみもエイリスとそっくりだ。

「あ、あんたが……聖ユ女ー神ノ……なのか？」

「そうですよ、我が契約者。ちょっぴり軽めのお姉さんキャラもつくってみたんですが、ナギもエイリスもここまで見事に騙だまされるとは。お二人とも、鈍にぶくありませんかね？」

　聖女神──いや、剣の女神はそう言うといたずらっぽく笑った。

「ま、待て待てーっ！　あんたがバレないようにしてたんじゃないのか！　あたし、あんたが聖女神なんて本気で知らなかったぞ！」

「聖女神の正体は秘密ですもの。理由はあるようなないような感じですけど。まあ、神がみだりに人前に姿を見せないように、聖女神も神の前に姿を見せないものなんです」

「わかるような、わからないような感じだな……」

　ナギは、まだくすくす笑っている聖女神を睨にらむ。

　ただ、考えてみれば聖女神がいつまでもエリーゼの身体を乗っ取っていたのもおかしかった。

　自分の姿を見せることを避さけていた──ということなのか。

「おしゃべりな女神もいますからね、天上の世界でも知られないようにしておいたんです。ついでに、我が分身であるそなたにもね、エイリス」

「あたしはおしゃべりじゃないぞーっ！」

　エイリスは両手を振ふり上げて、耳を疑うような主張をする。

　早くもいつものエイリスに戻ったようだが。

「……女神の分身？　エイリスさんが？」

　ぼそりとレイアが言い、聖女神──剣の女神とエイリスの顔を交こう互ごに見た。

「仲間のみなさんはご存じなかったんですね。エイリスは、私の分ワケ御ミ霊タマ──分身のようなものなんですよ。びっくりですか？」

　剣の女神が微笑ほほえみながら言うと──

「……まあ、エイリス殿どのが普ふ通つうなわけないから、想定の範はん囲い内だ」

「私は、地底から這はい出てきた謎なぞの生命体かと思ってました。神の分身なんて逆に普通すぎるくらいですよ」

「言いたい放題ですわね、ミフユさん、ルティさん。わたくしも前々から自分が美の女神の化け身しんだと思ってましたが、もしかして本当にそうなのかも。分御霊とやらは普通にいらっしゃるようですしね」

　エイリスの正体を知っても、紅い戦団レツド・バトリオンの面々はたいして動どう揺ようしていないようだ。

　ただ、フィオは黙だまったままだ。もしかして、正体を察していたか──既すでに知っていたか。

「ふふ、紅い戦団のみなさんは鈍いのかおおらかなのか、わかりませんね」

　剣けんの女神は、またくすくすと笑って。

「フィオーネも私の跡あとを継ついだら、聖女神とは別で、なにかを司つかさどる女神になるはずです。そうですね、〝氷の女神〟とかどうでしょう？　ぴったりだと思いますけど」

「……わたしは、どちらかというと熱い女だから」

　フィオは適当なデタラメを言う。

　ナギにとってフィオは女神だが、本当に女神になられても困る。

　氷の女神ではなく、ナギの女神のままでいてほしい。

「あんたが聖女神だろうが、剣の女神だろうが、どっちでもいい。あんたを倒たおせばフィオの呪のろいが解けるって話は変わらないんだろうな？」

「それはもちろん。ここにいるのは、分御霊でも誰だれかの身体を借りてるわけでもなく、本物の聖女神であり、剣の女神であり、グランドクエストの最後のボスです。まあ、半分は実体で半分は霊れい体たいですが、神の身体はそういうものなので。ああ、大丈夫ですよ、紅い戦団のみなさんの攻こう撃げきなら霊体も破は壊かいできるでしょう」

「そりゃよかった……！」

　ナギは、剣をぎゅっと握にぎり直す。

　モンスターでも、いわゆる〝亡霊ゴースト〟などは物理的な攻撃が効かない。

　魔ま法ほうや魔力を宿した剣、それらが使えない低レベルの冒ぼう険けん者は聖水を武器にかけたりして戦う。

　女神となれば、確かに霊的な存在に近いのだろう。

　だが、ナギは剣に魔力を宿せるし、ミフユは剣に闘とう気きを伝わらせるし、レイアの派手な短剣は最初から魔力が込こめられている逸いつ品ぴんだ。

　女神が相手だろうが、問題はないはず──

「それなら、聖女神の正体がなんであっても関係ない。ただ、あんたを倒すだけだ！」

「言っておきますが、私の正体がなんであっても剣の女神でもあることに変わりはありませんよ。地上と天上、どちらにも私を超こえる剣士はいない──」

「それはいいことを聞いた！」

　飛び出したのは、ミフユだった。

　二刀流ではなく、愛剣を両手で握り、剣の女神に斬きりかかる。

　剣の女神は腰に差していた黄金の剣を引き抜ぬき、ミフユの上段からの振り下ろしを軽々と受け止める。

「いい太た刀ち筋すじです。東方民族のサムライは剣に生きる男たち、でしたね。そなたは、その身体でよくそこまで極きわめたものです」

「僕の身体は頭から爪つめの先までサムライだ！」

「でも、おっぱいは──」

「お、おっぱいなどあるか！　ふ、ふざけてないで真ま面じ目めに斬り合え！」

　おかしな言い合いをしながら、ミフユと剣の女神は刃やいばをぶつけ合う。

　銀色の軌き跡せきを描えがいて互たがいの刀身が衝しよう突とつするたびに激しい火花が散り、振り下ろし、斬り上げ、突つき──二人はまったく無む駄だのない、踊おどるような動きで立ち回っている。

「剣の申し子のような人ですね、サムライさん！　ナギがいなかったらそなたを契約者に選んでいたかもしれませんよ！」

「けっこうだ！　僕は己おのれの修練のみで剣を極める！　いや、ナギ殿があなたに力をもらったことをどうこう言うわけじゃないが！」

　わざわざナギを擁よう護ごするあたり、ミフユは妙みようなところで律りち儀ぎだ。

　ミフユと剣の女神の言い合いはいいとして、剣を振るう二人の立ち回りは見事の一言だ。

　前々から、ナギはミフユは剣の力量だけなら自分を上回っていると思っていたが──剣の女神も、そのミフユに劣おとっていない。

　あるいは、剣を司る女神と互ご角かくの腕うでを持つミフユが凄すごすぎるのかも。

「ぼーっと見てる場合じゃないぞ、ナギナギ！　これは紅い戦団のクエストだろ！　一対一で戦わせてどうするんだ！　みんなでよってたかって、剣の女神をボコろうぜ！」

「……あの女神、一応おまえの本体じゃないのか？　ボコっていいのか？」

「安心しろ、あたしは女神本体でもあるって言っただろ！　あいつを倒したら愛くるしいあたしが消しよう滅めつするなんてこともない！　容よう赦しやせず、血みどろにしてやろう！」

「ああ、その可能性もあったな……思いつかなかったけど」

　とにかく、剣の女神を倒しても分身であるエイリスに影えい響きようはないらしい。

「そうだね、ミフユ君にだけ任せられない。えーと、ミフユ君も彼ごと攻撃していいんだっけ。エリーゼちゃんに続いて、犠ぎ牲せいを出しちゃうか……」

「ボク、まだ生きてるけど……」

　エリーゼが、ぼそりとツッコミを入れるが、フィオは聞き流す。

「落ち着け、フィオ。ミフユは巻き添ぞえにしちゃまずい！」

「ボクならいいとでも……？」

「俺とレイア、エイリスでミフユを援えん護ごするから、隙すきを見つけて魔法をぶち込んでくれ！　ルティはフィオを回復させておけ！」

「はーい、笑顔とポーションで癒いやしておきます」

　ルティののんきな返事を聞きつつ、ナギは走り出した。

　剣の女神の力量はミフユに匹ひつ敵てきし、間ま違ちがいなくナギより上だ。

　ナギは、以前のとある戦いを思い出す。

　はるか遠方の高い塔とうから正確に矢を射ってくるモンスターに襲おそわれたことがあった。

　紅い戦団は物もの陰かげに隠かくれるしかなく、完全に釘くぎ付づけにされてしまった。

　わずかでも姿をさらせば、たちまち矢が急所を撃うち抜いてくるという危機的状じよう況きようだった。

　そのとき、紅い戦団が採った戦術は──

　ナギが狩人かりゆうどのスキルを使って、遠えん距きよ離りからの精密射しや撃げきで始末──などしてない。

　フィオが物陰に潜ひそんだまま強力な魔法を塔そのものにぶち込んで、塔ごとモンスターを倒した。

　つまり、そういうこと。凄すご腕うでの剣の使い手と正面から剣でやり合う必要などない。

「ミフユ！」

「わかってる、ナギ殿！　頼たのむ！」

　ミフユは、サムライのスキル──〝空ウツ蟬セミ〟を発動させ、瞬しゆん時じに自分とナギの位置を入れ替かえる。

　このサムライは剣けん技ぎにこだわるので稀まれにしかスキルを使わない。

　しかし、パーティが勝つためなら剣の勝負にも剣技へのこだわりも捨ててくれる。

　ナギはミフユに代わって、剣の女め神がみの真正面に現れ、剣を振るい──

「おおりゃあっ！」

「おっと、やりますね、我が契けい約やく者。ええ、そなたとも剣を交えたかった！　成長してくれて、お姉さん嬉うれしい！」

「さっきまでのお姉さんキャラがまだ残ってるぞ！」

　ナギは軽口を叩たたきながら、剣の女神と刃を交える。

　同時に、レイアとエイリスが後ろに回り、斬りかかっていく。

「あらら、今度はこっちもですか。我が分身も盗とう賊ぞく姫ひめもやりますね！」

「誰が姫ですの！　ああっ、なんですかその剣は！　なぜ一本の剣でそこまで!?」

　レイアは目を見開いて驚おどろいている。

　ナギも実のところ、少なからず驚いていた。

　紅い戦団はナギとレイアとエイリスの三人がほぼ同時に斬りかかっている。

　にもかかわらず、剣の女神はただ一ひと振ふりの剣で、襲いくる四本の剣（レイアは二刀流）をさばいているのだ。

　確かに三人の斬ざん撃げきはまったく同時ではないが──ごくわずかな時間差を見つけ、それぞれの剣を最小の動きで受け止め、受け流している。

　こいつ、化け物だ……！

　ナギは心臓が握り潰つぶされそうなほどの驚きを感じている。

　今のナギは、まだ〝無限の超越者オーバーリミツト〟を発動させたままだ。

　一回の斬撃がグランドクエストのモンスターを倒すほどの一撃のはずなのに。

「ふふふ、自分でも剣の冴さえが怖こわいくらいです。自分がいつから剣の女神として存在しているのか忘れるほど長い時が経たちましたが、間違いなく今の私が史上最強です……！」

「ずいぶんやる気満々の神様だな！　だいたい、あんたが俺たちを倒したって得はないだろ！」

「いいえ、やる気を出す理由はありますよ。本来はただ、試練を与あたえるだけのはずでしたが、私にも──そなたたちと戦う理由があるんです！」

「…………っ！」

　ナギたち三人は、ほぼ同時に剣の女神の斬撃で弾はじき飛ばされる。

「ええ、この戦いには私にも動機があるんです。聖女神の継けい承しよう者しやを得るため、だけではなく。聖女神の正体などバレてもいいから、自分の本当の姿を見せる理由もありました」

「な、なんだよ……？」

　ナギは、剣の女神の意味ありげな視線に、嫌いやな予感がした。

「こういうことは本当の姿で言わなければ。ナギ、前に言いませんでしたか？　そなたは私のお気に入りだから、他ほかの女に目がいくのは嬉しくないと」

「は……？」

　そういえば、確かに聞いた。

　支配者ドミネーターのスキル〝円環の時デツド・ループ〟で時間を遡さかのぼった先で剣の女神に会ったときだ。

「剣の力でグランドマスターにまで至った少年。グランドクエストもクリアしたパーティのリーダー。女神が好きになって、どこかおかしいですか？　そなたのパーティを打ち倒し、そなたを自分だけのものにしたいと願うことは──おかしいですか？」

「い、いや、それは……」

　ナギもまさか、天上の世界に住む女神に告白されるとは夢にも思わなかった。

　というか、これが人生初の女性からの告白だ。

「よし、あなたを消し飛ばす。跡あと形かたもなく」

　突とつ然ぜん、フィオが前に出てきて、猛もう烈れつな魔力を放ち始めた。

　天上の世界の地面が震しん動どうし、空に雲が集まり、雷らい鳴めいを響ひびかせている。

「ナギ君を好きになっていいのは、紅い戦団のみんなだけ。ルティちゃん、レイアちゃん、エリーゼちゃん、エイリスちゃん、ミフユ君」

「えっ、ぼ、僕も？」

「ボクもまだ仲間……！」

　ミフユが目を見開き、エリーゼはうっとりしている。

「仲間以外がナギ君にちょっかいをかけるのだけは許せない。たとえ神が許しても、このフィオーネ・ペイルブルーが許さない」

「な、なんか凄いこと言ってるけど……フィオ、どうしちゃったんだ？」

「……別に。でも、わたしにも剣の女神をどうあっても倒たおす理由ができた……！」

「面おも白しろいじゃないですか、フィオーネ！　私の恋こい路じを邪じや魔ましようというなら、たとえ私の継承者だろうと神の力でどつき回しますよ！」

「趣しゆ旨し変わってないか、そこの二人!?」

　フィオは言ってることが支し離り滅めつ裂れつだし、剣の女神も戦う動機が個人的すぎる。

　特に剣の女神は、継承者を見つけるのが目的だったはずなのに！

「ナギ君っ、ナギ君はわたしの味方!?　それとも剣の女神が美人だからこの人の味方をするの!?　さあ、すぐに答えて、３、２、１──」

「カウントダウンしなくても答えるよ！　フィオ、フィオの味方に決まってるだろ！」

「ああ、私の誠実な告白をこんなにあっさり振ふり切るなんて──ナギは悪い男です」

「あんた、どこまで本気なんだ!?」

　もはや、フィオと剣の女神が二人で連れん携けいして翻ほん弄ろうしてきているような気さえする。

　フィオと剣の女神は、絶世の美少女と美女にはまったく似合わない、据すわった目つきで睨にらみ合ってるので、連携などしていないだろうが。

「こんな戦い、やってられるか！　どっちみち、勝つのは俺たちだ！　さっさと終わらせてやる……！　フィオ、悪いけど俺がやるぞ！」

　この戦いを長引かせるととても面めん倒どうくさいことになる。

　既すでにそうなっているが、これ以上の悪化は防ぎたかった。

　ナギは持てる力のすべてを費ついやして、フィオと剣の女神のわけのわからん衝しよう突とつを、さっさと終わらせなければならない。

「シントウ飛ひ剣けん流りゆう──一の太た刀ち、〝紫し電でん閃せん〟！」

　そう叫さけんだのはミフユではなく、ナギだった。

　味方の技わざをコピーする、バトルマスターのスキル〝鏡映しミラーリング〟。

　各職業のスキルでなくても、コピーは可能なのだ。

　戦士や聖せい騎き士しなどの剣技よりも、ミフユの家にだけ伝わるシントウ飛剣流のほうが、剣の女神の隙をつける。

　ナギの、紅い戦団の狙ねらいは最初からただ一つ。

　斬きり合いはただの陽動、剣の女神の隙をついてフィオの最大魔ま法ほうで吹ふき飛ばす──

「…………っ！」

　ナギの狙いどおり、剣の女神は紫電閃に驚いて体勢を崩くずした。

　ここだ、隙は本当にわずかだが、今しかない──

「ありがとう、ナギ君。やっぱりわたしの味方だね。さあ、光の中にすべて消え去れ──魔導光砲フオトンカノン！」

　もちろんフィオはナギの狙いに気づいてくれていた。

　再び、単体攻こう撃げきの最強魔法が炸さく裂れつし、まぶしいほどの光の奔ほん流りゆうが走っていく。

　ナギは光が直撃する寸前、レイアとエイリスをそれぞれ脇わきに抱かかえて飛び離はなれていた。

　またもや着ちやく弾だんとともに爆ばく発はつが起こり、土つち煙けむりが舞まい上がってなにも見えない。

「……ふう、今のギリギリだったな。一いつ瞬しゆん遅おくれたら俺たちまで粉こな微み塵じんになるとこだった」

「ナギ君、今のは間違いなく直撃したよ。手て応ごたえ、ばっちりだった」

「そうか、さすがにこれでノーダメージってことはないだろうが……」

　ナギはまだ警けい戒かいは解いていない。

　今のフィオの魔法なら、支配者ドミネーターや覇皇ダイナスト、暴主タイラントであっても一撃で仕留められただろう。

　ただ──相手は剣の女神にして聖女神。

　おそらく、天上と地上をあわせても二人といない最強の存在だ。

「……ふふ、これは凄すごい。凄いですよ、フィオーネ。それに紅い戦団のみなさんも。ですが、忘れていませんか？　私もグランドクエストのボス──なんですよ」

「…………っ！」

　土煙の中から現れた剣の女神は──無傷だった。

　いくらなんでも無傷というのはあり得ない。

　フィオの最強魔法はどんな結界だろうと撃うち抜ぬく威い力りよくだし、発射のタイミングも完かん璧ぺきだったはず。




「〝千殻の聖盾サウザンド・イージス〟──剣だろうと魔法だろうとあらゆる攻撃を防ぐ極ごく薄うすの結界を千枚同時に展開するスキル」




「千枚の……結界!?」

　ナギは目を凝こらして剣の女神を包む光の幕を確かく認にんする。

　千枚あるかは数えられないが、確かに何重にもなった結界が展開されているようだ。

　魔力の量から推測して、結界の一枚一枚が上級魔法を防ぐレベル。

　それが千枚も重なれば、フィオの最強魔法も容易たやすく無効化できてしまう──

「シントウ飛剣流──九の太刀、緋ひ龍りゆう！」

「さすがサムライ、抜け目のない。でも──無む駄だですよ」

　ナギの横をすり抜けて、ミフユが会え得とくしたばかりの九の太刀を再び放つ──

　だが、剣の女神の周囲を包む千殻の聖盾が一瞬輝かがやくと、ミフユの斬撃も炎ほのおもまとめて防いでしまう。

「くっ……バカな！　今のは……!?」

「そうそう、さすがにサムライ君の剣けんなら我が結界も無傷とはいきません。百枚くらい抜かれましたかね？」

　剣の女め神がみは、にっこりと微笑ほほえんだ。

　やはり、彼女には傷一つ火傷やけど一つない。

「剣一本でここまで結界を抜いてくるとは驚きましたよ。ですが──既に百枚の結界は修復済み。ええ、千殻の聖盾は数枚、数十枚、たとえ数百枚破られても即そく座ざに修復され、また千枚に戻もどるんですよ。わー、我ながら恐おそろしい！」

「…………冗じよう談だんだろ」

　強力な結界が千枚も重なっている上に、破った端はしから戻ってはどうしようもない。

　支配者の〝円環の時デツド・ループ〟、覇皇の〝全能の捕食者スキル・イーター〟もとてつもなく強力なスキルだった。

　暴主だけはその奥の手を見せる前に倒せたが──

「もちろん──」

「ぐっ……！」

　剣の女神は結界を展開させたまま駆かけ出し、ミフユに斬撃を繰くり出す。

　ミフユはかろうじてニホントウで受け流し、間合いを取って離れた。

「……そっちは結界を維い持じしながら攻撃もできるというわけか！」

「ええ、魔法の完全無効化などのスキルはありますけど、あれは自分の魔法もかき消してしまいますからね。ですが、私の千殻の聖盾は完全無効化ではない分、こちらからの攻撃も可能なんです」

　なんて反則すぎる能力だ──

　ナギだけでなく、誰だれもがそう思っただろう。

「ふふ、私の最強のスキルをお見せすることになるとは。フィオーネ、そなたが私の恋路を邪魔して、本気にさせたんですよ。でも、これを見せた以上は、もう私の勝ちでしょうか？」

　剣の女神は、嬉うれしそうにくすくすと笑う。

　ナギは剣を握にぎった手を思わずだらりと下げてしまい──

　これまで何度全ぜん滅めつしかけても感じたことのなかった絶望が、ひたひたと近づいてくるのを感じていた。







　絶望は一瞬──

　冒ぼう険けん者をやっていれば、どんなに楽天的だろうと絶望する瞬間は一度ならずやってくる。

　それでもあきらめない者を──冒険者と呼ぶのだ。

　少なくとも、ナギ・スレインリードはそう信じている。

「俺たちは生き残る！　全滅なんかしてたまるか！」

「はうぅん……ナギ君、ヤバい……やっぱり女神なんかには渡わたせない……」

「……ん？　フィオ、なにを渡せないって？」

「う、ううん、なんでもないよ。ナギ君の言うとおり……わたしたちは何度全滅しかけても、一度も全滅したことはないんだから！」

「そりゃー、全滅してたらここにはいないわなー」

「エイリスちゃん、余計な茶々を入れない！　かっこよく、凶きよう悪あくな敵に立ち向かうところなんだから！」

「……私、別に凶悪ではありませんけど」

「剣の女神も余計なツッコミは入れない！」

　フィオは、ビシビシと剣の女神の分御霊と本体を𠮟しかりつける。

「文字どおり神をも恐れぬ方ですわね、フィオさん。ですが、おっしゃるとおり。わたくしたち紅い戦団はどちらかといえば、味方の誤ご爆ばくで全滅しかけたほうが多いくらいですもの！」

「偉えらそうに言うことですかね……ですが、どうするんですか？　えーと……」

　ルティが、剣の女神をじーっと見つめながら首をひねる。

「千殻の聖盾を破るには、仮にご主人様やフィオ様が九九九枚の結界を破っても剣の女神様にはダメージは通らないってことですよね。しかも、結界は修復されると」

「上等じゃないか。僕の一撃で百枚突とつ破ぱできたなら、あとたったの九百枚だ。僕らが結界を破るのが先か、全滅するのが先かというだけだ。いつもと同じだ」

　ルティの疑問に答え、ミフユが笑う。ルティもにっこり微笑んだ。

　その千枚の結界を破るほどのダメージを与あたえることなど不可能に近い。

　ミフユの九の太刀でもその十分の一程度のダメージしか与えられなかったのだから。

　それでも、紅い戦団の攻撃力ならば一枚でも十枚でもなく、百枚の結界を破れる。

　だったら──全滅を受け入れる必要などない。

「おー、紅い戦団のみなさん、やる気満々ですね。そうこなくては！」

「やる気はあるに決まってるだろ！　あんたを倒たおせば、フィオの呪のろいが解けるんだからな！」

　そうだ、ナギはそもそもの動機を思い出す。

　フィオはもう長いこと呪いで苦しんできた。

　片思いの相手、ということを抜きにしてもいい加減フィオには自由になってほしい。

　だから、ナギは──持てる最大の力を叩たたき込む！

「行くぞ、出し惜しみは無しだ……！」

　未いまだ〝無限の超越者〟は発動中。

　それに加えて、ナギの最強の技──もっとも攻撃に特化した職業〝バトルマスター〟の最大スキルを放つ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　全闘とう気きを剣に集中させ、その闘気を猛もう烈れつに噴ふん射しやさせた勢いで全力斬ざん撃げきを十三回叩き込む〝アルティメット・ラッシュ〟。

　十三回のうち、命中率は運次し第だいで、通常ならば当たるのは半分程度──

　だが、〝無限の超越者〟を発動させているナギは幸運もマックスまで上じよう昇しようしている。

　ついでにグランドマスターならではの合わせ技、〝天地雷裂ストライクボルト〟も〝魔法剣エンチヤント〟で宿らせてある。

「わ、わわわわわわわわっ!?　こ、この威力は……！」

　雷いかずちをまとった全力攻撃が、剣の女神の千殻の聖盾を打ち破っていき──

　十二回の攻撃をすべて命中させ、さらに最後の一撃が結界ごと剣の女神を吹ふき飛ばす。

「ど、どうだっ……!?」

「凄い、やりますね！　わー、七百……いいえ、八百枚は破られましたね！　ここまで千殻の聖盾を破れる者は神にだっていませんよ！」

「…………くっ！」

　ナギの渾こん身しんの連続攻撃すらも千殻の聖盾を破るには至らなかった──

　おまけに、〝無限の超越者〟で放つ〝アルティメット・ラッシュ〟は身体からだへの負担が大きすぎる。

　魔ま法ほうでもポーションでも回復しきれない。

　数日か、悪ければ数ヶ月の休養が必要になるほどだ。

「いえいえ、悔くやしがることはありませんよ、ナギ。本来──ここまでできるはずはなかったんです」

「……本来？」

「あなたたちは、四つのグランドクエストを飛ばしてきてます。元々、六つ目のグランドクエストで、短時間のみ千殻の聖盾を無効化できる素す敵てきなアイテムが手に入るはずだったんですよ」

「はぁ!?　なんだその便利アイテム！　というか、順番をすっ飛ばしてきたのはあんたじゃないか！」

「ダンジョンは必ずクリアできるようにできています。同じように倒せないボス、なんていうのも……大げさな言い方をすれば、自然の摂せつ理りに反するんです。だから、私の千殻の聖盾にも対たい抗こう策さくがあるんですよ。逆に言えば、対抗策がないスキルなんて地上にも天上にも存在しません。ですが、今回は……まあ、運が悪かったですね」

「……今からちょっと、六つ目のグランドクエストに行ってきます、なんてわけにはいかないんだろ？」

「それは無理ですよ。逃にがしてあげません」

　剣の女神は、優やさしく微笑んだ。こんな状じよう況きようでなければ、恋こいに落ちかねない笑顔だった。

　いや、ナギはどんな笑顔だろうがフィオ以外に落ちることはないが。

「そうですね──紅い戦団は全滅させません。ナギの命だけは助けて、天上の世界で一いつ緒しよに暮らしましょう。なんならナギに永遠の命をさくっと与えて、二人で永遠にただれた生活を送るのもいいですね。ああ、我が恋は永遠──」

「……ふざけないで」

　ぞくっ、とナギの背中に猛烈な悪お寒かんが走った。

　フィオの言葉は静かではあったが、これまで聞いたことがないほどの怒いかりと敵意が込こめられていた。本気でキレている──

「あなたなんかにナギ君を連れて行かせない。あなたの恋こい路じなんて、わたしがメチャクチャに壊こわし尽つくしてあげる。うん、遂ついにわたしを──本気にさせたね」

「お、おい……フィオ、怒おこってる……んだよな？」

　質問するナギに、フィオはぎろりと睨にらみつけて頷うなずいた。

「もちろん、怒ってる。怒れるわたしには……その六つ目のグランドクエストで手に入る便利アイテムなんかいらない。わたしがいれば、わたしの魔法があれば充じゆう分ぶん……！　このふざけた女神をわたしはなんとしても倒したい！　ナギ君のためにも！」

「ああああああああああっ！　ま、待った、フィオるん！　そんな魔力を使ったら、フィオるん……フィオが！」

　なぜか、慌あわてた様子でエイリスがフィオに駆け寄ろうとしている。

　しかし、フィオから放たれている魔力の波動のせいでエイリスも誰も近づけない。

「ありがとう、エイリスちゃん。でもね、女の子にだって引いちゃいけないときがあるの。それが、わたしにとっては今！　進むべきは前！　前にいるあの女神をわたしは倒す！」

「ダメだ、フィオるん！　それ以上はもう──！」

　エイリスが必死になって止めているが、フィオは詠えい唱しようを始めている。

　ナギは、はっとなった。あの詠唱はまさか──！

「これがわたしの、魔ま法ほう使つかいのアブソルート・スキル──〝多重魔法奏スペル・デクテツト〟！」

　紅い戦団のメンバーにも一度しか見せたことがない、フィオの最後の最後の切り札。

　複数の魔法──最大で十の魔法を同時に放つという桁けた外はずれの秘技だ。

　魔力の精密操作で大気を震ふるわせることによって、術者の口以外でも同時に複数の詠唱を進めていく。

　原理だけ聞けばそう難しくもなさそうだが、魔法は一つ発動させるにも尋じん常じようではない集中力を必要とする。

　十の魔法を同時に詠唱するなど、精神が崩ほう壊かいしかねないほどの負荷がかかるのだ。

　紅い戦団の冒険二年目、初めての高難度クエスト、初めての古こ竜りゆう討とう伐ばつの際に使ったのが最初で最後だった。

　強大な古竜（と引き寄せられた中型竜数体）は跡あと形かたもないほど粉こな微み塵じんになったが、フィオもしばらく魔法が使えなくなるほどの後こう遺い症しように苦しめられた。

　はっきり言って、〝多重魔法奏〟は割に合わないスキルなのだ。

　しかし──目の前にいる最強の敵を倒せば、フィオの試練は終わる。それならば──

「…………？」

　ナギは、ふと違い和わ感かんに襲おそわれた。

　十の魔法を唱えているフィオが──一いつ瞬しゆんだけ、あまりにも悲ひ愴そうな表情を浮うかべたからだ。

　しばらく魔法を使えなくなるから？　いや、それだけとは思えない。

「なんだ……？」

　ナギはフィオをじっと見ている間に、妙みようなことに気づいた。

　フィオの右手の甲こうに浮かんでいた、例の魔法文字ルーン。

　それが目に見えて急速に消えていきつつある。

　しかも、青色だったそれが消えていくと同時に赤へと変わっていく。

　ナギには、その赤が恐おそろしく不ふ吉きつなものに見えて──

「フィオ、待て！　〝多重魔法奏〟は──」

「ナギ君はわたしと、わたしたちみんなと一緒にいるの！　光の中にすべて消え去れ──魔導光砲フオトンカノン！」

　ナギの制止は間に合わなかった。

　フィオの詠唱は終わり、彼女自身の口で唱えられた魔導光砲、そして同時に炎ほのおが氷が風が水が大地が、熱線が稲いな妻ずまが爆ばく発はつが闇やみが──九つの魔法が放たれる。

「ううううううっ！　もっと、もっと魔力を──！」

　フィオの杖つえから迸ほとばしった十の魔法が千殻の聖盾に激げき突とつし、凄すさまじく濃のう密みつな魔力が弾はじけ、周囲が真っ白に染まっていく。

「わ、わたしは……ナギ君をどこにも連れて行かせない！　わたしの魔法は、千殻の聖盾だって女め神がみの恋だって打ち砕くだく！」

　フィオはさらに杖を前に突つき出すようにして、残った魔力をすべて注ぎ込む。

　手の甲の赤い魔法文字は、一部がかすれたような状態で残っているだけだ。

　ナギは──もうわかっていた。

　あれは呪いだ！　呪いがフィオの身体を蝕むしばんでいる！

　どんな呪いかまではわからなくても──あの文字がすべて消えたとき、呪いが完全にフィオを捉とらえてしまうことだけはわかった。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　フィオの絶ぜつ叫きようが響ひびき──

　バリン、と甲かん高だかく澄すんだ音とともに剣けんの女神を包み込んでいた千殻の聖盾にヒビが入り、あっという間に砕け散ってしまう。

「……これでわたしの魔法は打ち止め。もう火球フアイアボールだって使えない。ポーションでもたぶん回復できない……でも、わたしの仕事は終わった……よ」

「…………！」

　ナギは叫さけびたかったが、声すら出なかった。

　ただ、駆かけ出してフィオのそばへと近づいていく。

　よろりとフィオの華きや奢しやな身体がよろめいて──ナギは、世界でもレイアの次に速いはずの自分の脚あしが、恐ろしくのろく思えた。

　それでも、なんとか間に合った──

　地面に倒れようとしていたフィオの身体を、滑すべり込むようにして抱だき留めて。

　ナギは、片思いの少女の顔に──死相が浮かんでいるのを見た。







　フィオの身体は、驚おどろくくらい軽かった。

　まるで、大事ななにかが抜ぬけ落ちてしまったかのように。

「フィオ！　ど、どうなってるんだ、フィオ！　エイリス、回復を早く！　ルティもポーションを持ってきてくれ！」

「……ダメだよ、ナギ君。わたしの呪のろいは魔法でもポーションでもどうにもならない。もうわかってるはずだよね……？」

　フィオの声はあまりにか細く、聞き取るのが難しいほどだった。

「君の呪いって……いったい、なんなんだ……？」

「〝命〟、だよ。魔法を使うたびにわたしの中から命が消えていく。生命力って言ってもいいかな……これが全部消えちゃったら……」

「……て、手に浮かんでた魔法文字は……まさか……」

　ナギは、ちらりとフィオの右手の甲を見た。

　そこに浮かんでいた魔法文字は、もうほとんど消えていて、かすかに短い赤い線が見えるだけだ。

「残量の表示だろうね。意外と親切だよ……」

「…………」

　あの魔法文字は、フィオの生命力の減少を示していた──

　色が赤く変わったのは、もう残りわずかになったという警告だろう。

「なんで、黙だまってたんだ。知っていれば魔法を使わせなかったのに……！」

「わかったのも、ついさっきだよ。それに、わたしの魔法抜きでグランドクエストをクリアできるの？　できちゃったら、寂さびしいけど……」

「そういう問題じゃないだろ！　なんでこんな無茶を！」

　フィオの呪いを解くためのグランドクエスト挑ちよう戦せんだ。

　そのフィオの命が失われてしまっては、この挑戦自体の意味がなくなる。

「簡単だよ、剣の女神を倒たおしてやりたかったから。最高の女神とか、天上に君臨するとか、わたしにはどうでもいい。剣の女神にとってもどうでもいいのかも。そんなことより、わたしは自分の想おもいを貫つらぬくことのほうが、ずっとずっと大事」

「お、想い？　それがなんだとしても、命を懸かける理由なんて……！」

「それにね、魔法が使えなかったら、わたしは紅い戦団でなんの役にも立てない。そんなの、嫌いや。わたしの望みはみんなと、ナギ君と冒ぼう険けんすることだもの……」

「で、でも……！」

　ナギはこれ以上言葉が出てこなかった。

　しゃべらせるほどにフィオから、残りわずかな命も失われてしまうようで──

「エイリスちゃんが呪いの効果に気づいて、教えてもらった。でも、わたしがお願いして黙っていてもらったの」

「…………」

　いつもは口数が多すぎるエイリスも、今は口を挟はさんでこない。

「冒険は楽しくやらないとね。湿しめっぽい冒険なんて、わたしたちには似合わない……紅い戦団はノリと勢いのパーティだよ。だから、わたしは勢いのままに魔法を使ったの」

「フィオ……」

　エイリスが知っていたなら、俺にも教えてもらいたかった。

　ナギはそう言いたかったけれど、やはり言葉にはできない。

「さあ、ナギ君。千殻の聖盾は破ったよ。グランドクエストのボスの切り札は何度も使えない。それも、もうわかってること。あとは──リーダー、あなたの仕事」

「フィオ、君は……君はどうなるんだよ……」

「ああ、そうだ。一応、言っておかないとね……さっきもちょっと言っちゃったけど……剣の女神にナギ君にちょっかいを出してほしくない。わたしは、あの女神を倒したいから魔法を使ったの。命とか呪いだって、どうでもよかったのかも……」

　フィオは、ちょっとだけ笑って──

「ナギ君、わたしは君が好き。これが、わたしのたった一つの想い。三年前、勇気を振ふり絞しぼって、ナギ君とパーティを組みたいって言ったあのときから、ずっと──ずっと好き」

「フィオ……！」

　自分の気持ちは、片思いではなかった──

　本当なら跳とび上がるほど嬉うれしいはずなのに、ナギの目からは涙なみだがこぼれてしまう。

「かっこいいから、優やさしいから、強いから──理由はいろいろあったはずだけど、それもどうでもよくなっちゃった。ナギ君、君がナギ君だから好き、なんだよ……」

「…………」

「命を懸ける理由、訊きいたよね。わたしにとって、ナギ君への恋こいは──命を懸けても叶かなえたいものだから。いいよね、命懸けの恋……」

　ナギは、フィオの身体からだをぎゅっと抱きしめる。

　まるで物を抱いているみたいに、フィオはなんの反応も示さない。

　もう身体を動かす生命力が少しも残っていないのだろうか。

「フィオ……俺も……前にどさくさ紛まぎれに言ったけど……もう一度……もう一度言うよ。フィオ、俺も君のことが好──」

「……………………」

　突とつ然ぜんに、ナギの腕うでの中にいるフィオの重さが増した。

　フィオはいつの間にか目を閉じていて──手がだらりと下がってしまっている。

「私を倒せば、呪いは解けて失われた生命力も戻もどるはずでした。命が尽つきる前に私を倒すこと。それが最後の呪いだったんですよ。あともう少しだったでしょうに……聖女神の継けい承しよう者しやは失われました。たぶん、もう現れない……残念です、彼女は継承者としても恋こい敵がたきとしても最高の子でした。もっと、フィオーネと張り合いたかった……」

「ルティ、頼たのむ。フィオを……フィオを……」

　ナギは、剣の女神の言葉など聞いていなかった。

　駆け寄ってきたルティにフィオの身体を託たくすと、ゆっくりと立ち上がった。

「継承者なんてどうでもいい。グランドクエストも、もうどうでもいい」

「いいえ、どうでもよくありません。まだ戦いは終わっていませんよ、ナギ。千殻の聖盾は破られましたが、私はまだ戦えますよ」

「そうだろうよ。ああ、そうじゃなくちゃな。千殻の聖盾がなくたって、あんたは強い。でも倒さなきゃ、終わりにできない──」

　ナギは、長ちよう剣けんを持った手をだらりと下げて、剣の女神へと歩み寄っていく。

「……わかっていたけど、わかってなかった。俺には足りなかったんだ」

「ナギ？　なにがですか？」

　剣の女神がわずかに首を傾かしげる。

「返事が怖こわくても、たとえ自分の力を失うことになろうと、俺は言うべきだったんだ。もっと早くに。フィオに──好きだって」

「……それで？」

「足りなかったんだ、勇気が。わかっていたけど、やっと本当にわかった。こんな形で知るべきじゃなかったな……」

　あまりに遅おそすぎたが、ナギはようやく──もう意味はなくても、自分の中から勇気を振り絞ることの大切さを理解できた。

　そうだ、勇気──笑ってしまうような言葉かもしれないが、とても大切なもの。

　それを理解したナギは──

「……そうか、わかったよ。団長が言ってたな。グランドマスターの力を俺が使いこなせてない、みたいなことを。そうか、この力がそうだったんだな……」

　不意にナギは、自分の中に湧わき上がってくる力を感じていた。

　その力がなんなのか、自分になにをもたらすのか、自然と理解できていた。

「〝勇者ブレイバー〟──これが、グランドマスターのアブソルート・スキル」

「そう、そうですよ！　それこそがグランドマスターの別名でもあるんです！」

　剣の女神は、近づいてくるナギに目を瞠みはっている。

「最初の冒険者──勇者と呼ばれた彼は数百に及およぶスキルを生み出し、十八人の弟で子しに分け与あたえた。それこそが、今の職業の始まりなのです。そして今、再び勇者が──！」

「神にすらも勇気をもって立ち向かう者──それが勇者か。笑わせるよ、好きな子一人助けられなかった奴やつが勇者なんて」

　フィオを失ったから──

　もっとも大事なものを失ったから、失わないために自分がなにをすべきだったか気づいてしまったから、その後悔が──ナギを勇者へと目覚めさせた。

　だけど、勇者になんてなりたくなかった。

　フィオさえいてくれたら、フィオとみんなと冒険を続けられたらそれでよかった。

　でも、それはもう叶わない願い。

　ならば、せめて──フィオに託されたこの戦いを終わらせる！

「うおおおおおおおっ！」

「…………っ！」

　ナギが一いつ瞬しゆんで剣の女め神がみとの間合いを詰つめ、盗とう賊ぞくの〝乱歩斬ステツプヒツト〟を放つ。

　剣の女神の体勢を一瞬崩くずすほどの威い力りよくだった。

「あ、あれは……わたくしの乱歩斬とは威力が桁けた違ちがいですわ……!?」

「まだまだだ、勇者の力は──〝無限の超越者〟を超こえてすべての力を限界以上に引き出し、すべてのスキルを最大の威力で放つ！」

　ナギは左手を前にかざし、〝高速詠唱フラツシユ・ワード〟を使い──

「光の中にすべて消え去れ──魔導光砲フオトンカノン！」

　魔ま法ほう使つかい最強の魔法、魔導光砲を放つ。

　威力はフィオの魔法にも匹ひつ敵てきし、剣の女神はその剣に闘とう気きを宿らせてかろうじて光の奔ほん流りゆうを受け流す。

　さすがは剣の女神、千殻の聖盾を失ってもまだ最大威力の魔法をさばくとは。

　勇者の力でも、そう簡単には倒せないようだが──

「ナギ殿どの、あなたは一人じゃない！　忘れないでくれ、僕たちがいる！」

　ミフユが、ニホントウを手にナギと剣の女神の間に躍おどり込んでくる。

　そして──

「葉ハ隠ガクレ──」

　サムライのアブソルート・スキルを発動させ、居い合あい抜ぬきを放つ。

　ミフユの剣はずっと鞘さやに収まったまま──そうとしか見えなかった。

「うっ……！」

　だが、剣の女神の腹部が真横に斬きり裂さかれ、血しぶきが上がった。

　極限まで研とぎ澄すまされたミフユの居合いは、刃やいばを一瞬たりとも見せないまま敵を斬り裂く。

「うぐっ……！」

　しかし、同時にミフユの腹部も同じようにして斬り裂かれていた。

　葉隠は最速最強の斬ざん撃げきを放つと同時に、敵に負わせたのと同じダメージをくらう。

　敵を倒し、己おのれも倒れてしまう諸もろ刃はの剣つるぎなのだ。

「ミフユ！　エイリス、回復を──」

「ダメだ、ナギ殿。葉隠のダメージも、魔法でもポーションでも治せない……！」

　そうだった、ナギはそんなことも忘れていた。

　葉隠の傷は魔法もポーションも受け付けない。

　だからこそ、ミフユはこのアブソルート・スキルを使わなかったのだ。

　刀身が溶とけて消えてしまう〝零ゼロの太た刀ち〟以上の禁断の技わざ──

「大だい丈じよう夫ぶですよ、紅い戦団には世にも珍めずらしい冒険メイドがいるんですからね！」

　いつの間にかルティが前に出ていて、倒れ込むミフユを受け止めていた。

　フィオには、エリーゼがそばについていてくれているようだ。

「びっくりですが、冒険メイドにもアブソルート・スキルはあるんです。〝一心同体サーバント・マスター〟！」

　たちまち、ルティの腹部にもミフユと同じ傷が浮うかび、血が流れ出す。

　ルティが発動させた一心同体は、仲間一人のダメージを半分〝肩かた代がわり〟するスキルだ。

　回復魔法でもポーションでもないため、葉隠のダメージすら半減させてしまう。

　ナギでもそんな使い方は知らなかった。

　ルティは、いざというときに備えて一心同体サーバント・マスターの使い所を考えてあったのだろう。

「サムライに冒ぼう険けんメイド……！　珍しい職業の珍しい連携コンボですね！」

　剣けんの女神は笑いながらも、はっきりとダメージを受けている。

「ですが、まだまだですよ！　こんなことくらいで剣の女神を──」

「待ってましたわ！　〝秘法の略奪者スキル・スナツチヤー〟────っ！」

　一瞬、剣の女神の魔力がふくれ上がり──同時に、レイアが剣の女神の横を駆かけ抜ぬけてアブソルート・スキルを発動させていた。

「そう何度も引っかかりませんわ！　〝冥府の呼び声デモニツク・ハウル〟、〝眠りの歌スリープ・ソング〟と、グランドクエストのボスは往おう生じよう際ぎわが悪かったですものね！　せこいスキルを使うつもりだったんでしょうが……残念でしたわね！」

　レイアは偉えらそうに高笑いして、盗ぬすみ取った剣の女神のスキルを握にぎり潰つぶす。

　相変わらず、相手がもっとも嫌いやがるタイミングでスキルを盗むことについては超ちよう一いち流りゆうだ。

「……ナギさん？　なにか、また失礼なことをお考えですわ、ね……ああう……」

　レイアはナギを睨にらみながら、ふらふらとよろめいて、その場に座り込んでしまう。

　無理もない、レイアはこれで今日二度目のアブソルート・スキル発動だ。

　フィオの〝多重魔法奏〟ほどでないにしても、アブソルート・スキルは身体への負担が大きい。本来、一日に二度も使えるものではないのだ。

「充じゆう分ぶんだ、レイア！　あとは俺に任せろ──！」

「……仕方ありません、フィオさんのやり残した戦いはあなたが引き継ついでくださいまし。まったく、フィオさん……最後まで恋敵ライバルにすらなれませんでしたわね」

　レイアがなにかつぶやいているが、ナギの耳には届かない。

「うおおおおっ！」

　ナギは勇者の力で剣を振ふるい、剣の女神と斬り結ぶ。

　ミフユとルティは葉隠のダメージで戦せん闘とう不能、レイアももう動けない。

　エリーゼも、聖女神を降臨させていたときのダメージがまだ残っているはず。

　エイリスだけは無事だが、彼女の剣でも本体の剣の女神には太刀打ちできないだろう。

　ならば、もうあとがない。ナギがパーティの最後の砦とりで──

　もしナギが剣の女神の攻こう撃げきを防ぎきれなければ、紅い戦団は全ぜん滅めつする──！

「いけない。それではいけません、我が契けい約やく者。私がそなたに求めた剣はそんなヤケになって振るうものではありません。退たい屈くつです……！」

「なにを！　俺はあんたを倒たおして、フィオの遺志を──」

「つまらないです。ええ、盗とう賊ぞく姫ひめではありませんが、恋敵というのは……最低限、生きていてもらわないと面おも白しろくない。フィオーネを失ったそなたの剣は、こんなものですか！」

「…………っ！」

　勇者の剣は──剣の女神の一撃で、無情にも破は壊かいされてしまう。

　武器を破壊する戦士のスキル、〝爪牙砕きハード・ブレイク〟。

　ナギの剣は真っ二つに折られてしまい、続いた剣の女神の斬撃を、かろうじてかわして距きよ離りを取る。

　距離を取ったところで、武器がなければどうにもならない──

　俺は、こんなものなのか──!?

　剣の女神が言うとおり、フィオがいなければこんなものなのか。

　そうか、そりゃそうだよな、俺は──フィオに会ってからの俺は、彼女にいいところを見せるために戦ってた。

　だからこそ、何度全滅しそうになっても最後にはギリギリで勝てたんだろう。

　でも、フィオはもういない。フィオがいなければ勝てない……！

　フィオはいつもそばにいてくれた。長い旅路、命懸けの戦い、無人島でも、いつも──

　時間を遡さかのぼったときだって、フィオだけはそばに──

「…………そうか！　そうだ、まだ俺には──」

　フィオを失った代だい償しように、手に入れた勇者の力──

　すべてのスキルを使えるというなら、きっとあの力も──！

　ただ一つ──この状じよう況きようを打破し、奇き跡せきすら起こせるスキルがたった一つだけある！

「フィオ、君のおかげだ。君のおかげで、君を救える！　待っててくれ、フィオ！」

「…………!?　しまっ──」

　初めて、剣の女神がはっきりと焦あせった表情を見せた。

　彼女もナギと同じことに気づいたようだ。だが、もう遅い──

「こんなに厄やつ介かいなスキルもなかったけど、自分で使えるとなれば──最高だな！」

　一度見ただけだが、発動方法はわかっている。

　これもまた、勇者のスキルの賜たま物ものなのだろう。




「〝円環の時デツド・ループ〟──」




　一瞬にして、世界が真っ白に染まっていく。

　そして、次の瞬しゆん間かんには──

「これがわたしの、魔法使いのアブソルート・スキル──〝多重魔法〟」

「フィオ────────っ！」

　ナギは、フィオから強きよう烈れつに放たれている魔力の波動の中を突つき進み、彼女を後ろから抱だきしめた。

「ナ、ナギ君っ……い、いきなりなに……!?」

「よかった……フィオ、生きてる、生きてるんだな……！」

　ナギは後ろからフィオの右手の甲こうを確かく認にんする。まだ甲に浮かんでいる魔法文字は青色のままで、消えてもいない。

　使い慣れていないスキルだったからか、ずいぶん際きわどいタイミングのところに遡さかのぼってしまったようだが──

　支配者のスキル、〝円環の時〟でほんの少し前、フィオがアブソルート・スキルを発動させる直前まで戻もどったのだ。

　勇者はすべてのスキルを生み出し、操あやつる者──〝円環の時〟ですら例外ではない。

　おそらく〝全能の捕食者〟も使えるだろうが、食べるのはぞっとしない。

「フィオ……ごめん、気づいてやれなくて。でも、もう魔法を使わないでくれ。君には、君にだけは死んでほしくない……！」

「ナ、ナギ君？　いったい、どうしたの……？」

　ナギは、そっとフィオの身体からだを離はなす。

　そうだ、黙だまっているのは公正じゃない。余計にフィオを驚おどろかせるだろうけれど──

「ごめん、フィオ。君の気持ち、知っちゃったんだ。俺は──ほんの少し先の時間から来たんだ……」

「少し先……？　まさか、〝円環の時〟!?」

　さすがはパーティの参さん謀ぼう役、頭の回転がナギとは違ちがう。

　これだけの説明で、フィオはすべてを察してくれたようだ。

「我が契約者！　まさか〝円環の時〟まで使うとは思いませんでしたが、私もまた時を遡っても記き憶おくは維い持じされているんですよ！」

「……だろうな。支配者が使ったときも、あんたは時を遡ったことを認識してたもんな」

　女神契約者ヴイーナス・サーバーのナギは〝円環の時〟で時間を遡ったときも元の記憶を維持していた。

　契約の力をくれた女め神がみもまた、記憶を維持できて当然だ。

「時間を遡ってしまってはフィオーネが必死に破ってくれた千殻の聖盾も元通りですよ！　そなたの力でこれを破れますか！」

「俺の記憶は──心は時を遡っても変わってない！　勇者の力も──まだ使える！」

　ナギは今度は千殻の聖盾を発動させ、そのまま体当たりするようにして剣の女神の千殻の聖盾にぶつけて──

　バリン、とさっきも聞いた音とともに二人の千殻の聖盾は砕くだけ散る。

「くっ、千殻の聖盾をぶつけ合って相そう殺さい──勇者の力はここまで……！」

「もう二度とフィオを失わない！　みんなも守って、俺は──今度こそあんたを！」

　だが、ナギも限界に近い。

　どうやら〝円環の時〟を使い、消しよう耗もうした力は時間を遡っても回復しないらしい。

　おまけに千殻の聖盾まで使ったのだから──まだ立っていられるのが不思議なくらいだ。

　折られた剣けんも時間を遡って元通りになっているが、それを握っているのがやっと──

「ナギ君……！」

「フィオ？」

　と、今にも倒れそうなナギに、フィオが後ろから抱だきついてきた。

　そのまま、ナギの背中に顔を埋うずめるようにしてくる。

「……わたしの気持ち、バレちゃったんだ。でも、ちゃんとわたしの口から言いたい。今のわたしの口から……ナギ君、君のことが好き！」
















「俺も……俺も好きだ！　ああ、もうフィオのことが好きでたまらない！　ずっと、ずっと前から好きだったああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「そんなに力説しなくても！　恥はずかしいよ！」

「今さら恥ずかしいとか言ってられるか！」

「じゃあ、わたしも前からずっと好きだったあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　ナギは後ろを振り向き、フィオを正面からぎゅっと抱きしめる。

　自分にまだこんな力が残っていたのが意外だが、やればできるものだ。

　思春期の力とは恐おそろしい。

「な、なんですの、あの恥ずかしい二人は……」

「よくわからないうちに、唐とう突とつに盛り上がってますねえ……」

「は、恥ずかしすぎて見てられない……僕、見てはいけないものを見たんじゃ……」

「リーダーもせんせーも、意外と情熱的……」

　仲間たちがぼそぼそ言っている声も、ナギの耳を右から左へ抜けていく。

　もちろん、ナギが恋れん愛あい禁止のルールを破って告白したために、彼のそばに仲間たちの柔やわらかい身体が張りつくようにくっついている。

　だが、それもまたどうでもいい。

「フィオ……！」

「ナギ君っ……んんっ！」

　ナギは勇気を振り絞しぼり、フィオを抱きしめたまま──唇くちびるを重ねた。

　こんなバカみたいな勢いでもなければ、キスなんて絶対にできなかっただろう。

　人工呼吸のときとは違う、唇の感かん触しよくが──天にも昇のぼるほどに心ここ地ち良い。

　ここは既すでに天上ではあるけれど。

「……ん？　あ、あれ？」

「ふ、ふぇ。ナギ君？　わ、わたしの唇、なにか変だった？」

「そ、そうじゃなくて」

　フィオから唇を離したナギは、唐突に自分に起きた変化に気づいた。

　勇者の力が──ふっ、と煙けむりのように消えてしまった。

　あらゆるスキルを最大の力で操る勇者は──もうここにはいない。

「やってくれましたね、ナギ、フィオーネ。ああもう、私の愛する少年を！　女神が男を奪うばわれるなんて笑えませんよ！」

「べー、わたしの勝ちだよ」

　フィオは子供っぽく舌など出して、剣の女神を挑ちよう発はつしている。

「ですが、私が授さずけた契約の力は解けました。〝剣聖の秘奥マスターソード〟で手に入れたグランドマスターの力も、勇者の力も──消えましたよ！」

「くっ、やっぱりこうなったか……！」

　ナギはとりあえずフィオの身体を離し、剣を握にぎり直す。

　もはや彼は勇者どころかグランドマスターですらない。

　おそらく、最初の職業だった戦士に戻ってしまっているのだろう。

　契約を破った代償はあまりにも大きい。だが──

「それでも！　ナギナギはあきらめない！　紅い戦団は全ぜん滅めつ寸前まで追い込まれても全滅したことはなーいっ！　行くぜっ！」

　エイリスのいつものバカみたいな叫さけびが聞こえたかと思うと。

「今こそ、エイリスちゃん様オリジナルのアブソルート・スキル！　〝女神化ヴイーナスライズ〟！」

　ナギの横に躍おどり込んできたエイリスの身体が真っ白な光に包まれ──

　次の瞬間、エイリスは剣の女神とそっくりな──妙みよう齢れいの美女へと成長していた。

「命以外のすべてを、なんでも治しちゃうぜ！　さあ、ナギナギ元気になぁ～れ！」

「…………！　エイリス、助かった！」

　ナギの全身が燃えるように熱くなっていく──

　エイリスから注ぎ込まれた力が、ナギの失われた力を魔ま力りよくを闘とう気きを瞬しゆん時じに回復させ、全身に力がみなぎり──

「スキルが失われても、俺が戦ってきた六年は無くしてない！　剣の女神、あんたとの契けい約やくどおり剣で戦って、身体で覚えた剣技は──今もここにある！　腕うで前まえじゃ剣の女神に負けていても、俺には勝たなきゃいけない理由がある！　勝って、フィオと──！」

「ナギ・スレインリード！　そなたは……！」

　ナギと剣の女神は同時に駆かけ出して、銀色の剣けん閃せんが走り、二人はそのまま駆け抜ぬけ──

　再び、ナギの剣は真っ二つにへし折られていた。

　しかし──

「……お見事。想おもいが力の差を越こえた、というわけですか。思春期にはかないませんね。ふふ、剣の女神に剣で勝つなんて生意気ですよ……」

　剣の女神はなぜか楽しそうに言うと、その場にどさりと座り込み──

「やっぱり好きです、ナギ。あなたを好きになれただけで、剣の女神として、聖女神として今日まで存在していた価値があるというものです、よ……」

　最後の最後は、ナギが六年かけて磨みがいてきた剣の一いち撃げき──ただそれだけだった。

　ナギが振ふり返ったときには──

「──なーんて消えるとでも思ったか！　私を振ったからっていい気になるなよ！　肉体のほうはちょっと消えちゃうけど、私の霊れい体たいはほとんど不ふ滅めつなんだからな！」

「……なんでいきなり、エイリスみたいな口調に……!?」

「今日のところは私の負けにしといてやる！　でも、そのうち肉体が復活したら、また会いに行くから！　じゃーな！」

　と、エイリス口調で言い終えると、剣の女神の身体は光になって消えていった。

　最後の最後まで、意表をついてくる女神だった。







「……ナギ君、終わったの？」

「さ、最後はともかく……終わったな。みんなのおかげだ。覚えてないだろうけど」

「ううん」

　フィオはそう言うと、首を小さく振った。

「ちょっとだけ、覚えてる……あ、うん……わたし、言っちゃったみたいだね……」

「…………」

　ナギはフィオの顔を見てから、仲間たちの顔をぐるりと眺ながめる。

　レイアたちの表情からすると、彼女たちも〝円環の時〟で時間を遡さかのぼる前のことを多少は覚えている──いや、思い出したようだ。

〝円環の時〟を初体験したエリーゼだけは、不思議そうに首を傾かしげているが。

「いやー、終わった終わった。さすがあたしの本体、めっさ強かったな！　いやー、あいつとりあえずどっか行ってくれてよかったよ。あたしとキャラがかぶると困るし！」

　とのんきに笑っているエイリスは、もういつもの幼女に戻もどっていた。

　この神官がナギを回復してくれなかったら、結果はまったく逆になっていただろう。

「で、どうするんだ、フィオるん？　もう呪のろいは解けたみたいだけど」

「え？　あ、本当だ。手の魔法文字が消えてる……」

　ナギもフィオの手の甲こうを確かく認にんして、ほっと胸をなで下ろす。

　あの青い魔法文字は跡あと形かたもなく消えていた。

　聖女神を倒たおして、呪いは自動的に解けてくれたらしい。

　最後の試練だけあって、これまでのグランドクエストとは少々結末も違うようだ。

「あれ？　エイリスちゃん、どうするってどういうこと？」

「もっちろん、これでフィオるんは聖女神の継けい承しよう者しやになれるってことだ。あの剣の女神、消える前にあたしに記き憶おくを託たくしていきやがった。秘密主義のくせに、今さらいろいろ教えられてもなー。面めん倒どうはあたしに押しつけて、どっかで遊ぶつもりなのかも」

「もちろん、聖女神になんかならないよ。氷の女め神がみにもね」

　フィオは、当然のことのように即そく答とうした。ナギも、うんうんと頷うなずく。

　天上の世界なんかに引っ越されては困る。

　三年もかけて、ようやく気持ちも通じ合ったのだから。

「そっか。じゃ、気が向いたときにでも聖女神になってくれってさ」

「え、聖女神ってそんな気軽になったりできるものなの……？」

「できる、できる。つーか、聖女神を倒しちゃうような奴やつらに無理強じいなんて誰だれもできん。女神だろうが悪あく魔まだろうが」

　はっはっは、とエイリスは笑う。

　とんでもないことを話している気もするが、エイリスがあまりにお気楽なのでまったく緊きん張ちよう感かんがない。

「とりあえず、聖女神が不在の間はソフィアたんにでも代理をやってもらおう。ま、たまにワインでも差し入れしてやれば、文句を言いながらでもやるやる」

「軽いなあ、女神って……」

　ナギは苦く笑しようしてしまい、仲間たちも呆あきれたような困ったような顔をしている。

「よし、それじゃ帰るか！　グランドクエスト〝セブンス・ヘブン〟──これにて終しゆう了りよう！　愛いとしの地上へ戻るぞーっ！」

　エイリスが仕し込こみ杖づえを高々と掲かかげると。

　その先せん端たんから光が溢あふれ出し、ナギたちを包み込んでいく。

　どうもエイリスは女神の記憶をもらっただけでなく、力も使えるようになったらしい。

　それは頼たのもしいような恐ろしいような気もするが、気にしても仕方なさそうだ。

　ナギは──フィオに笑いかけ、フィオもナギに笑いかけてくれる。

　ああ、そうか──とナギは気づいた。

　フィオは、やっとなれたのだ──彼女がずっと望んでいた〝普ふ通つうの冒ぼう険けん者〟に。



















　　　エピローグ




　光に包まれた紅い戦団レツド・バトリオンが降り立ったのは、聖地の頂上だった。

　上空にセブンス・ヘブンの姿はない。

　天上の世界に行ったまま、たぶん戻ってくることはないだろう。

「はー、やっぱ地上が落ち着くな。天上の世界は神々が住んでるから、いるだけで緊張して仕方なかったぜ！」

「地上に戻ったとたん、とんでもない大おお噓うそを聞かせるなよ……」

　わざとらしく肩かたこりをほぐすマネをしていたエイリスを、ナギは半目で睨にらむ。

　そういえば、剣の女神以外の神は一体も見かけなかった。

　神々は、デタラメな戦いを繰くり広げている場を見に来るほど物好きではないらしい。

「それで、これからどうするんですか、ご主人様？」

「これからって……？」

「ご主人様はただの戦士に戻っちゃったんでしょう？　それに、フィオ様の呪いも解けましたし、いろいろ変わっちゃいましたよ？」

「うーん……」

　ナギは腕うで組ぐみして、少し考えてから。

「俺のことは、別にたいした変化でもないだろ。他ほかの職業のスキルは使えなくなっても、剣の女神を倒す剣の腕があれば、冒険は続けられる」

「うん、うん」

　フィオがこくこくと頷く。

「わたしもやっと、やっと念願の普通の冒険者になれたんだから。もちろん、冒険を続けるよ。なにも変わらない……うん、ナギ君の言うとおり」

「……フィオ様が普通かどうかはともかく、そうですね。私はご主人様たちについていくだけです。この大きなリュックにいっぱいの愛を詰つめ込んで！」

　リュックには愛が詰まっているかもしれないが、腹にはどす黒いなにかが詰まっている冒険メイドは嬉うれしそうな笑えみを浮うかべた。

「し、仕方ありませんわね。冒険を続けるなら、盗とう賊ぞくは必ひつ須すでしょう。もちろん、わたくしもお付き合いしますわよ。盗ぬすみは嫌きらいでしたが……盗んで差し上げたいものもできましたしね」

　レイアは頰ほおを赤くして、ちらりとナギを見てから、フィオに意味ありげな視線を向ける。

　フィオもなにか理解したらしく、なぜか不敵に笑って、またこくりと頷いた。

「言うまでもないが、僕も同行する。まだまだ修しゆ行ぎようを続けなければならないし、それに剣けんの女神を倒してしまった剣士がいるんだ。とりあえずの目標は、ナギ殿どのを倒すことだな。もし成し遂とげられないなら切腹！」

「切るな、切るな。勝負くらいいつでもしてやるから。あと、ガチの斬きり合いは不可な」

　ナギがなだめると、ミフユは不満げな顔をする。

　どうやら、このサムライは本気でナギと命いのち懸がけの斬り合いをしたいらしい。

　彼女に腹を切らせないために、斬り合いをしなければならない──問題は複雑になりつつある。

　彼女──？　ナギは首を傾げた。

　なんでミフユを〝彼女〟なんて呼んだんだろう？

「あたしももちろんみんなと一いつ緒しよ！　剣の女神がナギナギに斬ざん殺さつされた今、もはやあたしが剣の女神と言っても過言じゃないな！　仲間に女神がいる幸せなパーティなんて、そうそうないぞ！」

「斬殺してないだろ、どっか消えただけだろ……幸せかはともかく、神官は必要だな」

　エイリスのおかげでただでさえドタバタしていたパーティが、収拾がつかなくなった気がするが、それもまた紅い戦団らしくていい。

「リーダー、ボクはしばらくここにいる。一応、聖地に巡じゆん礼れいに行くって建前で出てきたし、すぐに戻ったら𠮟しかられるかも……」

「……エリーゼは一緒に来ないのか？　神官が二人いると、うちみたいな壊かい滅めつしまくりなパーティにはありがたいんだけどな」

「お誘さそいは嬉しいけど、ボクはもう抜ぬけた身だから……あ、神しん殿でん勤めが嫌いやになったら家出するから、そのときはパーティにまぜてほしい」

「どっちなんだ、いったい。まあもちろん、いつでも来い。これまでどおり、ルティと連れん絡らくを取り合っていれば、俺たちの居場所はわかるだろ」

　エリーゼは、珍めずらしくにっこり笑って頷いた。

　寂さびしいが、エリーゼとの別れは一度済ませている。未練を見せれば、互たがいに辛つらくなるだろう。

「まずはアジトに戻って、リッテにもう調べ物はいいって言ってやらないと。報ほう酬しゆうも渡わたさなきゃいけないしな。ソフィアにも話をしなきゃいけないんだよな。ああ、団長にも報告しないと。屋や敷しきの修理もあるし、けっこうやること多いなあ」

　グランドクエストが終わっても、紅い戦団はしばらく忙いそがしそうだ。

「ああっ、そうだ！　俺たち、グランドクエストを四つもすっ飛ばしちゃったんだよな。それも全部見つけ出してクリアしよう！」

「あー、そうだね。千殻の聖盾サウザンド・イージスを破るアイテムっていうのも気になるし。今度は急ぐこともないから、世界中歩き回ってグランドクエストを探してもいいよね」

　フィオは、なんだか嬉しそうだ。

　普通の冒険者としてクエストに挑いどむのが楽しみなのだろう。

「よし、んじゃ行くか。のんびり下山するとしよう」

　と──エリーゼと別れ、紅い戦団が山を下り始めたそのとき。

「んん!?　なんだ!?」

　突とつ如じよ、地面に大きな影かげが落ちたかと思うと。

　ドドン、と轟ごう音おんとともに凄すさまじい巨きよ体たいが紅い戦団の行く手を遮さえぎるように着地した。

「炎竜レツドドラゴン！　なんでいきなりこんなのが出てくるんだ!?」

「まあ、火山みたいですし……炎竜が住んでてもおかしくないですかねえ」

　ルティはのんきな反応をしているが、それどころではない。

「フィオさんの呪いがなくなっても紅い戦団自体が呪われてるのではありませんの!?　大きなクエストを片付けた直後に、こんな大物が出てきますか普通!?」

「普通ではないから、最強パーティなのだろう。僕は望むところだ。シントウ飛ひ剣けん流りゆう──一の太た刀ち、〝紫し電でん閃せん〟！」

　ミフユが迷わず、炎竜に斬りかかっていく。

　渋しぶ々しぶといった様子でレイアも炎竜の横に回り込み、牽けん制せいを始める。

　突然の巨きよ大だいモンスター出現にも即そく応おうできてこそ、最強パーティなのだ。

「待て待てー、あたしも今度は斬りたい！　あたしこそが真の剣の女神として、地上最強の剣士になってやるぜ！」

「エイリス殿は神官じゃないのか!?」

　ミフユとエイリスがじゃれ合うようにして、炎竜に斬りつけては距きよ離りを取り、また斬りつけていく。

「あ、わたしもやる。普通の冒険者になって記念すべき最初の獲え物ものはわたしが仕留めるよ──っと、と」

「フィオ！」

　ナギは駆かけ出そうとしてつまずいたフィオの腕を摑つかんで抱だき留める。

　普ふ段だんのフィオなら戦せん闘とう中に転ぶようなドジはしないが、張り切りすぎていたらしい。

「気をつけてくれ、フィオ。転んでケガされたりしちゃたまらない」

「う、うん……ナギ君……」

「フィオ……」

　ナギは、フィオの照れた顔を見たとたん、彼女を放はなせなくなってしまう。

　ふと気づいたけど、もしかして俺とフィオは付き合ってる──恋こい人びと同士なのか？

　お互いに好きだって言ったし、両思いだったわけだし。

　というか、なんで今の今まで気づかなかったんだ？　バカなのか、俺は？

　ナギは頭の中でぐるぐる考えつつ、フィオを抱きしめた手にさらに力を込こめてしまう。

「あ、ごめん。痛いか、フィオ？」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ……なんだかあったかいね、ナギ君……」

「ああ……フィオの身体からだ、あったかい……」

　ナギとフィオは互いにぎゅっと抱き合って──

「あったかいね、じゃありませんわ！　炎ほのお、炎ですわ！　炎竜の炎の吐息ブレスが来てるんですわ！　あなた方、鉄も溶とかす炎をくらってるんですのよ！」

「ダメだ、聞こえてないぞあの二人！　というか、こっちにも炎来てる、来てる！」

　レイアとミフユが騒さわいでいる声が聞こえてくるが、ナギは気にしなかった。

「あー、この前の炎竜より強力かもですねー。エイリス様は……結界どころではなさそうですね」

「ははははーっ、竜りゆうの鱗うろこも神官の正義の剣ならぶった斬り！　ふはははは、竜の炎ごときなんぼのもんだ！」

　炎竜が広こう範はん囲いに炎を吐はきまくり、みんなは逃にげ回って、エイリスは炎を浴びるのもかまわずに剣を振ふり回しているようだ。

　なんだか大変なことになっているようだが、ナギとフィオは抱き合ったままだ。

「フィオ……」

「ナギ君……」

　二人の周囲にはフィオが普段から無意識に展開している薄うすい結界が張られているだけだ。

　炎竜の吐息は防ぎきれないので、ちょっとばかり熱い。

　でも──それがどうした？

　吐息を防ぐより、フィオを抱きしめていることのほうがずっと大事だ。

「ああああ、いろんな意味であの二人の邪じや魔まをしたくなってきましたわ！」

「そうしないと、本当に僕ら全ぜん滅めつだな……呪のろいより二人のイチャイチャのほうがずっとタチが悪い！」

「メイドはご主人様の幸せを祈いのるだけですが……たまには呪ってもいいですよね♪」
















「おお？　いつの間にか、みんなが悪そうな顔してるな！　こっちも面おも白しろそうだ！」

　わいわいガヤガヤと、紅い戦団の面々は騒ぎながら走り回り、戦い続けている。

　ナギも、名残なごり惜おしいがそろそろ行かなければならない。

　紅い戦団は、いつだって全滅しそうになっている。

　だが──それでも。

「行こう、フィオ。まだまだ俺たちの冒険は終わらせられないよな」

「そうだよ、ナギ君。いつもどおり全滅しそうだけど──でも、大丈夫。わたしとナギ君、みんなが一緒なら、いつまでだって冒険できるよ、きっと」

　ナギはフィオと手を繫つないで、前に走り出す。

　どれだけ危機に陥おちいっても、何度全滅しそうになっても。

　紅い戦団は走り続ける。

　ナギは、フィオは、ルティは、レイアは、ミフユは、エイリスは冒ぼう険けんを続けていく。

　残念な最強パーティはどんなことがあっても決して──全滅しない!!










　　　あとがき







　どうもこんにちは、鏡かがみ遊ゆうです。

　唐とう突とつにぶっちゃけますが、今作は〝ファンタジーの皮をかぶったラブコメ〟として企き画かくしました。

　ただ、「ファンタジー要素、意味ないやん？」となったら面おも白しろくないので、ラブコメをメインにしつつ、ファンタジー要素とどう融ゆう合ごうさせるかが割と問題になりました。

　最初に思いついたシチュエーションは、〝ポーションで間接キス〟。ファンタジーあるあるネタとラブコメ要素の融合は楽しくもあり、大変でもあり。

「某ぼうゲームで〝小さくなる魔ま法ほう〟とかあったよな。覗のぞきに使えるんじゃね？」とか、ファンタジーのみならず、ゲーム知識も総動員でしたよ。これで心置きなく、ゲーム購こう入にゆう費ひも経費に計上できるってもんです。

　まあ、１巻のあとがきでも書きましたが、特に１巻については過去に類がないくらいリテイクが多かったのも、このあたりのネタに苦戦したのが原因の一つだったかなと。




　ついでですが、１巻のあとがきで書いたスケジュールがえらいこっちゃになった別作品は、なんとかなりました。担当さんも笑え顔がおを取り戻もどしました（そんな報告いるんか）。




　冒ぼう険けんそっちのけの恋れん愛あい至上脳な冒険者ナギとフィオ、ハーレムもエロもがっつり担当してくれた愉ゆ快かいな仲間たちのドタバタラブコメの執しつ筆ぴつ、本当に楽しかったです。

　できれば長く書いていきたかったのですが、なかなか上う手まくはいかないようです。




　おにぎりくん先生、今巻のイラストも素す晴ばらしかったです。特に、エリーゼのちょっと怪あやしい感じがお気に入りです。ありがとうございました！

　担当さん、２巻から続いて大変な進行を支えていただき、感謝しております。

　この本の制作・販はん売ばいに関かかわってくださったすべての皆みな様さま、ありがとうございます。

　そしてなにより、読者の皆様に最大限の感謝を。

　どうもありがとうございました！　またどこかで！





鏡遊










鏡遊

●かがみゆう



ライトノベル書き兼ＰＣゲームのシナリオライター。

ファンタジーラブコメ第３幕、温泉もあるよ回です！

冒険者だって思春期なんだから、キャンプしたり登山したり混浴したりしたいよねってお話です。

楽しんでいただけたら嬉しいです。


















カバー・口絵・本文イラスト／おにぎりくん（アリスソフト）

カバーデザイン／伸童舎










最さい強きようパーティは残ざん念ねんラブコメで全ぜん滅めつする!? ３




恋こいする君きみの冒ぼう険けん人じん生せい








鏡かがみ遊ゆう
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